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序章





　火は容赦なく邸内を舐なめ回まわしていた。

　元より旧ふるい木造家屋である。火の回りは早くて当然だ。

　見た目に反し、何ヶ所も鉄骨やコンクリートで補強されてはいた――特に世間に隠れて増築された地下の研究施設部分は――が、それでも程良く乾燥した可燃物が大量に在る事に違いは無い。

　しかも本来、迅速にこの異常事態に反応して各種防災設備を動かし、鎮火を促す筈はずの装置類は、何な故ぜか揃そろって沈黙を守っていた。

「どういう事だ……！」

　猛威を奮う火か焔えんの触手をかいくぐりながら、外へと急ぐ二人が居た。

　男と女と。

　共に中年――否いや、壮年にさしかかろうという容よう貌ぼうの人物である。

　二人は、何やらぱんぱんに膨らんだ布袋を抱えて、邸内を歩いていく。

　慌てて掻かき集あつめたのだろう――袋の口からは大量の紙束や記録ディスクが顔を出しているのが見えた。他には何も持っていない処ところを見ると――それらは余程に大事なものであるらしい。もしそれを掻き集める為に逃げ遅れたのだとすれば、それは彼等らにとって命にも等しい価値を持っているものなのだ。

「……一体……どうしてこんな!?」

　男は荒い口調で吐き散らす。

　答えを求めているというよりも、単に苛いら立だち紛れの行為なのだろう。それが分かっているのかいないのか――三歩ばかり男の後を歩く女はふと思いついたかの様にぽつりと言った。

「……紅ぐ蓮れんは」

「なんだ？　何か言ったか？」

「紅蓮は……どうする……のですか？」

　多分に躊ちゆう躇ちよ含みの口調は、女の、男に対する怖おそれを如実に示していた。

　絶対的とも言うべき支配関係が、両者の間には横たわっているのだろう。迂う闊かつな事を言えば暴力的な――あるいはもっと苛か烈れつな制裁が加えられて当然の様な。

「紅蓮は惜しいが……」

　男は顔をしかめた。

「離れに行っている余裕は無い。検証実験が出来なかったのは残念だが、この資料さえ在ればまた同じモノは――」

　そこまで言って――

「…………!?」

　男は立ち止まった。

　女もまた――一瞬遅れて歩みを止める。

　彼等の行く手を阻むかの様に――炎の中に立つ影が在った。

　ほっそりとしたその体たい躯くは、若い娘のものだろう。

　未まだ女としての色いろ艶つやの乗る前の、若く華きや奢しやな身体からだである。下着すら身に帯びず、全裸に等しい格好が、この場においては異様さを醸し出す。

　だが――何より娘の姿を凄せい惨さんに見せているのは、その首に巻かれた鋼鉄製の首輪と、そこから垂れ下がる鎖であった。

　人間に対する扱いではない。ましてや若い娘に使うなど言語道断――まるでそれは猛獣を繋つなぎ止とめるのに使うかの如ごとき太さを備えていた。

「……眞ま白しろ…………!?」

　愕がく然ぜんと女の方が呻うめく。

　男はただただ無言――絶句していた。

「…………えへ」

　娘が一歩前に出た。

　ちゃらりと音を立てて首輪から垂れた鎖が揺れる。

　その先端は大きく歪ゆがんでいた。まるで、途方もない力で引きちぎられたかの如ごとく。

「……お…………おまえ…………」

「父様。母様」

　とろり――と。

「私は自由になりました」

　とろける様な笑みを浮かべながら娘は言った。

　よく整った愛らしい顔立ちだ。だが周囲の炎によって貼はり付けられた陰影とその笑みが、何か、奇怪な生き物の様に娘の姿を見せている。

「……自由になりました」

　娘は、己の言葉を浸透させようとするかの様に、そう繰り返してきた。

　その言葉の向こうに在る意味を……目の前の男女に理解させようとするかの様に。

「そ……そこをどけ！　眞ま白しろ！」

　男が怒鳴る。

　だが娘は淫いん蕩とうとも言える笑みを浮かべたまま、首から垂れ下がった鎖を指先で弄もてあそぶ。



    

  
    
      



    

  
    
      「えへ。嫌です。だって。折せつ角かく――こんな好機に恵まれましたのに」

「まさか――」

　男が表情を強こわ張ばらせる。

「この火事も……お前が……？」

「いいえ？」

　娘は楽しげに首を振った。

「これは偶然。本当に偶然。火事が起きたのも。丁度その直前に、私を繋つないでいた鎖がようやく切れたのも。けれど利用はしましたよ。えへ。警報装置を切ったのは――私」

「……眞ま白しろ……貴様ッ……！」

「さあ、死んでください父様。母様。私と一緒に逝きましょう――」

　娘は笑いながら一歩踏み出す。

　きゅっ――と素足が板張りの床を進む。

　同時にみぢみぢと音を立てながら娘の輪郭が崩れ始めた。

　変形……そんな言葉では表現しきれない程に、それは冒ぼう涜とく的な光景だった。

　娘の全身がざわめく。それは急激に濃さを増す――いや伸びていく体毛だった。産毛の存在すら怪しかったその白い肌を、更に白い……漂白したかの様に白い毛が覆おおい尽くしていく。華きや奢しやなその姿は大量の毛に覆われて膨れ上がり、それだけでは足りぬと言わんばかりに、毛は更に伸びて――

「えへ。えへへ」

　鎌かま首くびをもたげる蛇の如ごとくに自ら動き、束になって、床の上で跳ねた。

　既にそこに人間の姿は無い。その輪郭に手脚も無ければ胴体も無い。何十本という触手を操る白い軟体動物――イソギンチャクの如き存在が居た。

　なのに――

「えへへ…………とおさま……かあさま…………」

　その花の様に開いた白く触手の真ん中で、こればかりは変わらない娘の顔がとろとろと緩んだ笑みを浮かべていた。

「どけっ!!」

　男は――白衣の裾を払うと、腰から抜いた拳けん銃じゆうを娘に……いや娘であったものに向ける。

　躊ちゆう躇ちよの素振りは微み塵じんも無かった。

　銃声が響く。

　屋敷が崩壊する音に比べれば、それはささやかとも言うべき音だった。

「…………駄目よとうさま……」

　銃撃を受けながら……しかし娘は止まらない。

　無数の触手を動かしながら男と女に近付いていく。

「その程度では、私を殺しきるのは難しいわ？　えへへ」

「…………この……化け物め……ッ！」

「ひどいわとおさま」

　娘はにたにたと笑いながら近付いてくる。

「こんな化け物に私をしたのは、とうさまとかあさまなのに」

　ひゅん――と空気が鳴った。

「がっ!?」

　娘から延びた触手が――まるで槍やりの様に先端を尖とがらせたその奇怪な器官が、男の腹部を貫つらぬいていた。

「ひっ……!?」

　女が悲鳴じみた声を上げながら数歩後退し――しかし次の瞬間には、彼女の腹部にも同じく娘の身体からだから生えた触手が、どぶりと湿った音と共に突き刺さっていた。

「…………！」

　口から大量の血を吐く男と女。

　更に――駄目押しとばかりに数本の触手が二人の胸や腹を貫く。

「…………」

　その場に崩れ折れる二人。

　だが未まだ事切れていない。即座に死を招く様な部位には――心臓や喉のど笛ぶえには触手は刺さっていなかった。あるいは娘はそれを望んで、わざと急所は外したのかもしれない。

　もしそうなのだとすれば、娘の中に蓄積された怨おん念ねんは一体どれ程のものなのか――想像するだに恐ろしい。父親と母親に致命傷を与えながらも、可能な限りに長く、強く、苦しめたい。娘がそう考えるに至る前段階として、一体何が在ったのか。

「ね……一緒に死にましょう……とうさま。かあさま」

「がっ……かっ……」

「えへ。家族だものね？　私たち、親子だものね……？」

「……くそ……」

「ああとうさま……かあさま……一緒に死んで腐ってどろどろになってしまいましょう。一緒に焼け焦げてしまいましょう。一緒にモノになりましょう……そうすれば……ね？　楽になれるわ？」

「……………」

　最も早はや、声も出ず、ただ血と荒い息を吐くだけの男女に異い形ぎようの存在が覆おおい被かぶさっていく。

　抱擁と呼ぶにはあまりに奇怪な行為。

　そして――轟ごう音おんと共に限界に達した建物は、三つの影の上に崩れて全すべてを埋め尽くした。



　　　



　崩壊は呆あきれる程、迅速に進んでいった。

　いくら厳重に安全対策を施してあったとしても……それらが全すべて機能しなければ、存在しないも同じ事である。幾つかの機構は偶然に、幾つかの機構は故意に、その機能を停止され沈黙をし――結果として一切阻まれる事も無いまま、むしろ数ヶ所に存在した可燃性の化学物質に触れる事で、炎はその勢いを増した。

　敷地内に存在する建物が、次々と潰つぶれてゆく。

　灰かい燼じんに帰する前に自らを支えきれなくなって、自重で壊れてゆくのだ。

　轟ごう々ごうと燃え上がる炎は更に勢いを増し、無数の火の粉が冬の空に舞い上がる。唯一の慰めは、この家屋が高台の一軒家で、周囲に延焼する建物が無かったという事である。さもなくば火の粉が次の火事を招いていた事だろう。

　それ程に激しい火災であった。

「――これは」

　火災現場から少し離れた――マンションの屋上。

　近付いてくるサイレンの音を聴きながら男達は呻うめいた。

「警察の方は〈索さく組ぐみ〉の方から手を回して抑えるにしても……神かん薙なぎの研究成果についてはもう望み薄か」

「『修しゆ羅ら奇き兵へい』構想か……元より何ど処こまで進んでいたか疑問だが」

「当主は自信たっぷりだった様だがな……御み杖つえ代しろですら未いまだ、実用化どころか、要求水準に達していない位だ。没落した神薙家にどうにか出来たとは考えにくいがね」

　男達の視線の先で何かが動いた。

　炎の動きでもなければ――屋敷の燃え崩れる動きでもない。

　それは……

「人間？　いや」

「子供か……？」

　火災の只ただ中なかに立ち尽くす幼い少年。

　その姿を見下ろしながら男達は言った。

「神薙の生き残りか。当主達はやはり――」

「事実上の断絶か。あの年齢では呪じゆ術じゆつ研究の詳しい知識など在る筈はずも無し……御み火か槌づち七家は六家になりそうだな」

「仕方在るまい」

　火勢は留とどまるところを知らず、更に激しさを増す。

　やがて到着した消防車が消火活動を始めるのを確認すると、男達は最も早はや、用は済んだとばかりにマンションの屋上から立ち去っていった。



    

  
    
      
第一章　不穏の胎動





　今年の暦こよみは既に残す処ところ――三〇日を割り込んでいた。

　既に季節は冬の最中だ。

　未まだ雪が降ったり息が白んだりという程ではないが、薄着で居ると肌寒さを感じざるを得ない。ここ数年は急激に気温が変化する為か――秋をとばしていきなり夏の後に冬がやってくる様な印象が強かった。

「――寒っ」

　暮れなずむ頭上の空を見上げながら――少年は呟つぶやいた。

　黒い制服を身に纏まとい、左手に鞄かばんを提げて、と典型的な学生の格好である。

　体格に関しては中肉中背、制服を改造する様子も無ければ殊更に着崩している様子も無い。のんびりとした歩調で通学路を歩く姿は、他の生徒達の中に埋もれてしまう程に、ごくごく真っ当――平凡とも言える。

　ただし……よく観みれば一点、少年の顔には奇妙な点が在った。

　顔立ちそのものは、偏りも歪ゆがみも無く整っているものの――良くも悪くもただそれだけで、特筆すべき様な点は無い。彼の特異性は、やや癖の強い前髪の辺りに在った。

　一房だけが、まるで漂白した様に――白い。

　白しら髪がが交じる年齢でもあるまいし、そもそもこの様に一箇所に集中して生えるものでもあるまい。かといって人工的に、ここまで完全に色を抜いたり染めたりするのも難しいだろう。何より他の部分の装いは真面目まじめな学生のそれである以上、これがファッションである可能性は著しく低かった。

「いきなり真冬って感じだな……この間までクーラー使ってた気がするけど……」

「――紅ぐ蓮れん」

　少年の傍らで一人の少女が彼の名を呼んだ。

　紅蓮――神かん薙なぎ紅蓮。

　それが少年の名である。

　そして……

「暑い寒いと文句が口をついて出るのは生活態度が緩んでいる証拠です」

　涼やかというより――冷たいと言った方が良い声である。

　単に熱が無いだけでなく、聴く者に身構えさせる様な硬さが在る。寒気や冷気の冷たさではなく、氷のそれだ。それは、声を発している本人の容姿にも通じる部分が在った。

　綺き麗れいな少女だ。

　艶つややかで長い黒髪と、切れ長の黒い双そう眸ぼう、すっきりと通った鼻筋、薄い唇、滑らかな頬ほおから顎あごへの線――それらが織り成す貌かおは、まるで名工の手になる日本人形の様である。決して派手ではないのだが、まるで隙すきというものが無い。

　相当な美人だが、近寄り難い雰囲気である。

「少し改善の努力をされた方が良いと思いますが」

「……文句言ってるんじゃねえよ」

　紅蓮はうんざりした表情を浮かべて言った。

「単に寒くなったって話だよ。急に冷え込む様になったろ？」

「気温という意味ではその通りですが」

　少女は、怜れい悧りなその表情を微み塵じんも揺らがさずに言った。

「心頭滅却すれば火もまた涼し、と言います。まして紅蓮はこの一ヶか月げつで体重が増えているのですから、以前よりも体細胞の造り出す総熱量は増えている筈はずです」

　単純に考えても――面積は数値の二乗、体積は三乗で導き出される事から分かる様に、特定の物体の体積と表面積は必ずしも同じ曲線を描いて増える訳ではない。

　人間も同じだ。体重が増える程には表面積は増えない。つまりはそれだけ放熱する部分が不足がちになる訳で……体重が増えれば増えるだけ全身に蓄熱される量は増える。

「……梨り緒お」

　紅ぐ蓮れんは横目で少女を睨にらんで言った。

　御み杖つえ代しろ梨緒。

　表向きは紅蓮の許嫁いいなずけ――という事になっている少女だ。

　しかも紅蓮のマンションに寝泊まりして同じ高校に通っている。つまりは世間的に言う処ところの『同どう棲せい』相手である。実際は――紅蓮達の互いに対する認識は、外面的状況から推測されるのとは随分異なるのだが。

「なんで俺おれの体重を、お前が知ってるんだよ」

「風ふ呂ろ場ばの体重計には、記録機能が在ります」

　平然と梨緒は言った。

「体脂肪率や体重の推移から、個人を特定して記録していきます。気付いていませんでしたか？　メモリー１番で紅蓮の体重の折れ線グラフが出ますよ」

「ちょ……マジかよ？」

　唸うなる様な声で言う紅蓮。

　梨緒の言う体重計は元々紅蓮のマンションに在ったもの――つまりは紅蓮が自分で買ったものなのだが、彼は単に目に付いたセール品を買ってきただけなので、そんな細かな付随機能についてはまるで気にしていなかった――というか存在そのものを知らなかったのだ。取扱説明書も何ど処こに行ったか分からない体たらくである。

　ちなみに……紅蓮の体重が増えた、というのは別に不摂生で太ったという訳ではない。

　実は逆だ。

　不摂生な生活をしても体重そのものは変わらないので、安心していたら、筋肉が落ちて代わりに脂肪がついていた――などという話があるが、紅蓮の場合は脂肪が落ちて、その重量以上に筋肉が増えている状態だ。

「紅蓮はもう少し自分の身の周りに在るものについて、気を配るべきだと思います」

　と梨緒は澄ました顔で言う。

「お前が言うか……」

「……どういう意味ですか？」

「いきなり転校してきて婚約者宣言とかする奴やつが、周りを見ろとか――腹筋よじれるわ。つか、お前はお前で、もう少し空気読めよ!?」

　この梨緒という少女は――少々一般的な価値観とは違う世界で育ってきた為に、妙な処で間が抜けているというか、通常の十代とは『恥ずかしい』と感じる部分ポイントが異なっていたりする。

「……その点に関しては確かに失態でした」

　驚いた事に、梨緒は素直に頷うなずいてきた。

「不必要に周囲の注目を浴びることになりましたし、教員の方々にも『少しは風紀というものを考えてくれ』とお叱しかりを受ける事になりました」

　紅ぐ蓮れんと梨り緒おが一緒に住んでいるのは、当然、生徒名簿の住所欄から明らかだ。

　でもって婚約者同士――親も公認という若い男女が一緒に住んでいるとなると、当然に、予想される幾つかの出来事がある訳で。

「先生も困ったろうな……」

　うんざりした口調で呟つぶやく紅蓮。

　梨緒は基本的に優等生である。座学系も実技系も成績は全すべて優秀、全ての教科で平均以上、素行にも――少なくとも学校で把握出来ている範囲内では――何ら問題が無い。

　しかも紅蓮と梨緒は『保護者同士が決めた婚約者』という形になっている為、一緒に住んでいる事も――そして場合によっては肉体関係を持っていたとしても、問題視しにくいのである。

　だがその一方で、学級内にそういう男女が居たりすると、教師としても風紀指導をしにくくなるのは当然の事だ。先の『少しは風紀というものを云うん々ぬん』は、叱ったというより、懇願の類たぐいだろう。

「間違っても笹ささ原はらさんと修羅場になったりしないでくれ――とも言われましたが」

「ああもう……教師連中まで誤解しっぱなしか！」

　紅蓮は顔をしかめて呻うめいた。

「琴こと音ね、お前も――」

　と……言いかけて。

「…………」

　紅蓮は眉まゆを顰ひそめて口をつぐんだ。

　梨緒とは反対側――間に紅蓮を挟む様にして歩いている少女が一人。

　長い髪は同じだが、こちらは梨緒とは色々な意味で正反対だった。

　綺き麗れいな少女だ。とても可愛かわいらしい顔立ちをしている。

　だが積極的に人目を引く様な容よう貌ぼうではない。

　全体的に――地味な雰囲気が強いのだ。

　それが顔の真ん中を横切る大きな眼鏡めがねのせいなのか、それともその奥の大人しそうな双そう眸ぼうのせいなのかは、あるいは全体的に童顔気味であるせいなのか――は分からない。ただ全体的に華やかさに欠けて、印象が薄いのだ。

　同じく派手さは無いものの、何ど処こか鋭い雰囲気を備えた梨緒の方が、遥はるかに見る者の印象に残り易やすい。

「……琴音」

「え？　――あ。はい。な、なに？」

　慌てた様にその少女は、顔を上げて左右を見回した。

　笹ささ原はら琴こと音ね……紅ぐ蓮れんの幼おさな馴な染じみである。

　いつも紅蓮と一緒に登下校する上、互いに名前で呼び合うためによく誤解を受けるのだが……これは別に紅蓮と琴音が彼氏彼女の関係だから、ではない。元々紅蓮は笹原家に居候いそうろうをしていた時期があり、妹の鈴すず音ねや、彼かの女じよ等らの両親を区別して呼ぶ為に、姓ではなく名を使って呼ぶのが習慣化しているだけの事だ。

「どうしたんだ、お前？」

「え？　なにが？　なに？」

　露骨に動揺した様子で、眼めを瞬しばたたかせる琴音。

　元々気が弱く、ぼんやりした処ところのある少女なのは確かだが……何な故ぜか、今の彼女は過剰とも言える反応を示している。まるで逃走中の犯罪者が警官に職務質問で声を掛けられたかの様に、おどおどしているのだ。

「最近、変だぞ？」

「へ……変、かな。そうかな」

　琴音は首を傾かしげて――梨り緒おを振り返った。

「み……御み杖つえ代しろさんにも、そう、見える？」

「どうでしょうか。私は笹原さんとお会いして未まだ半年にもなりませんから、変化があったとしても、どちらが本来の笹ささ原はらさんか分かりません」



    

  
    
      



    

  
    
      「そういう話じゃねえだろ」

　と紅ぐ蓮れんは溜ため息いきをつく。

「俺おれの言う『変』っていうのは標準的というか平均的というか、そういうのとの比較で」

「わ……私は……」

　琴こと音ねは笑顔を取り繕って――それが紅蓮の眼めにも分かる程にぎこちなく――言った。

「……確かに……御み杖つえ代しろさんみたいな……何でも出来る人じゃない……けど……」

「あ？　何の話だよ」

　眉まゆを顰ひそめる紅蓮。

　どうして此こ処こで、梨り緒おとの比較が出てくるのかが分からない。

　ちなみに成績という意味では、琴音も間違い無く優等生の部類だ。運動系は苦手、家庭科も料理だけは駄目だが、それ以外は文句の付けようが無い。

「……でも……それって変……なのかな……紅蓮は……変だと……嫌？」

　どんどん俯うつむいていってしまう琴音。

　明らかに様子がおかしい。

　何か、鬱うつっぽい感じだった。

　だが――

「おい。琴音。本当にお前――」

「……ごめんね」

　ふっと――何かが切り替わったかの様に、顔を上げて微笑ほほえむ琴音。

　まるで憑つき物ものが落ちたかの如ごとき変わり様である。

「心配掛けちゃった？　何でもないよ。何でもないの」

　にっこりと笑って琴音は言った。

　確かに先程までの仄ほの暗ぐらい雰囲気は払ふつ拭しよくされている。

「それなら、いいけど……な」

　紅蓮は曖あい昧まいに頷うなずく。

「じゃあ……私は此処で」

　琴音はそう言って踵きびすを返す。

　見れば三人はもう紅蓮の住むマンションが見える通りにまで来ていた。

「また明日ね、紅蓮」

「あ……ああ」

　改めて微笑みかけてくる琴音に、やはり戸惑い気味の頷きを返す紅蓮。

　幼おさな馴な染じみの少女は早足で――まるで逃げるかの様に――紅蓮達の側そばを離れていった。

「あいつ――」

　いつもなら、マンションの側そばにまで琴こと音ねはついてくる。少なくとも以前ならそうだった。梨り緒おが紅ぐ蓮れんのマンションに来てからも、しばらくはそうしていた筈はずだ。

　いつから琴音は紅蓮のマンションに寄りつかなくなっただろうか？

　ちなみに琴音が真まっ直すぐ家に帰る場合は、もっと早い段階で違う道を辿たどる事になる。

　中途半端だ。

　紅蓮のマンションに寄るのを止やめたのなら、此こ処こまでついてくる必要も無いのだから。

「本当にどうしたんだ……」

「付き合いの長い紅蓮に分からないのなら、私には分かりませんが」

　梨緒は、遠ざかる琴音の後ろ姿を見送りながら言った。

「彼女が紅蓮のマンションまで同行しなくなったのは、工く藤どうさんの一件の直後からだと思います」

「……あれか」

　紅蓮は苦い想おもいを噛かみ締しめながら言った。

　工藤好よし恵えとその息子――浩こう介すけ。

　琴音がしばらく入院していた際、同じ病室に入っていた初老の女性と、その息子だ。

　あれは何ど処こまでも後味の悪い事件だった。

「まさかあの事件について、琴音に何かばれたのか？　あるいは俺おれの――」

「その可能性は無いとは思います」

　梨緒は首を振る。

「ただ時期的に重なるというだけで、何の関連も無いのかもしれません」

「……それは、そうだな」

　確かに梨緒の言う通りだ。

　紅蓮は琴音の姿が曲がり角を曲がって消えるまで見送り――短く溜ため息いきをつくと、梨緒と共にマンションへ向かって歩き出した。



　　　



　情けない――と自らに対して思う。

　まるで逃げるようにあの場を去ってしまった。

　いや。実際に逃げたのだ。いたたまれなくなって、逃げてきたのだ。

　勿もち論ろんそれは、紅蓮に『変だ』と言われたからではない。

　それ以前から、きっと自分は逃げ出す機会を窺うかがっていた様に想う。以前と変わらぬ登下校の筈で――そこにただ梨緒が増えただけだというのに、どんどん自分がそこに居てはいけない様な気持ちになってくる。



『もう少し空気読めよ!?』



　そんな紅ぐ蓮れんの言葉が、まるで自分に向けられたものであるかの様に感じる。

　いや。実際にそうだったのではないか？

　もっと気を遣って自分と梨り緒おを二人っきりにしてくれと――紅蓮は言ったのではないだろうか。いい加減、邪魔者になっている自分に気付いて何ど処こかに行けと。

　一端、疑念を抱くと、それが際限なく膨れ上がっていく。

「私……」

　御み杖つえ代しろ梨緒。

　紅蓮の――婚約者。

　そんな話、紅蓮と家族同然に暮らしてきた自分が、全く知らなかった。

　紅蓮は、教えてくれなかった。

　信用されていなかったのだろうか。

　いや。それは当然だ――紅蓮は本来、琴こと音ねの事を嫌い、憎んでいる筈はずだから。自分の両親を殺した琴音を、許してなどいない筈だから。普段、仲良く振る舞ってくれているのは、単に紅蓮が優しいからなだけで――

　だがその優しさは……もう琴音だけに向けられるものではない。

　唐突に顕あらわれた、紅蓮の許嫁いいなずけ。

　多少無愛想な印象はあるが、何処からどう見ても完かん璧ぺきで、太刀打ちなど出来ない少女。紅蓮を幸せにするという意味ならば、琴音は彼女の存在を歓迎すべきだろう。

　…………太刀打ち？

　どうして自分が梨緒と競う意味がある？

　どうしてそんな言葉が脳裏を過よぎる？

「私は――」

　罪を償わねばならなかった。

　裁かれる事の無かった罪を、きちんと片付けたかった。そうしなければ自分は――そして紅蓮も、あの幼い日から一歩も前に進めないのだと思っていた。

　だが紅蓮には梨緒が居て。

　彼は梨緒が居れば、もう孤独ではなくて。

　ならば――償いの日々ももう終わる。

　自由になる。なれるのだ。

「…………」

　それは誰だれの事か？

　琴こと音ねの事か？

　それとも――



『君は少し、神かん薙なぎ君離れをするべきじゃないかな？』



　学校の先輩――明あか月つきに言われた言葉が脳裏を過よぎる。

　分からない。

　依存していたのは誰だれだ。

　束縛していたのは誰だ。

「私は…………」

　家路をとぼとぼと辿たどりながら、琴音は血が出る程に強く唇を噛かんだ。



　　　



　俗に言う『同どう棲せい生活』が始まってから、そろそろ三ヶか月げつになる。

　当初は三日と続かないと考えていた紅ぐ蓮れんだが、意外とそう大きな揉もめ事ごとに至るでもなく梨り緒おとの暮らしは続いていた。

　当初は一人暮らしの癖が抜けずに、風ふ呂ろだのトイレだのでかなり危うい場面も在ったりしたが――何しろ一人暮らしの場合は、トイレに入っても鍵かぎを掛けるという事が無い――一ヶ月を経過する頃ころには、むしろ紅蓮は笹ささ原はら家での生活を想おもい出だして、何とか他人との同居生活に折り合いをつけられる様になっていた。

「――しかし」

　夕食を終えて風呂に入り――出てくると梨緒が柔軟体操をしている処ところだった。

　一人暮らしには比較的広めのマンションだが、さすがに部屋数そのものは多くない。リヴィングを中心とした構造になっている為、そこに相手が居れば嫌でも目に付く。

「もうちょっとお前も考えろ」

「……何をでしょうか」

　と答えつつも――息すら殆ほとんど乱さず梨緒は両脚を開いて上半身を床にぺたりと付ける。

　服を着けているとはいえ、目の前で少女が大開脚したり、その胸が床で潰つぶれる様を見せつけられると、さすがに妙な想像が脳裏を巡る。

　まして梨緒は『紅蓮が欲情して襲ってきても受け入れる準備がある』などと言っているので、余計に変な処に妄想がとびやすい。

　なんだかんだ言っても紅蓮も十代の少年である。

　他人への好悪とは別の部分で、異性の身体からだに反応してしまう部分もある訳で。

「わざとやってんじゃねえだろうな」

「ですから、何がでしょうか？」

「だから……いや、いい」

　お前を見ているとムラムラする――とは二重の意味で言えない。

　梨り緒おに対してそんな事を言うのは、何だか『負けた』様な気がして悔しいし、それこそ『お家』の命令でこの場に居る梨緒は、本気で『分かりました』と言ってその場で服を脱ぎかねない。いくら性欲を持て余し気味の十代男子とはいえ、それを役得とばかりに享受出来る様な無節操さは、紅ぐ蓮れんには無かった。

「烏龍茶ウーロンチヤ、飲むか？」

　キッチンに入って冷蔵庫を開けながら尋ねる。

「それともお前も風ふ呂ろから上がって飲むか？」

　梨緒は柔軟が終わると、次に風呂に入るのが常だ。

　もっとも――どういう理屈なのか、この少女は柔軟や筋トレの後も汗一つかいていない事が多いのだが。紅蓮の様に筋力増量や基礎体力強化の為ではなく、肉体バランスの維持を目的にしているからなのかもしれない。

「いえ。今いただきます」

　一区切りついたのか、立ち上がって梨緒はそう答えてきた。



    

  
    
      



    

  
    
      　二つのコップに作り置きの烏龍茶ウーロンチヤを入れて、リヴィングのローテーブルに持っていく。

「……ここしばらくは平和だな」

　梨り緒おにコップを手渡しながら紅ぐ蓮れんは言った。

　軽く頭を下げて感謝の意を示してから、梨緒はコップを受け取る。こういう所は一緒に住み始めた時から全く変化しない――この少女の、頑固な位に律儀な点だ。

　逆に言えば、当初と比べると変わってきた点も少なくない。

　最も顕けん著ちよなのは、口数が増え、紅蓮と話をする時間も増えてきたという点だろうか。最初の数日は気まずい沈黙の時間を持て余す様な状態だったが、今は、雑談もそれなりにする様になった。恐らくは同じ学校に通う事で共通の話題も増えたからだろうが。

「実の処ところ――ヤドリギの発生パターンを長期的に分析すると、この二ヶか月げつ余りの方が平均値よりもかなり高い数値になっていました」

「……そうなのか？」

「はい。ですから今の状態の方が本来の事件発生頻度、と見る事も出来ます」

「そういうもんか……」

　ヤドリギ。

　それは人間の精神に寄生し、数日の内にこれを完全に乗っ取る怪物……と言われている。

　断言を避けるのは、この怪物について分かっている事はあまりに少なく、混乱を避ける為に、その存在は社会的には秘密になっているからだ。当然、専門に研究する人間は限られてしまい、諸もろ々もろの分析は遅々として進まないのが現状である。

　ヤドリギに取とり憑つかれた人間は、怪物化する。

　自身を維持する為に人間を補食する『人喰ぐい』となり、それを確実に実行する為の圧倒的な膂りよ力りよくと、銃弾で撃たれようが刀剣で切られようが平然と再生する生命力と、そして条理常識を嘲あざ笑わらうかの様な特殊能力を手に入れるのだ。

　勿もち論ろん普通の人間が一対一で敵かなう相手ではない。

　相手はいわば人間の天敵なのだ。虎とらに兎うさぎが勝つ事は万に一つも無いのと同じく……運や努力ではどうにもならない、絶対的な弱肉強食の関係があるからこその天敵である。

　だが……だからといって、人間も黙って喰われている程に諦あきらめは良くない。

　一対一が駄目ならば、多対一でこれを滅ぼせば良い――そう考えた者達が居た。

　旧ふるくは平安時代の陰おん陽みよう寮りように端を発すると言われる、この鬼おに猟かり専門の非公然集団を、関係者達は〈御み火か槌づち〉と呼んだ。

　そして――梨緒はこのヤドリギ封殺機関〈ミカヅチ〉の人間で。

　紅蓮は、その〈ミカヅチ〉関係者だった父が人体実験の果てに造り上げた、呪じゆ術じゆつ的改造人間『修しゆ羅ら奇き兵へい』だ。

　現在、単体でヤドリギと互角以上に渡り合えるのは、神かん薙なぎ式しき修しゆ羅ら奇き兵へい・紅蓮だけである。

　だが既に紅ぐ蓮れんの両親は死亡しており、紅蓮自身も自分の身体からだにどんな改造が施されたのかの知識は無い。この為に、紅蓮は生きた貴重な資料としてミカヅチに監視される身の上であり――その監視役こそが梨り緒おだった。

「安心しましたか？」

「少しな」

　梨緒の問いに紅蓮は頷うなずいた。

「ですがヤドリギがもう二度と発生しないという事ではありません。再び先月、先々月の様な発生頻度に――あるいはそれを上回る頻度になる場合もあり得ます」

「分かってるよ」

　紅蓮は烏龍茶ウーロンチヤを一気に飲み干してから言った。

「だが、何であれ……人が死なないのがいい」

　ヤドリギに取とり憑つかれた人間を助ける術すべは無い。

　そしてヤドリギ事件は大抵――憑かれた本人も含めて、少なくとも数名、多ければ数十名の犠牲者を出す。怪け我が人にんなどという半端な被害者は先まず出ない。襲われればまず間違い無く喰くわれて死ぬ。それがヤドリギだ。

　それは紅蓮自身には何の責任も関係も無い死者ではあるが、それでも、基本的にミカヅチの仕事が『手遅れ』の部分から始まる以上、ミカヅチ関係者が暇である事は、喜ばしい事だと紅蓮は思う。

「…………」

　紅蓮の言葉に梨緒は――不思議そうに眼めを瞬しばたたかせた。

　目め敏ざとく彼女の様子に気付いて、紅蓮は眼を眇すがめる。

「な……何だよ？」

　自分でも少し青臭い事を言ったという自覚はあった。

　幼い頃ころから人が死ぬのが当たり前の世界に居た梨緒に、自分の言葉はひどく幼稚に聞こえるのではないかとも思ったのだ。

　だが――

「いえ。良い事だと思います」

　少し眼を伏せて梨緒は言った。

「すみません――そういう感覚を少し忘れかけていました」

「…………」

　紅蓮は言葉に詰まる。

　梨緒は生まれた時から〈ミカヅチ〉の関係者だ。

　厳密に言えば紅蓮も同じだが、何年か普通の家庭で暮らしてきた紅蓮と異なり、彼女は常に『鬼と戦う組織』の中に居た。常つね日ひ頃ごろから受ける圧迫感プレツシヤーは並ではなかっただろう。

　それこそ、尋常の感性を磨すり減へらしてしまう程に。

　そして〈ミカヅチ〉の狩人かりゆうどは、そうでなければやっていられない――その事について紅ぐ蓮れんは朧おぼろ気げながらも理解していた。心を半ば麻ま痺ひさせて作業に徹する、仕事に徹する、その事でようやく正気を保っていられるという場合も在るのだと。

　最初は、全く価値観の違う、宇宙人の様な存在に梨り緒お達が見えた。

　だが今は――少なくとも梨緒に関しては、自分達と何ら変わりない部分を持っているのだという事が分かる。

「……そういえば」

〈ミカヅチ〉関係者の価値観――という点について、ふとある事を紅蓮は想おもい出だした。

「例のあの、御み杖つえ代しろ式しき修しゆ羅ら奇き兵へいの、話な。お前――どうする積もりなんだ？」

　ミカヅチには幾つかの支配的な家門がある。

　内部ではミカヅチ六家と言われる中でも、梨緒は、呪じゆ術じゆつ研究に秀でた御杖代家の出である。そして御杖代家は、紅蓮の存在に触発されて、中断していた修羅奇兵の開発を強引に再開した。

　その結果……神かん薙なぎ式しき修羅奇兵には及ばないものの、従来の兵士よりも遥はるかに強力な呪術改造人間の術式をごく短期間で完成させたのである。

　これが御杖代式修羅奇兵だ。

　御杖代家家長代行・御杖代雪ゆき緒おは、妹である梨緒に対して――梨緒が望めば、御杖代式修羅奇兵になる『栄誉』を与えると告げてきた。元々、御杖代の家に生まれながら、呪術能力に大きな欠落を抱えた梨緒が、家の役に立てる良い機会なのだと。

　しかし――

「やめとけよ」

　梨緒の答えを待たずに紅蓮はそう言った。

「紅蓮……」

　雪緒がその話を持ってきた際にも梨緒と話し合い、実験台に志願しないように言った。

『お家の為に』という理由で、親が子供を実験に使うという真ま似ねが許せなかったのだ。

　紅蓮自身が同様の理由で両親から人体実験されてきたからである。紅蓮の前にも何人かの兄や姉が居た筈はずだが、彼等らは、生き残る事が出来なかった。紅蓮もあの火事が無ければ、実験の末に死んで――殺されていたかもしれない。

　だが……今は、それだけの理由でもない。

「色々偉そうな事も言ったけどな」

　紅蓮は溜ため息いきをついて言った。

「なんか……嫌なんだよ。見たくないんだよ、俺おれの知り合いや友達がそういう、『人間やめる』様なんてのをさ」

　そんな経験は一度で充分だ。

　杉すぎ崎さき由ゆ奈な。

　紅ぐ蓮れんの――心の奥底に突き刺さる小さな棘とげ。

「…………」

　梨り緒おはしばし紅蓮を静かに見つめていたが……

「紅蓮」

「なんだよ」

「その話は、実はもう半月以上前に終わっています」

　淡々とした口調で梨緒は言った。

「私が志願しないので、別の者が志願して御み杖つえ代しろ式しき修しゆ羅ら奇き兵へいの第一号になったという話が、姉から来ています」

「…………って」

　紅蓮は眼めを丸くして言った。

「聞いてねえよ！」

「はい。言ってませんでした」

「ちょっ…………言えよお前は!?　俺おれがこの一ヶか月げつ、どれだけ心――」

　そこで紅蓮は言葉に詰まった。

　さすがに心配していた、とは言えない。

「すみません。紅蓮が、そんなに気に掛けてくれていたとは思いませんでした」

「気には――いやまあ、その」

　紅蓮は頬ほおを掻かきながら眼を逸そらす。

「してないこともない……んだが……」

「紅蓮」

「だから何だよ!?」

「有り難うございます」

　梨緒は小さく、しかしはっきりと頭を下げてきた。

　本当にこういう処ところは――梨緒は変に素直で折り目正しい。

「…………」

　紅蓮は居心地の悪さを感じて、身じろぎする。

　こちらの内心を知ってか知らずにか、梨緒は立ち上がって言った。

「お風ふ呂ろ。いただきます」

「あ……ああ」

　紅蓮は頷うなずく。

　梨緒は烏龍茶ウーロンチヤのコップを一いつ旦たん、キッチンに出してから、脱衣所の方へと歩いて行った。



　　　



　ミカヅチ――本部ビル。

　その目的の性質上、秘密組織であるミカヅチは、東京都内に幾つもの拠点を散在させている。組織が管理している物件も在れば、各構成員が個人的に所有している物件も少なくない。その全すべてがいわばミカヅチの『基地』である訳だが、さすがに関係各者が一同に会する事が出来る場所となると、この本部ビルをおいて他は無い。

　外見的には……いや基本構造も、一般的なビルと大差は無い。

　ただし超法規的秘密組織の所有する物件らしく、非常時に自動閉鎖される隔壁は通常のものの倍以上の分厚さと強度を持ち、そして軍事基地並の警備装置が設置されている。

　その本部ビルの地下――三階。

　公的な設計図面には存在しない筈はずのその階層には、厳重な防音設備を施した射撃訓練場と、武器庫が置かれている。

「どうだ。調子は？」

「悪うないですね」

　その――射撃訓練場の片隅。

　そこで二人のミカヅチ構成員が顔を合わせていた。

　一人は長い髪の男である。

　細身だが女性的な印象は無く、むしろ無骨というか、野武士の如ごとき荒削りな雰囲気が強い。年齢は不詳……というか、若者ではないが老人でもない。容姿からすれば中年か壮年になるのだろうが、具体的な数字としての年齢がひどく推し量りにくいのである。

　男の名は迫さこ水みず純じゆん一いち。

　ミカヅチ物理戦闘部隊〈破は組ぐみ〉の長である。

　そして――もう一人も男だった。

　ただし、こちらの印象は一言で言えば『胡う乱ろん』である。

　四角い顔に無ぶ精しよう髭ひげを生やし、その双そう眸ぼうは丸レンズのサングラスが覆おおい隠している。着ているものが黒いジーンズに白い革のジャケット、指輪や腕輪といった銀のアクセサリ、ジャケットの下はカンフーシャツ……ここまで怪しいと一種の仮装扮ふん装そうに見えてくる。

　名は逆さか木き慎しん一いち郎ろう。

　ミカヅチ諜ちよう報ほう部隊〈索さく組ぐみ〉の一人だ。

　逆木は右手に一いつ挺ちようの銃を持っていた。

　ベレッタＰＸ―４〈ストーム〉45口径。

　逆木が以前から愛用してきたベレッタ社のＭ８０４５〈クーガー〉――その後継機種とされている自動拳けん銃じゆうだ。ロータリー・バレルと呼ばれる独特の作動方式を採用している点は〈クーガー〉と同じだが、新世代らしくフレームが全すべて強化樹脂で造られている。

　ミカヅチで使用する銃は基本的に全て呪じゆ化かライフリング処理済みの特殊仕様だ。

　装備課――〈装そう組ぐみ〉の野の神がみが仕上げたばかりの、この銃を逆さか木きは試射しているのである。

「樹脂フレーム、意外に悪ないいうか。握り具合は大差無いけど、撃ち具合はややマイルドっちゅー感じで。まあレールにライト填はめられるんが一番大きいですけど」

　少し怪しい感じの大阪弁で逆木は言った。

「ＳＷＡＴじゃあるめえし、いらねえだろ？」

　迫さこ水みずは苦笑を浮かべて言う。

「まあ、滅めつ多たに使わへんのですがね。在るに越したこたないですわな」

「そういってゴテゴテ装備増やすと身動きとれなくなるぜ」

「……肝に銘じておきます」

　言って逆木は〈ストーム〉をホルスターに戻す。

「銃を換えたのはここしばらく暇だからか？」

「まあそれもありますな」

　装備転換は、どうしても慣れる為の時間が――新しい装備への習熟期間が当然、必要になる。慣れない武器を持ち出して生き抜ける程、ミカヅチの職務は甘くない。

「ただ、正直言って、今の内に備えておかんと、という意識もあります」

「……嵐あらしの前の静けさだと？」

「私はそう思うとりますけどね。あくまで勘ですが」

　この二ヶか月げつほど……ヤドリギ事件らしきものは報告されていない。

　誤報も含めて完全に零なのだ。

　この平穏を歓迎する向きもミカヅチ内部にはある。三ヶ月前は立て続けに二件のヤドリギ事件が報告されており、それ以前もヤドリギ事件は増加する傾向にあった。この為にミカヅチ内部では装備の変更、体制の変更も含め、何らかの対処をすべきという意見が主流を占めつつある。

　だがここにきて、事件の発生頻度が下がった。

　これが一時的なものか、恒常的なものかはさておき、今の内に破は綻たん寸前だった体制を建て直すべきだという意見が多いのである。

　だが……

「偶然によるものならええのですけども」

「意図的なものだと？」

「相手もまた組織である可能性が高い訳ですから」

　ヤドリギが集団化――組織化しているのではないか、という推測はここしばらくミカヅチ内で何度も議論されてきた。ミカヅチが狩り逃がした個体が、生き延びて、組織力を身に付けているのではないかと。

「まあ、組織化したからつって、ヤドリギの発生率そのものまでコントロール出来るかどうか疑問ですがね、我々より何らかの手段で早めに見つけて、『保護』しちまう事で、存在そのものを隠いん蔽ぺいする事は出来るかもしれませんわな。なんせ、連中――第三段階とかに達すると特殊能力まで使いますしね。中にはこう、裏技っぽく他のヤドリギに言う事聞かせる様な能力もあるかもしれない」

「……なるほどな」

　迫さこ水みずは腕を組んで唸うなる。

「まあ油断はせえへんほうが、ええんとちゃいますかね」

「勿もち論ろん、油断をする積もりはねえがな。そういえば――」

　ふと迫水は頭上を振り仰いで言った。

「御み杖つえ代しろ式しき修しゆ羅ら奇き兵へいの実験体になった連中が、御杖代の屋敷からこっちに来てるそうだな。御披露目ってか」

「未まだ実戦経験のない連中ですがね」

　と逆さか木きは苦笑する。

「仕様書は俺おれも読みました。紅ぐ蓮れんには及ばへんけど、かなりのもんの様で」

「仕様書通り物事が進めば誰だれも苦労しねえけどな」

「迫水さんは御杖代式修羅奇兵に否定的で？」

「どうにもな。この辺は感覚的なもんだが――」

　迫水は顎あごを指先でさすりながら首を傾かしげる。

「毒を以もつて毒を制す、ってのはアリだけどよ。毒だけに使いどころが難しいってのは自覚しておく必要があるってーか……上う手まく言えねえんだが」

「なるほど」

「いずれにせよ」

　迫水はポケットから煙草たばこを取り出してくわえる。

　ただし火は付けない。射撃場は禁煙だ。不完全燃焼で残った火薬滓かすが、埃ほこりと一緒に部屋の隅に固まっている場合も在るからである。

「連中がどれだけ役に立つかは、いざ、現場に出て見ねえと分からねえよ」

　迫水は肩を竦すくめて言った。



　　　



　朝だというのに、どんよりと曇って薄暗い空だった。

　寝床から出る事にも思い切りが要る季節だ。空まで暗いと、厚着をしていても何だか気分が滅め入いってくる。だが学生の身では――いや社会人も同じだが――それを理由に家に引きこもる訳にもいくまい。

　今日も今日とて――琴こと音ねは紅ぐ蓮れん達と一緒に登校していた。

「…………」

　気が重い。胸が苦しい。

　心の奥底で、この現状に対する拒否感の様なものが日増しに大きくなっているのには気付いていた。気付いていたが――今の琴音にはどうにもならない。迂う闊かつにこの『習慣』を変えようものなら、紅蓮はまた『どうしたのか？』と尋ねてくるだろう。

　それに何と答えれば良いのか。

『何となく梨り緒おの存在が気にくわないので何とかしてくれ』とでも言うのか？

　紅蓮に対して罪を償わねばならない立場の分際で、そんな身勝手な事を要求して許される筈はずが無い。たとえ紅蓮が許しても自分が許さない。

　何より梨緒は、琴音の目から見ても非の打ち所の無い少女だ。

　だからこそ自分が梨緒に対する反感を露あらわにすると――それは誰だれの目から見ても嫉しつ妬とにしか見えまい。

　自分の中に芽生えている、そして急速に大きくなりつつある、この仄ほの暗ぐらい感情の正体を琴音はまだはっきりと理解出来ずに居る。だがそれが人間として、女性として、劣る自分からの、梨緒への嫉妬だとすれば……それは傍はた目めにはひどく醜く、卑しく映る事だろう。

「……だからそれは……」

「……しかし紅蓮は……」

　相変わらず、紅蓮と梨緒は登下校中も仲良く会話している。

　本人達にそう言えば――特に紅蓮などは『何ど処こが？』と呆あきれ顔がおで否定してくるだろうが、二人の会話の密度が増えてきているのは事実だ。当初は必要最低限、という会話をしているだけだった紅蓮と梨緒は、最近は、他た愛あいも無い学校の話題で話をしている事も多い。

　そしてそれは――紅蓮と、他愛も無い雑談をするのは、本来、琴音の役目だった。

　だが、現実問題として、紅蓮と一緒に住んでいる梨緒の方が、話の種の持ち合わせは多くなってしまう。勢い――琴音は一歩引いて紅蓮と梨緒の会話を聞くだけの立場になってしまうのだった。

　以前は何という事も無く出来た会話。

　それが今は――ひどく難しい。

　迂闊な事を言って、また梨緒との違いを見せつけられてしまうのではないか。

　浅せん慮りよな事を言って、また梨緒とは大違いだと呆れられてしまうのではないか。

　そんな風に思って、どんどん口数が少なくなっていく。

　梨り緒おと紅ぐ蓮れんが仲が良い事については、本来喜ぶべき事なのだ。

　頭では分かっている。

　分かっているのに――

「――琴こと音ね」

「…………」

「おい。琴音！」

「え？　あ、は、はい。ごめんなさい」

　慌てて顔を上げる琴音。

「ぼーっとしてると、電柱にぶつかるぞ」

「ふぇっ!?」

　すぐ眼めの前に――紅蓮の言う通り電柱がある事に気付いて、思わず立ち止まる琴音。後、一秒でも気付くのが遅れていたら、そのまま顔面から電柱に衝突していた事だろう。

「あ……えと。ご、ごめんね、ちょっと、考え事」

「なんか悩みでもあんのか？」

　と紅蓮が気遣わしそうに顔を覗のぞき込こんでくる。

「えっ……それは、その」

　慌てて琴音は何か適当な言い訳を考えるが……咄とつ嗟さには出てこない。コツコツと積み上げる様な種類の勉強は強い琴音だが、その場で口から出任せをぽんぽんと思いつく様な器用さは無いのだ。

「色々……その……色々と」

「…………」

　紅蓮は眉まゆを顰ひそめて、琴音を見つめている。

　心配してくれているのだ……と思うと嬉うれしい。

　だが本当の事を言う訳にいかないので苦しい。

　そんな風に、琴音が奇妙な感情の板挟みに喘あえいでいると――

「――紅蓮」

　ふと梨緒が声を掛けてくる。

　発作的に、琴音は梨緒に対する反感が膨れ上がるのを感じていた。

　今、紅蓮は自分の事を気に掛けてくれているのに。

　どうしてそれを引ひき剥はがす様な真ま似ねをするのか――

「先に笹ささ原はらさんと登校していてください」

「……あ？　なんだよそれ」

「ちょっと所用が出来ました」

　手短にそう言い残すと、梨緒は曲がり角を曲がって――無論、学校とは別方向だ――すたすたと歩み去ってしまった。

「…………」

　唖あ然ぜんとした様子でこれを見送る琴こと音ねと紅ぐ蓮れん。

（そ……そんな筈はず……ないよね）

　まさか自分の梨り緒おに対する反感が見透かされたのか？

　梨緒がこちらを気遣って敢あえて離れてくれたのか？

　いや。そんな筈は無いだろう。

「あ、あの、ぐ、紅蓮……？」

「あいつ――」

　紅蓮は、しかし、もう琴音の方を見てはいなかった。

　梨緒が立ち去った方向を、何か険しい表情で見つめている。

　数秒ばかり――何か考え込んでいる様子だったが、やがて彼は小さく舌打ちすると、琴音を振り返ってこう言った。

「琴音。先に行っててくれ」

「え？　が――学校は？」

　自分でも間の抜けた事を言っているな、という自覚は在ったが、ついそんな事を聞いてしまう琴音。紅蓮はしかしもう、梨緒の消えた方向へと歩き出していた。

「俺おれも急用だ。間に合いそうなら後から行く――多分」

　そう言い残し、紅蓮は小走りになって梨緒の後を追った。

　ぽつんと独り通学路に残される琴音。

　しばし彼女はぼんやりと紅蓮の去った方を見つめていたが……

「…………」

　唇を噛かんで俯うつむく。

　これはつまり二人揃そろってサボリというか……エスケープという奴やつなのか。

　だがそれなら、途中まで一緒に登校するなどという真ま似ねをしなければ良いではないか。こんな、二人して連れ立って――琴音に見せつける様な真似をして何の意味があるのか。

「…………紅蓮」

　追うか。追わずに登校するか。

　一分近く迷ってから……結局琴音は、登校する事にした。

　今から追ってどうなるというのか。

　二人揃って何ど処こかに行くのを、後ろからストーカーの様に見つめるのか。

　その事に何の意味が……？

「…………」

　琴音は何かに耐える様に、ぎゅっと鞄かばんの持ち手を握り締めると――独りで通学路を歩き始めた。



　　　



　何か胸騒ぎがする。

　紅ぐ蓮れんは足早に梨り緒おの後を追った。

　良くも悪くも、彼女は無意味な行動はしない。表向きあくまで一学生として振る舞っている以上、周囲から眼めをつけられる様な行為――サボリの類たぐいを、気分や思いつきでしたりはしない。というより、そういう自分勝手で場当たり的な行動を梨緒は性格的に出来ない。

　つまり、彼女がわざわざ紅蓮達から離れたのは、理由がある筈はずだ。

（ヤドリギが出たとかか？）

　梨緒の特異な行動は、基本的に〈ミカヅチ〉構成員としてのものと考えて間違い無い。

　となると、やはりヤドリギに絡んだ何かを発見したのだろうか。

　だがそれならば――紅蓮を置いていく意味が無い。どれだけ優秀な兵士であろうと、梨緒一人ではヤドリギに対処する事は出来ない。かといって単に迫さこ水みずや逆さか木きに連絡をとるだけなら、メールでも済むから、やはり離れる意味が無い。

「なんなんだ、まったく」

　紅蓮は呟つぶやきながら梨緒の後を追う。

　幸い――彼女の背中は、すぐに捉とらえる事が出来た。ただ、真まっ直すぐの道を歩いているというだけで、距離にすれば五十メートル近い開きが出来てしまっている。

「くそ。脚速ぇな」

　呟きながら紅蓮は走り出そうとして――そこで気付いた。

　梨緒の斜め前に……一匹の猫が居る。

　見た目は、何という事も無い普通の三毛猫だ。野良猫の類なのか、それとも何ど処こかの飼い猫なのかは分からないが……何な故ぜか、塀の上でも屋根の上でもなく、路地でもなく、梨緒と同じく道の真ん中を進んでいる。

「……なんだ？」

　何が？　と問われても答えられない。

　だがあの猫は何かおかしい。

　猫でないものが猫の振りをしているかの様な――

「ん……!?」

　やがて梨緒は猫と共に小さな児童公園に入っていった。

　それ自体は驚く事ではない。

　だが……異様なのは、梨緒と猫の姿が、公園に入った途端、何の前触れも無く紅蓮の視界から消えてしまった事だ。

「……なんだ？」

「結界ですね」

　そう答えたのは……いつの間にか紅ぐ蓮れんの側そばに居た、一人の少女だった。

　艶えん然ぜんと笑うその姿は美しいが――しかし異い形ぎようだ。

　その頭部には悪魔のそれの如ごときねじくれた角が備わっている。

　生まれてさえこなかった筈はずの……紅蓮の脳内にしか存在しない、妹。

「深しん紅く――」

　紅蓮は短く呻うめいた。

　この『居る筈の無い妹』は、時折、気き紛まぐれに顕あらわれては紅蓮を翻ほん弄ろうする様な事を言ってまた消えてしまう。だが紅蓮よりは確実に色々な事を――特に呪じゆ術じゆつ関連の知識を持っているので、要所要所で助けられているのも事実なのだった。

　彼女の存在は未いまだ誰だれにも喋しやべっていないが――他人には見えないので、喋っても紅蓮の正気が疑われる可能性も高い――梨り緒おに教わって呪術関連の知識を溜ため込こむにつれて、紅蓮は一つの仮説を得るに至っていた。

　即すなわち……深紅は、紅蓮の中に圧縮保存されている呪術知識を管理する為の人格なのではないか、という事である。言うなれば紅蓮の脳の片隅に、本人も知らない内に作られていた図書館の、司書の様なものではないか――と。どういう方法でそんなものが作られたのかについては、さすがに想像もつかないのだが。

　ともあれ……

「人払いの結界です。あの場所を最初から目指していない人間は、あの場所が意識に登らなくなりますし、目指している人間は、その目指している理由が消えた様に思える」

　と深紅は言った。

　つまり梨緒達が消えて見えたのは、紅蓮の意識から『あの公園に行く』という目的を取り除く為か。確かに同様の結界は、〈ミカヅチ〉が鬼おに猟かりの際に使っている様だが――

「それからあの猫。あれも式神」

「式神って――」

「ええ。呪術で作られた、まあロボットの様な。御み杖つえ代しろ梨緒をあの公園に案内する為に放たれたものなのでしょうね。一般人には区別がつかないけれど、呪術知識を持ち合わせていれば『何か違う』と気付くでしょう」

「……なるほどな」

　紅蓮が感じた違和感はそれか。

　いずれにせよ、あの公園には何か在る。

　紅蓮は脚を早めて公園の中に踏み込んだ。

　結界の効果か――一瞬、悪寒の様なものが背筋を駆け抜けて、その場から逃げ出したい様な気持ちになったが、紅ぐ蓮れんは強引に次の一歩を踏み出して『内』へと入り込む。

「梨り緒お！」

　途端に彼女の姿が再び見える様になった。

「……紅蓮」

　少し驚いた様子で、梨緒がこちらを振り返ってくる。

　呆あきれた事に……彼女は既に、愛用の拳けん銃じゆう、デトニクス45〈コンバットマスター〉を抜き放っていた。

「何やってんだ、お前は」

「攻撃を受けました」

　とそう言う梨緒の制服が――袖口が、何かに引っかけたかの様に裂けている事に紅蓮は気付いた。だが公園の入り口から此こ処こまで、引っかける様なものは何も無い。

　つまり――

「気付いていましたか？　その式神です」

　と梨緒が指差すのは、地面に転がっている一枚のカードだった。

　何やら複雑な模様と幾つもの文字が――それもかなり旧ふるい書体で――書き込まれている。その中でも中央に記載された一文字が紅蓮の注意を引いた。『猫』の一文字である。

　読み書きの出来る人間にとって、『猫』の文字はそのまま実際の猫の画像や映像を脳裏に思い浮かべる為の切っ掛けになる。それを逆手にとっているのがこうした呪じゆ術じゆつの基本なのだと、前に逆さか木きが言っていた事を紅蓮は思い出した。

　どうやら梨緒をこの公園まで導いてきたのは、あのカードを核に顕現した式神らしい。

「ヤドリギじゃねえのか？」

「多分、違います」

　と梨緒は言いながら辺りを見回す。

　紅蓮も一緒になって周囲を警戒するが、とりあえず見える範囲内では特に敵らしい姿を捉とらえる事は出来なかった。樹木や、大きめの遊具の陰にでも隠れているのだろうか。

　紅蓮もまた鞄かばんからグロック36を取り出す。

　いっそ修しゆ羅ら奇き兵へい態に変身しておいた方が良いのではないか――そんな風に思った時。

「――ッ！」

　梨緒が紅蓮の襟首を掴つかんで地面に引き倒していた。

「おいっ!?」

　叫びながらも紅蓮は、頭上を何かが物もの凄すごい勢いで通り過ぎるのを感じ取っていた。

　銃弾やナイフの様な小さなものではない。

　もっと大きな――

「――！」

　梨り緒おと共に地面に転がりながら、紅ぐ蓮れんはそれを見た。

　人間――だ。

　いや。白い……人間に似た何かだ。

　四肢は在る。頭部と胴体の区別もある。

　だが何ど処こか歪いびつだ。強いて言うなら子供向け玩具おもちやの様な、筋肉を妙に強調したかの様な、そんな姿である。全体的な均衡はとれているものの、凹凸が多く、メリハリが付きすぎていて、何か奇妙な印象を受ける。

　しかもそれが――二体。

　数メートル向こうで揃そろって着地し、流れる様な動作でこちらを振り返ってきた。

　梨緒が紅蓮を引き倒してくれていなければ、左右から挟み潰つぶす様に紅蓮は飛び蹴げりを食らっていたに違いない。それも普通の人間ならば一撃で重傷、あるいは死亡する様な恐ろしく強烈なものを。

「…………」

　梨緒は咄とつ嗟さに跳ね起きるが、しかしデトニクスを発砲しない。

　眼めを細めたまま彼女は――珍しく困惑するかの様に白い異い形ぎようを見据えていた。

「なんだ、あれ？」

「…………」

　紅蓮の問いにも梨緒は答えない。

　代わりに――白い異形がまた揃って動いた。

「――ッ！」

　揃って駆け出した白い異形二体は、それぞれ、紅蓮と梨緒に対して襲いかかってきた。

　空気を抉えぐり抜くかの様な貫ぬき手て――五指を揃えた突きが飛んでくる。咄嗟に紅蓮は左に、梨緒は右に避よけ、空いた空くう隙げきに異形達が滑り込んできた。

「……こいつら！」

　明らかに連携が利いている。

　続けざまに放たれる蹴りや突きをかわしながら、後退する紅蓮と梨緒。二人の距離は五メートル以上も開き……そこからは、いきなり白い異形の攻撃対象は、全すべて紅蓮へと切り替わっていた。

「ちょッ……!?」

　物もの凄すごい勢いで片方が――先に紅蓮を攻撃していた方が、蹴りの連続技を繰り出してくる。まるで暴走する機械の様な高速の回し蹴りが、右に左にと続く。動きが大きい為に辛うじてこれの直撃を避け得た紅蓮だが、彼の制服は蹴りの爪つま先さきであちこち引き裂かれ、瞬またたく間にぼろぼろになっていった。

　そして更に――

「――！」

　蹴けりの回転運動に慣れた紅ぐ蓮れんの目は、一瞬、それを捉とらえるのが遅れた。

　後方から追いついてきたもう一体の白い異い形ぎようが、突きの形で紅蓮の胴体に一撃を放ってきたのである。

　咄とつ嗟さに鞄かばんをかざすが――遅い。

「げっ……!?」

　あっさりと人工皮革の鞄を――中の教科書やノートごとぶち抜いて――その貫ぬき手ては紅蓮の鳩みぞ尾おちへと突き刺さっていた。

　意外な話だが、幾重にも重ねられた紙や革は銃弾の類たぐいに対しても抵抗力が強く、これらを合わせた学生鞄は、刃物の刺突や貫通力の低い低速拳けん銃じゆう弾だんなら停止させる事もある。逆に言えば異形の突きは、少なくとも、拳銃以上の威力を持っていたという事だ。

　恐らくは鞄を貫つらぬく事で、多少なりともその威力は減じていたのだろう。

　紅蓮は鳩尾を突かれて吹っ飛びはしたが――腹の皮膚を突き破られる様な事は無かった。

「紅蓮!!」

　梨り緒おが叫びながら銃撃をする。

　だが明らかにそれは威い嚇かく――正確無比な射撃能力を持つ彼女が放った筈はずの弾たまは、二体の白い異形から遠く離れた場所に着弾しただけだった。

「…………」

　白い異形の片方が右手を振ったかと思うと――何ど処こからか引き抜いた大型の自動拳銃を梨緒に向けていた。

　ＭＥＵピストル。

　45口径という意味では紅蓮のグロック36や梨緒のデトニクスと変わらないが、携帯性を重視した先の二挺ちようと異なり、完全なフルサイズ――軍用銃としての標準的な大きさの拳銃である。基となったのは軍用拳銃の王とも言うべきコルト・ガバメントで、その意味では梨緒のデトニクスとは兄弟か親しん戚せきの様な関係でもある。

「梨緒！」

　叫んで身を起こす紅蓮――だが、次の瞬間、もう一体の白い異形が紅蓮の肩を踏みつけて再び地面へと押し倒し、その額に同じくＭＥＵピストルの銃口を向けた。

「お前等ら――まさか」

　呻うめきながら紅蓮は白い異形を睨にらみ付つけた。

　ヤドリギが銃を使わない……とは限らない。

　だが全体的にヤドリギは自分達の肉体能力を過信する傾向が強く、道具の類をあまり使わない。刃物ですら自らの爪つめや牙きばで事足りると考えている節があった。

　それに……もう一点。

　ＭＥＵピストルは〈ミカヅチ〉の〈破は組ぐみ〉で使っている者が多い。

「……つまらないわね」

「つまらんね……」

　白い異い形ぎようは口々にそう言った。

「上層部がやけに御執心だと聞いたから、どんなものかと思ってみれば」

「結局は、御み杖つえ代しろの出来損ないと、神かん薙なぎの出来損ないか」

　その言葉から紅ぐ蓮れんは二体の――二人の正体を悟った。

　やはりそうなのだ。

　こいつらは――

「御杖代式……修しゆ羅ら奇き兵へいか」



　　　



　ミカヅチは旧ふるい組織だ。

　歴史の長い組織は当然にその歳月の中で肥大化し――当然に分裂を始める。既得権益が生じ、それぞれの立場でこれを守ろうとする考えが蔓まん延えんしてゆく。

　ミカヅチ六家などと言ってはいるが、つまりこれは、ミカヅチには六つの派閥が存在し、程度差はあれど互いに牽けん制せいし合っているという事に他ならない。

　とはいえ……

「これが御杖代式修羅奇兵の記録か」

　ミカヅチ六家の一つ、惑わく羅ら葉ば家当主――惑羅葉兵ひよう衛えは手渡された書類をめくりながら、武人らしからぬ、何ど処こか学者然とした線の細い顔をしかめた。

　彼が今居る場所は、本来、惑羅葉家の者がおいそれと立ち入れる場所ではない。

　別名関東山地――丹たん沢ざわ山さん地ちに存在する、御杖代家の呪じゆ術じゆつ研究施設である。ミカヅチの、ではない。あくまで御杖代家の研究施設であって、競合する他家の人間を招き入れる事は普段、在り得ない。

　呪術研究という言葉だけを捉とらえると、何やら古こ色しよく蒼そう然ぜんとした日本家屋や、さもなくば洞窟の類たぐいに、修験者の様な格好をした連中が集まっている様な印象を受けるが――さにあらず、御杖代家の研究施設は、外見を見る限り、山間部に建てられたコンクリートの構造物で、気象観測所か何かと見み紛まがう雰囲気である。

　ただし地下を含めて様々な呪術研究が行われており――この数日、ミカヅチ組織内において話題に上る事の多い御杖代式修羅奇兵の開発も、この場所で行われた。

「随分とお手軽に開発された印象を受けたものだが」

　と兵ひよう衛えは言う。

　かつては十年、二十年の歳月をかけて開発出来なかった代物だ。

　それが、今回はわずかに数ヶか月げつで実用化だという。どう考えても何か無む茶ちやをしているとしか思えない。それが本来求められた水準よりも低い段階で妥協したとしても……だ。

「この資料を見る限りではそうではないのか」

「神かん薙なぎ紅ぐ蓮れん君の修しゆ羅ら奇き兵へい態は、私も直接目にしました」

　と――答えるのは、和服姿の若い娘だった。

　兵衛をこの施設に連れてきた御み杖つえ代しろ家の当主代行、御杖代雪ゆき緒おである。

「細かな部分までは分かりませんでしたが、幾つか、御杖代式の改良にあたって、参考になる部分を見せて貰もらう事が出来ました。中には先代、先々代の御杖代家が行き詰まっていた部分の打開策も在ったという事です」

「……さすがは『御杖代の天てん女によ』か」

　兵衛は横よこ眼めで雪緒を見ながら言った。

　十六夜いざよい家と並び、呪じゆ術じゆつ研究に秀でる御杖代でも、当代きっての才覚の持ち主と言われる雪緒は、『天女』あるいは『魔女』という言葉を添えた綽あだ名なで呼ばれる事が多い。呪術に関しては開発も行使もミカヅチ内でも屈指の実力、なおかつ閉鎖的になりがちな呪術体系に近現代科学の発想法を持ち込むなど、大胆な手法でもよく知られている。

　同じく、完全な実力主義――権威など二の次、最新の戦闘技術を積極的に取り込む事にも熱心な惑わく羅ら葉ば家の家長とは、考え方に通じる処ところが多いのだろう。

「それでも勿もち論ろん、神薙式修羅奇兵には性能面で敵かないません」

　雪緒は平然とそう言った。

「ただ、未まだ呪術的なブラックボックスの多い神薙式に比べると、確実に量産が利きます。〈破は組ぐみ〉全員を御杖代式修羅奇兵に呪術改造する事も不可能ではありません」

「さすがにそれはすぐに首肯する訳にもいかん。特に〈破組〉は迫さこ水みずを含め、外部から直接呼び込んだ者も多い」

〈ミカヅチ〉六家の価値観の中で育った者ならば、〈ミカヅチ〉の、あるいは家の為に己の身を差し出すのはそう特異な発想ではない。だが世間の標準的な価値観の中で自我形成を済ませた者は、抵抗を覚える可能性が高かった。

「分かっております」

　と雪緒は艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

「だからこその〈銀しろがね〉」

「十六夜と伽が藍らん堂どうの者達は反対していたがな……」

　特務班――〈銀〉。

　それは今回、御杖代式修羅奇兵の第一陣として呪術改造処置を受けた十二名の人間に与えられた部隊名である。形式的には惑わく羅ら葉ば兵ひよう衛えの権限で〈破は組ぐみ〉の下位部隊として組み込まれているが、実際にはほぼ独立行動が可能な扱いになっている。

　御み杖つえ代しろ家としては、この御杖代式修しゆ羅ら奇き兵へい部隊の実績を積み、これを以もつて、十六夜いざよい家を含める他家よりも強い立場を〈ミカヅチ〉内において確立しようという目もく論ろ見みが在る。この為に〈破組〉を事実上執り仕切る惑羅葉家に話を通し、強引に〈銀しろがね〉を設立させたのだ。

「特に伽が藍らん堂どうの御ご老ろう体たいはこの時期だからまずいと」

「紫し乃の様のおっしゃる事は分かりますが、逆に、今を逃せば実験部隊の運用などする余裕は今の〈ミカヅチ〉にはありますまい」

「確かに……な」

　兵衛は雪ゆき緒おの言葉に対して表情を苦々しげに歪ゆがめた。

〈ミカヅチ〉の体制が――そろそろ限界に来ているのは、分かっている。

　何か新しい戦力、戦術、その他、やり方を考えねばならないとは、現場の人間からも出ていた意見だった。

「で――問題の十二名は今、何ど処こに？」

「既に都内に入り、装備の習熟訓練に入っている筈はずです」

　と雪緒は言う。

「指揮官役の二名は、少々性格に難はありますが……〈ミカヅチ〉への忠誠心と、呪じゆ術じゆつ能力、修羅奇兵態での身体能力には、間違い無く目を見張るものが在ります」

「……ふむ」

　兵衛は改めて資料をめくる。

　最後の数枚には――顔写真付きで十二名の〈銀〉班員の名が連ねられていた。



　　　



　紅ぐ蓮れんを踏みつけていた脚を外して、数歩、白い異い形ぎようは後ずさった。

　同様に梨り緒おに銃を向けていた異形もその手を降ろす。

　そして――

「…………」

　白い異形の輪郭がわずかに緩んだかと思うと、細かな凹凸が消滅し、その白い表皮はするすると巻き取られてゆく。

　やがてそこには、黒い衣装を――〈ミカヅチ〉〈破組〉のものと同様の戦闘服を着込んだ、一組の男女が立っていた。

　若い。年齢的には紅蓮達と同じか、あるいは少し上、二十歳手前といった処ところか。

　二人揃そろって細面、やや細い双そう眸ぼうも含め、何処か狐きつね然とした雰囲気の男女だ。

　殊更に醜い訳ではないのだが、多分に神経質そうな印象に加え、奇妙に刺とげ々とげしいというか、近付き難い雰囲気を全方位に放散している。

　男女の別は勿もち論ろん在るが、目鼻立ちを含め、その容姿に似通った処ところが多いという事を考えると――この二人には血の繋つながりがあるのかもしれない。

「……彩あや花か……龍たつ樹き……」

　梨り緒おは低く唸うなる様な声で言った。

「久し振りね。梨緒。総本家から出て行ったと思ったら、〈破は組ぐみ〉なんかに居たなんて」

「まったく御み杖つえ代しろの面汚しだよ、お前は。さっさと適当な男を見繕って子を産めば、未まだ家の役に立てるっていうのにな」

　二人は口々にそう言った。

　言葉も勿論だが、口調からたっぷりと侮ぶ蔑べつと敵意が滲にじんでいる。単に『いろはにほへと』と唱えても罵ば倒とうに聞こえそうな――そんな嫌らしい響きだった。

「…………」

　梨緒が無言で二人を睨にらみ据すえる。

　対して――

「――ふざけんなッ！」

　紅ぐ蓮れんは思わず怒鳴っていた。



    

  
    
      



    

  
    
      「いきなり襲ってきて何言ってやがる！　何様だ貴様等ら！」

「黙れ。出来損ないめ」

　男の方が紅ぐ蓮れんを振り返って言った。

「神かん薙なぎなど――既に滅んだ家の死に損ないめ。生かされているだけ有り難いと思え」

「……なんだと？」

「お前はただの実験動物だ。たまたま珍しい結果が出たから、上層部が興味を持っているだけで、本来は一生、檻おりの中から出る事も出来ない身分だという事を覚えておくがいい」

「…………」

　紅蓮は――怒りのあまり、むしろ言葉が出てこなくなった。

　何かと目立つ立場の紅蓮は、小学校から高校まで、何かと言い掛かりをつけられ、侮ぶ蔑べつされた経験も多いが、ここまであからさまに――傲ごう岸がん不ふ遜そんな罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げ付けられたのは初めてだった。

「……何しに来た？」

　対して梨り緒おは既に冷静さを取り戻しているのか、低く抑えた声で問うた。

「挨あい拶さつよ」

　女が――恐らくはこちらが彩あや花かなのだろう――言った。

「貴女あなた達の役目はもう終わるわ。これからは私達がミカヅチの中心戦力であり、希望」

「過去に二度ばかり、上層部の判断も仰がずに独断専行している様だからな。近々ある予定の俺おれ達の初陣を邪魔しないようにと忠告に来てやったんだよ。どうせなら身の程を弁わきまえさせてやろうって趣向だ」

「さあ。神薙紅蓮」

　彩花が紅蓮を振り返って言った。

「修しゆ羅ら奇き兵へい態になりなさい」

「なんだと？」

「お前の修羅奇兵態がどの程度の代物か、見てやると言ってるんだよ」

　と男――龍たつ樹きが言った。

「今度は愚ぐ図ずの貴様にも戦支度の時間をやろう。さっさと変身するがいい」

「…………」

　紅蓮は――しばし二人を見据えていたが。

「アホかお前等」

　たっぷりと嘲あざけりを載せてそう返した。

「……なんだと？」

　視線を尖とがらせて龍樹が前に出る。

　だが、これを後ろから肩を掴つかんで彩花が止めた。彼女は代わりに眼めを眇すがめて紅蓮を見つめ、嘲あざけりをたっぷりと載せ返した口調で言ってくる。

「怖おじ気けづいたの、神かん薙なぎ紅ぐ蓮れん？」

「俺おれはな。お前等らと違って仕方なしにバケモノやってんだよ」

　紅蓮は『バケモノ』の部分に力を込めて言った。

「相手がヤドリギでもないのに、嬉うれしそうに見せびらかす趣味はねえよ。ましてやお前等みたいな、アホに付き合う義理は、もっとねえよ」

「貴様――」

　龍たつ樹きが更に前に出るが――とても分かり易やすい気の短さだ――やはり彩あや花かの手がこれを止める。もっとも彩花は彩花で冷静とはとても言い難い、敵意満載の表情をしていたが。

「それは敗北宣言と受け取っても良いの？」

　挑発的に彩花が問うてくる。

「好きにしろ。お前等が何と戦ってる積もりかしらねえが、俺は、ヤドリギ以外とやり合う気はこれっぽっちもねえんだよ」

「…………」

「…………」

　二人はしばらく紅蓮を睨にらみ付つけていたが――

「彩花。龍樹」

　冷え冷えとした口調で声を掛けたのは、梨り緒おだった。

「この事は雪ゆき緒お姉ねえ様さまも知っているのか？」

「…………」

「…………」

　痛い処ところを突かれたのか、二人は顔をしかめて黙り込む。

　だが――

「いずれにせよ」

　強引に話題を変える積もりか、龍樹が吐き捨てる様に言った。

「お前達の程度は分かった。〈索さく組ぐみ〉の報告書程じゃない。今まで御苦労――後は子を産む胎はらとして、あるいは実験動物として、適当な余生を送るがいい」

「……ッ！」

　さすがにこの物言いには再度、怒りを覚えた紅蓮だが……二人を挟んだ向こう側で、梨緒が首を振るのを見て、これを堪こらえた。不愉快なのは彼女も同じ、それどころか、この二人とは顔見知りである様だ。理不尽な我慢を強いられる度合いが大きいのは梨緒の方だろう。

「行きましょう。龍樹」

「ああ。そうだな」

　二人は揃そろって公園の出口の方へと歩いて行く。

　やがて彩あや花かが何か、出入り口の脇の植え込みに手を伸ばすと、そこから何か白いカードを一枚取り出した。恐らくは式神のものと同じ――呪じゆ符ふだろう。これを彩花が破り捨てると、途端に何か……公園の風通しがよくなったかの様な感覚を紅ぐ蓮れんは覚えた。

　結界を解除したに違いない。

　そこでようやく、紅蓮は気付いた。

　公園を取り囲む様にして他にも数名――彩花、龍たつ樹きと同様の戦闘服を着た男女が立っている。恐らくは彼等らもまた、御み杖つえ代しろ式しき修しゆ羅ら奇き兵へいなのだろう。もし二人が劣勢となれば即座に飛び込んで来る予定だったのだ。

　用意周到、というより紅蓮には姑こ息そくに見えた。

　先の挑発や強い物言いも、これを背にしての事なのだろう。

「大丈夫ですか、紅蓮」

　梨り緒おが近付いてきて片かた膝ひざをつく。

　彼女に手を貸して貰もらい、立ち上がりながら、紅蓮は問うた。

「なんなんだ、あいつら。ミカヅチの人間なんだよな？」

「はい。御杖代家の分家筋の人間です」

「……分家」

「同じ御杖代の名を冠されてはいますが。あの彩花、龍樹の姉弟は……」

　一瞬、梨緒は躊ちゆう躇ちよする様に言葉を途切れさせる。

　紅蓮は眉まゆを顰ひそめて問うた。

「お前の親しん戚せきか何かか？」

「……従姉弟いとこにあたります」

　梨緒は何かを諦あきらめたかの様な口調でそう言った。



　　　



　男の変化に気付いた人間は殆ほとんど居なかった。

　元々その男は言動が支離滅裂で――若い頃ころに乱用した覚醒剤の影響だ――ホームレスの仲間内でも敬遠されがちだったからである。奇行の類たぐいは日常茶飯事、意味もなく叫び声を上げながら辺りを徘はい徊かいする事も多かった。

　勿もち論ろん、親しい友人知人も居ない。

　それを寂しいと感じる事も無く、男はただホームレスとしてゴミ箱を漁あさり、物陰で眠り、公衆トイレで水を飲んで渇きを癒いやしていた。

　男の周囲でぽつりぽつりとホームレスが行方不明になった際にも騒ぎにはならなかった。

　元々何ど処こから来たのかも分からず、何処に行くのかも分からない、そんな住所不定無職の人間が、一人や二人居なくなったとしても気にする者は殆ほとんど居ない――ホームレス同士でさえもだ。

　故に――

「なっ…………!?」

　未まだ交番に配属されたばかりの若い警官が、男に夜道で声を掛けなければ、一連の事件の発覚はもっと遅れていたかもしれない。

　ビルとビルの谷間、繁華街からわずかに外れた通りの暗がりで、しゃがみ込んでいるその男を……若い警官は放火犯か何かだと勘違いした。未だ使命感に燃えている彼は、初老の同僚ならば見もしない様なその場所まで、丁寧に警けい邏らしていたのだ。

　それが若い警官の不幸だった。

「ああ。お巡りさん。御苦労様です」

　男はひょいと身軽な動作で立ち上がって言った。

　表情はむしろ爽さわやかで――警官に声を掛けられても怯おびえる様子も無ければ、疚やましさを感じている様子も無かった。垢あかじみて無ぶ精しよう髭ひげだらけの顔なのに妙に子供っぽいというか、明るい雰囲気なのである。

　もっとも、顔の下半分から胸の辺りまでをべっとりと血で濡ぬらしていれば、それは全く別の意味を帯びる。

「どうした、あんた、大丈夫か？」

　まず若い警官は男の身を案じた。

　男の凄せい惨さんなその姿について、血を吐いたか何かと思ったのである。当たり前だ。まさか顔や胸を血ち塗まみれにしている人間を見て、常識人は即座に『ああ。誰だれか他人を殺して喰くっている最中だったのだな』とは思ったりすまい。

　若い警官は慌ててその男に駆け寄った。

「どうした？」

　少し離れた処ところを歩いていた初老の同僚も怪け訝げんそうな様子で近付いてくる。

「この人、血塗れ――」

　そこまで言って。

「………え」

　ようやく若い警官は気付いた。

　男の足下に転がっている――それに。

「あ……え……？」

　驚きで言葉にならない。

　それは顔面の半ばまでを皮膚も肉も剥はぎ取とられ、紅あかく濡れた頭ず蓋がい骨こつを晒さらしている人体であった。左半分は生きていた時と同様だが、右半分は鎖骨の辺りまで綺き麗れいに肉は無くなっており、既に眼球も無い。

「お巡りさん。お巡りさんこそ大丈夫ですか？」

　男は朗らかに笑いながら問うてきた。

　若い警官の脳裏で在り得ない――常識的には在り得ない言葉と言葉が繋つながっていく。

　口元から胸元を血で濡ぬらした男。

　顔面の半分を明らかに何者かに喰くわれた犠牲者。

　ならば喰ったのは…………

「もしもぉし？　大丈夫ですかぁ？」

「ひっ――」

　思わず若い警官は後ずさりする。

　同僚の様子がおかしいとすぐに気付いたのだろう、初老の警官は若い警官と入れ替わる様にして前に出て――

「うぉっ？」

「おっと」

　伸ばされた手に顔面を掴つかまれていた。

「おい、あんた一体なに…………おおおおおおおおおおおるるるるううううううええええええええええらららああああ!?」

　初老の警官が奇声を発しながらびくんびくんと痙けい攣れんする。

　男の五指が頭ず蓋がい骨こつに食い込み、あっさりとこれを破っていたからである。

「あらら。こっちのお巡りさんも大丈夫ですかあ？」

　自分の指を初老の警官の脳に触れさせながら男は愉たのしげに笑った。

　ぐりぐりと指が動く度に、初老の警官の手足が、まるで操り人形の様に跳ね――既に彼の脚を地面を踏んでいない――眼球が無む茶ちや苦く茶ちやに動き回る。少しずつ少しずつ脳を破壊されているのだろう。脳に痛覚は無い筈はずだから、直接の痛みは無いのだろうが、明らかに取り返しのつかない処ところまで初老の警官は壊されていた。

「ああ。しかし困ったな」

　男は片手で吊つり下さげていた初老の警官を投げ捨てて言った。

「さすがに警官を喰ったら騒ぎになりますよねえ。潮時かな。気ままで自由な生活が気に入っていたんですがねえ――」

「お……おま……おまえは……！」

　震えながら若い警官は腰の拳けん銃じゆうに手を掛ける。

　だが腕が震えて指は滑るばかりで一向に銃じゆう把はに絡み付いてくれない。

　無理も無かった。こんな至近距離で人食いの猛獣と向き合った経験など、この若い警官には無い。それは犯罪者に対する心構えとはまた別種の覚悟を要求する。喰くわれる事への恐怖は最も原初的で、それ故に克服し難い。

　若い警官は五度、銃じゆう把はを掴つかむのに失敗し、六度目でようやくこれを抜いて目の前の怪物に突き付ける事が出来た。

「まあでも」

　男は大きく頷うなずいた。

「そろそろ垢あかじみた臭い肉は食い飽きてきた処ところでした。まあ最後にお巡りさん達の肉を食べられるのなら、まあ、よしとしましょうか」

「――ッ!!」

　若い警官は声にならない悲鳴と共に引き金を引く。

　だが――

「……!?」

　次の瞬間……鈍い爆音と共に警官の拳けん銃じゆうが破損していた。

　銃身が膨れ上がり、回転式の弾倉部にも亀き裂れつが入っている。その際に破片が飛んだのか、若い警官は銃を取り落とし、自分の顔を押さえてのたうち回った。

　暴発――なのだろう。

　断言を憚はばかるのは、銃声があまりに小さかった事、そして単なる暴発にしては奇妙な銃の壊れ方であった。通常、銃身内に異物が詰まっていた場合、銃身や機関部が破裂してしまうと言われるが――実際には多少の異物程度なら、これを吹き飛ばして銃弾は飛んでいく。

　此こ処こまではっきりと銃を――それも自動拳銃に比べれば頑丈な回転弾倉式拳銃リボルバーを破壊するとなると、単なる暴発や停弾の類たぐいではなかった。

　では何なのかと問われても、警官達は答えられる状態に無く、男も殊更に哀れな犠牲者達に説明する積もりは無い様だった。

「さて――」

　にいっ……と口の端を吊つり上あげて男は笑う。

　獣じみた牙きばを見せながら、彼は二人の警官の脚を掴むと、そのまま路地裏へと引きずり込んでいった。



    

  
    
      
第二章　初陣の代償





　路地の入り口には何人もの警官や鑑識の人間が集まっていた。

　普段ならば警けい邏ら中の巡査ですら見向きもしない様な――そんな場所である。人が辛うじて一人通れるかどうか、幅にすれば五十センチ程の、エアコンの室外機が一つ置かれただけで通行にも支障をきたす様な場所である。

　だが今……路地の回りは数名の制服警官が厳重に警備し、中では鑑識の人間が仔し細さいに状況を確認し、証拠や手掛かりになりそうなものを記録・採取していた。

　明らかに警官達は殺気立っていた。

　当然と言えば当然――『警官殺し』は多くの場合、通常の事件に優まさる執しつ拗ようさで徹底的に捜査される。身内意識というものも確かに影響はしているが、それよりも何よりも警察組織という存在の面子メンツが掛かっているからである。

　警官を殺すというのは警察という体制に対して反旗を翻しているのと同じ――警察側はそう考える。これを放置しては、警察は警察たる意味を果たせない。

「――ええ」

　路地から少し離れた車道。

　そこに、パトカーに混じって、一台のミニ・クーパーが停車していた。白と黒の塗装が施されている為に、他と混じっても比較的目立たないが、明らかに警察車両ではない。

　その中に居て携帯電話を片手に喋しやべっているのも――また警官では在り得なかった。

　サングラスにカンフーシャツの胡う散さん臭くさい中年男。

　逆さか木きである。

「警官から聞き出した限りでは間違い無いかと。ヤドリギですな」

　情報収集を主任務とする〈索さく組ぐみ〉の男は、はっきりとそう断言した。



　　　



　拳けん銃じゆうは元々かなり特殊ニツチな武器だ。

　相手が離れていればライフルを使う方が何倍も当たる。

　相手が数多ければ機関銃の類たぐいを使う方が制圧力が高い。

　相手を一撃で倒したければ散弾銃の打撃力が相応ふさわしい。

　元々拳銃とは、それらの武器の弾たまが尽きた際に使う護身用の武器だった。軍隊では士官以外は拳けん銃じゆうを持たなかった場合も少なくない。

　命中精度は低い、威力も低い、拳銃の利点と言えば携行性の良さのみだからだ。あくまで護身用としてその存在価値を認められてきた武器なのである。

　この考え方が変わってきたのは二〇世紀の終盤に入ってからだ。

　凶悪犯罪の増加、非対称戦――テロリズムの増加、これらは都市部の屋内を舞台にする事も多く、射程距離や貫通力を犠牲にしてでも取り回しの良い武器が求められる様になってきた。

　つまりは感覚的に素手の延長として扱える大きさの武器という事だ。

　無論……屋内での戦闘にはナイフ、もしくは文字通りの素手も、有効である。

　だがナイフや素手は破壊力を生み出す為に一定の『動き幅ストローク』を必要とする。格闘技の中には『寸打』と呼ばれる、密着状態から使う、極端に動き幅の少ない技も在るには在るが――使いこなすのは至難である事に加え、難易度の高い技は概して安定した姿勢を求められる。階段の途中や足場を確保しにくい現場で使うのは不可能に近い。

　拳銃の有効性が認められたのはこうした場合だ。

　近接距離戦闘ＣＱＢ。

　極きわめて近い距離、場合によっては互いの手が届く様な距離での、拳銃射撃。

　格闘戦における、拳こぶしで殴る、刃で斬きる、に加えて選び得る第三の選択――銃で撃つ。

　不自然な体勢、足場の悪い場所でも、咄とつ嗟さに強力な攻撃が可能になるのだ。

　当然これは通常の拳銃射撃とはまた異なる。

　射撃術というよりも格闘技の領域に近いからだ。

　つまり――

「――ッ！」

　突き出したグロック21自動拳銃の引き金を引く前に、黒い――防刃グローブに包まれた掌てのひらが銃口を押さえていた。まるで『ちょっと待て』と告げる様に、五指を揃そろえた平手である。勿もち論ろん、ただそれだけで銃弾を防ぎきる事は出来ない。

　殆ほとんど反射的に紅ぐ蓮れんは引き金を引いていた。

　だが――撃鉄が落ちない。

　大型自動拳銃の殆どに採用されているショートリコイル方式――銃身後座式は、実は銃口を押さえつけられると、機構上わずかに銃身が後退し、引き金が落ちなくなってしまうのだ。相手の身体からだに押しつけて撃つ、という事が事実上出来ないのである。

　紅蓮の動揺は勿論、一瞬だ。

　だがその間に相手の銃は紅蓮の鳩みぞ尾おちに向いていた。

　当然、銃口は僅わずかに紅蓮の身体に触れぬ程度――引き金は落ちる。

　軽い銃声と共に紅蓮は鳩尾に衝撃を覚えてよろめいた。

　だが逃げるのを許さないとばかりに追ってきた銃口が、紅ぐ蓮れんの肩を、太ふと股ももを、撃つ。急所狙ねらいでないのは、決して慈悲などではなく――手脚を撃って相手の戦闘力と移動力を削そぐという意味が在ると聞いた。

　紅蓮は姿勢の均衡を失って倒れる。

　その際に右腕のグロック21を落としてしまう。一応、紛失防止用の紐ランヤードを付けてはいるが、これを手繰り寄せ、握り直している余裕は無かった。

　彼の上に馬乗りになる様にして――相手はとどめとばかりに銃口を紅蓮の鼻先に向けた。

「…………」

　紅蓮は溜ため息いきをつく。

　相手はそれを『参った』と理解したのか――身軽な動作で紅蓮の上から退いた。

　梨り緒おである。

　紅蓮と彼女が居るのは、ミカヅチの保有する訓練施設の一つだ。

　基本的には普通の道場程度の広さなのだが、この部屋に限って言えば、あちらこちらに衝つい立たてが置かれていて、ひどく視界が狭い上、両手を伸ばして動き回る事も難しい。事実上、迷路だ。梨緒によると日本の一般的家屋を想定して通路幅を決めているらしい。

　紅蓮と梨緒は毎週、土日はこうした施設に通って戦闘訓練を行っている。

　修しゆ羅ら奇き兵へい態に変身した際には、異常な戦闘能力を発揮する紅蓮だが、その一方で変身以前の戦闘技術についてはからっきしである。つい数ヶか月げつ前まで普通の高校生活を送っていた身なので当然なのだが。

　修羅奇兵になればヤドリギとでも正面から闘えるとはいえ、変身には若干の『間』を要するし――何より人間態の際の技術向上、能力向上は、そのまま修羅奇兵態への戦闘力向上に繋つながる可能性が高い。

　そういう訳で、紅蓮は休日もこうして訓練に勤いそしんでいる訳だが。

「くそ。さすがにまるで歯がたたねえか……」

「年季が違いますから」

　と梨緒は澄ました表情で言う。

　まあ確かにこうした訓練を始めて数ヶ月の紅蓮と、恐らくは何年もこなしている梨緒とでは、差が在って当然だ。これだけの差が在れば、男女の体格差や体力差は微々たるものになってしまうし――使う武器が拳けん銃じゆうともなれば、尚なお更さらだ。

「つぅか……悪いな」

　ふと紅蓮は思いついて言った。

「……なんですか。いきなり」

　梨緒は戦闘服のポケットからバラの弾たまを――訓練用のもので、弾頭はプラスティック、火薬量はぎりぎりまで減らされている――弾倉に補充しながら言った。

「俺おれみたいな素人の訓練に付き合ってたら、お前の方が鈍るんじゃないのか？」

　これは少し前から気になっていた事だ。

　平日は二四時間体制で紅ぐ蓮れんの監視、土日は紅蓮と共に戦闘訓練、こうなると、梨り緒おが自分自身の訓練時間を確保するのは極きわめて難しい筈はずだ。

　しかし――

「立っても禅、座っても禅といいます」

「……あ？」

「訓練や修練に対する、確固たる意志さえ在れば、日常生活の中でもそれなりに鍛え続ける事は出来るという事です。例えば筋肉の動かし方、呼吸のリズム、歩き方、立ち方、座り方、寝転び方、そういったものは全すべての体術の基本ですが、ある程度の段階になれば、常にそうした『正しい動き』を無意識にする事で、肉体を鍛える事は――少なくとも現状維持位は出来る様になります。武術家同士は歩く姿勢を見るだけで互いにそれと認識出来ると言いますし」

「……そういうもんか」

「はい。それと」

　梨緒は弾倉をＭＥＵピストルに装そう填てんしながら言う。

　ちなみに小型のデトニクスはあくまで護身用――というか、普段、隠蔽携帯用コンシールド・キヤリーとして使っているもので、本格的な訓練では梨緒もＭＥＵピストルを使う事が多い。握りの形状や基本操作は全く同じなので、持ち替えても支障は無い。

　これは紅蓮が与えられているグロック36と21も同様だ。端的に言えば36は21を切り詰めているだけなので、操作性は殆ほとんど変わらない。

「紅蓮がこの種の体術や戦闘技術が未熟なのは事実ですが」

　はっきりと梨緒はそう言うが、これはもう誰だれが見ても全くの事実なので紅蓮としても特に腹は立たない。

「だからといって私が紅蓮の訓練に付き合う事が、利点が無いとも言えません」

「そうなのか？」

「他者に技術を教える、他者の未熟さを指摘する、そういう際に、翻って――自分の技術の完成度を検分したり、改めて問題点を認識し直したりという事も可能です」

「人の振り見て我が振り直せ――的な感じか？」

「まあそう思って貰もらっても構いません」

　と梨緒は頷うなずいた。

「それなら……まあ、いいけどな」

　と紅蓮は頬ほおを掻かく。

　その時――警報音サイレンが二人の頭上に鳴り響いた。

　同時に部屋の端に置かれていた赤い回転灯が光り始める。

「――これは」

　非常事態、緊急事態の徴しるしだという事は紅ぐ蓮れんにも分かる。

「ヤドリギが出た様です」

　素早く回転灯の下に置かれた電子端末に歩み寄って梨り緒おは言った。

　紅蓮もそこに駆け寄って彼女の脇から画面を覗のぞき込こむが――正直言って、暗号や記号、隠語や略語だらけでそこに何が書かれているのかさっぱり分からない。

「じゃあ俺おれ達も」

「いえ――」

　梨緒の指が電子端末の上を走る。

　タッチパネル式になっている様で、画面が瞬時に切り替わり、『迫さこ水みず純じゆん一いち』の名が点滅する。どうやら〈破は組ぐみ〉の隊長を呼び出しているらしいのだが――

『おう。梨緒か』

「はい。ヤドリギですか」

『その様だ。おおよその居場所も逆さか木き等らが突き止めたらしい』

「…………では」

　梨緒は僅わずかに眉まゆを顰ひそめて言った。

「どうして私や紅蓮が『待機』になっているのですか？」

「――え？」

　と驚きの声を漏らす紅蓮。

　どうやら先の記号やら略語やらの中にそういう命令が含まれていたらしい。

『お前達だけじゃねえよ』

　迫水はむしろ忌々しげに言った。

『〈破組〉も〈槍やり〉以外は待機命令が出てる』

「〈槍〉以外？　では近接戦闘は――」

　ミカヅチの〈破組〉は物理戦闘部隊である。

　そしてその中でも〈槍〉の番号が振られている者達は、ライフル装備の中距離・遠距離支援部隊である。短機関銃サブマシンガンや拳けん銃じゆうといった近接戦闘装備で、直接ヤドリギと相対する者達は基本的に〈剣〉の番号が振られている。

『〈銀しろがね〉が出るんだそうだ』

「――〈銀〉ですか？」

『御み杖つえ代しろ式しき修しゆ羅ら奇き兵へいの部隊だよ』

「……！」

　さすがの梨緒も驚いた様子で言葉に詰まる。

「……あいつらか」

　紅ぐ蓮れんは先日出会った、梨り緒おの従姉弟いとこ達の事を想おもい出だす。

　確か公園を取り囲んでいた者達を含めれば十人余りが居た筈はずだ。恐らく〈銀しろがね〉というのは彼等らの事なのだろう。

『一応、〈破は組ぐみ〉預かりになってるので、俺おれは出るがな。どうやら御み杖つえ代しろのお偉方は、御杖代式修しゆ羅ら奇き兵へいの実力を早く証明したいらしい。同じ現場に〈剣〉が居ると、ヤドリギを倒してもどっちの手柄か分かりにくいからな』

「…………」

　梨緒は唇を噛かんで黙り込む。

　彼女にしてみれば実家の暴挙だ。

『万が一の事もあるのでな、だからこそ、「待機」だ。〈剣〉も何か在ればすぐに現場に急行できる様にはしている。お前達もそのつもりで居てくれ』

「分かりました」

　梨緒は頷うなずいて通話を切った。

「……〈銀〉ね」

　紅蓮は呟つぶやく。

　銀は毒物に反応して色が変わる事から、西欧貴族の間で毒殺を防ぐ為の食器用資材として重宝されると同時に、抗菌作用が在る。こうした経緯からか――『銀は魔を破る』という認識が人々の間には強く定着している。恐らく御杖代の者達は、退魔の究極兵器、といった意味合いで御杖代式修羅奇兵に〈銀〉の名を冠したのだろう。

「お手並み拝見……ってか」

「紅蓮――」

　梨緒が紅蓮を振り返る。

　その――いつも怜れい悧りな無表情の仮面を被かぶっている顔が、微妙に気まずそうに歪ゆがんでいるのを見て、紅蓮は首を振った。

「お前はどうかしらねえが、正直、俺は連中が能書き通りに強ければむしろ有り難いんだ。好きでヤドリギと戦ってる訳じゃ、ねえしな」

「……そうですね」

　梨緒はわずかに眼めを伏せて言った。

「そうでした」

「あの連中が好き勝手絶頂に吹いてた事は、ムカつくけどな」

　実験動物だとか。子を産む為の胎はらだとか。

　相手の人格なんぞには微み塵じんも配慮しない放言の数々は、さすがに紅蓮も許し難い。だがそれはそれとして――彼等が本当に有能ならば、零にする事は出来なくとも、ヤドリギ事件の被害者を一人でも減らす事が出来る筈はずだ。

　ならば今の自分の立ち位置を、紅ぐ蓮れんは彼等らに喜んで渡す。

　ただそれだけの事だ。

「そうですね。それが――当然ですね」

　梨り緒おは呟つぶやく様に言った。



　　　



　自分は一体何をしているのだろうか。

　紅蓮達のマンションを見上げながら琴こと音ねはよく暗あん澹たんたる気持ちを持て余していた。

　下から見上げる限り、紅蓮達は今日も留守の様だ。確か梨緒の通っているスポーツジムに、紅蓮も通う様になったと言っていた。あれから土日は二人共マンションに居ない。毎週必ずだ。

「…………」

　琴音は踵きびすを返して歩き始めた。

　本当に――会社を解雇された事を家族に言い出せず、公園で鳩はとに餌えさをやるサラリーマンの心境とはこんなものなのだろう。今までずっと土日は紅蓮の身の周りの世話をしてきた為、急に行かなくなると母や妹の鈴すず音ねは『どうしたのか』と尋ねてくるだろう。

　事実を説明するのが辛い。

　だから琴音はこうして無意味に家を出ては、紅蓮達の不在をマンションまで確かめに来るという行為を繰り返していた。この後は区民センターの図書室で読書をして時間を潰つぶすのが、これも毎週の事になっている。

　そして――

「――やあ」

　これも毎週の事になりつつあった。

　琴音が歩く道の先――そこに一人の少年がビニール袋を提げて立っている。

　線の細い印象の、全体的に中性的な顔立ちである。恐らく髪を伸ばして女装させれば騙だまされてしまう者も多かろう。脆ぜい弱じやくという程に痩やせ衰えてはいないが、その長身痩そう躯くからは、世間的に言う『男っぽさ』――筋骨の逞たくましさは殆ほとんど感じられない。

　太た刀ち花ばは明あか月つき。

　琴音や紅蓮が通う高校の生徒会の書記である。

　品行方正。成績優秀。容姿端麗。教師受けは良く、女生徒にも人気が高い。現在の肩書きこそ書記だが――もし生徒会長に立候補していれば、得票数では現在の生徒会長を抜いて圧勝していたのではないかと言われている。

　実の処ところ……こうして土日に顔を合わせているのだと他の生徒達に知られれば、間違い無く琴こと音ねは他の女生徒のやっかみから嫌がらせを受けるだろう。もっとも最初に近付いたのは琴音ではなく明あか月つきの方なのだが。

「太た刀ち花ばは先輩――」

「今日も神かん薙なぎ君は留守？」

「……はい」

　隠し立てをしてもしょうがない――琴音は頷うなずくしかなかった。

「笹ささ原はらさんには悪いけど、嬉うれしいな」

　明月は朗らかな笑みを浮かべて言った。

「お陰で僕は君と会える」

　以前、明月は琴音に対して交際を申し込み、断られている。

　その際の琴音の口にした理由が『紅ぐ蓮れんを幸せにするまでは男女交際などする余裕が無い』というものだった。明月はこれを額面通りに受け止め――『では神薙紅蓮を幸せにする手伝いを僕もしよう』と言い出した。

　実際には学年が違う事も在るし、紅蓮と明月が顔を合わせる機会はあまり無い。

　だが、明月はこうして行き場を失った琴音に付き合って、話をしてくれる。愚痴の様なものを聞いてくれたり、あるいは何かの指摘をしてくれたり。

　区民センターの図書室で他た愛あいも無い話をして、時間が来れば別れる――そんな益体も無い時間潰つぶしに、明月は飽きる様子も無く、今はこうして途中の路上で待っていてくれる事も多かった。

「なんだかもう付き合っているみたいな感じでね。僕としては嬉しい」

　並んで歩きながら臆おく面めんも無くそんな事を言ってくる明月。

　しかし……

「太刀花先輩は……」

「うん？」

「先輩は以前、私に交際を申し込んでくださいましたけど……どうして私なんですか？」

「ふむ――」

　明月は歩きながら首を傾かしげる。

「どうしてかな。理屈じゃない感じだね」

「……理屈じゃない、ですか」

　意外な答えだった。

　大抵の場合に明月の話は論理的で琴音にも実に理解し易やすい。個人の感覚に依よる様な事は殆ほとんど言わず、明確に誰だれにでも分かる基準を引き合いに出して喋しやべる事が多い。

　逆に言えば、それだけ明月は自分の内心を語らない。

　今の『琴こと音ねと付き合っているみたいな感じで嬉うれしい』という一言ですら、確かに第三者から見ればそう見えるというだけの事で――明あか月つき自身がそれではしゃいでいるといった感じは無かった。

　とにかく理性的なのだ。この先輩は。

　自分でも理解出来ない感情に振り回される琴音とは大違いである。

「恋愛感情というのは錯覚や病気の類たぐいだという人も居る」

　明月は言った。

「逆に言えばそれは、理屈では今一つ説明がつかない部分を含むから――だね」

「それはそうなのかもしれません……ね」

「厳密に言えば恋愛感情も、性本能から来るものと言えなくもないけれど、だったら心中だとか痴情のもつれの末の殺人事件とかは、不合理極きわまり無い事になってしまうしね」

「……不合理、ですか？」

「生きる、という事が生物の基本的な本能だしね」

　と明月は身も蓋ふたも無い事を言う。

「それに反するのはおかしいって事だよ。子供を産み育てるのも、言ってみれば生きる事の延長と考える事は出来る。自分の遺伝子を受け継いだ存在が生きていれば、自分も死んだ事にはならないって考え方だね。『遺伝子の乗り物』説だったかな？」

　生物の本質とは遺伝子＝情報で、肉体は結局、これを保持し、伝えていく為の器に過ぎないのだという考え方である。

「そんな風に考えるのは何だか――」

「まあ情緒に欠けるね」

　と明月は肩を竦すくめた。

「僕は別に恋愛感情というものを否定する気はない。ただ、厳密に考えると恋愛感情は理屈に合わない事が多いのも事実でね。だからこそ、恋愛感情について理を唱えるのは野や暮ぼという以前に、あまり建設的じゃない」

「……はぁ」

「逆に理屈が邪魔して、自分の中の恋愛感情を育てられない、なんて事も在るんじゃないかな？　自分と相手の関係を、理屈に合うもので定義する事で、そこに踏みとどまってしまうというか……」

　その言葉は何か琴音の中で奇妙に大きく響いた。

　贖しよく罪ざい。罪と罰。被害者と加害者。

　レッテルを貼はり付ける事でその下に在るものが見えなくなる――勝手な思い込みで真実を見誤るという事は確かに在るのだろう。

「私は――」



『じゃあ俺おれが「犯やらせろ」つったらお前はやらせんのかよ？』



　脳裏に紅ぐ蓮れんの言葉が過よぎる。

　ああ言われた時――嫌ではなかった。

　それで紅蓮が幸せになれるなら、と思ったからだ。

　むしろはっきりとした要求が紅蓮から在った事で嬉うれしく思った位だ。普段、紅蓮は琴こと音ねに要求らしい要求もしてこないので、どうやったら罪を償えるだろうと途方に暮れる事も多かった。

　だが……本当にそうか？

　それはただ贖しよく罪ざいだけの意味しか無かったか？

　自分では嫌だけれど、それを贖罪の為という言葉で納得させていたのか？

　それとも――

「……笹ささ原はらさん？」

「あ……ごめんなさい」

　横から顔を覗のぞき込こまれ――琴音は慌てて言った。

　よく分からない。



    

  
    
      



    

  
    
      　自分は一体……どうしたいのか。

　明あか月つきと共に歩きながら、琴こと音ねはただただ、底の見えない自分の胸の裡うちを覗のぞき込こんでいた。



　　　



　猟場は定められた。

〈滅めつ組ぐみ〉と〈繕ぜん組ぐみ〉による入念な結界の展開により、現場は関係者以外が寄りつかない様に『閉じ』られている。先日、御み杖つえ代しろ梨り緒お、神かん薙なぎ紅ぐ蓮れんの両名に対して使った結界と基本的には同種――厳密に言えばあれを更に大規模に、そして多重構造にしたものである。

　勿もち論ろん、獲物に悟られてはいけない。

　それ故にゆっくりと包囲を狭めていくのが基本だ。

　当初は直径一キロ余りに。これを最終的には直径五十メートル余りにまで縮小していく。これに従い呪じゆ力りよく密度も当然に上昇し、結界はより強力な形で完成する。その際にはさすがにヤドリギも気付くだろうが、もう後の祭りだ。

「――皆の者」

　御杖代彩あや花かは〈銀しろがね〉の班員達を見回して言った。

　現場近くに付けた大型トラック――ベンツ・アクトロスの貨物室の中の事である。貨物室と言ってもあくまでこれは偽装、中は武装保完庫と簡易の作戦会議室ブリーフイングルームを兼ねている。十名の部下達は銃弾や予備武装の詰まった固定棚を背にして座り、彩花と龍たつ樹きはその真ん中に立っていた。

「これが我々の初陣であり、同時に、〈ミカヅチ〉の歴史を変える第一歩でもある」

〈銀〉がヤドリギの駆逐に成功すれば、一度の出動で必要になる人員は大幅に減る。試算の上では〈破は組ぐみ〉隊員二十名相当の働きを、〈銀〉ならば数名でこなせる筈はずだった。

　必要人数が減れば即応性や機動性も上がる。

　いや――それ以前に、今回はあくまで念の為にと〈槍やり〉番号の〈破組〉隊員も出張ってきているが、彩花達はそれすら本当は必要ないと考えていた。これは単純に惑わく羅ら葉ば家や、〈破組〉関係者の顔を一応立てる、という為だけの処置に等しい。

「今の我々は御杖代家呪じゆ術じゆつの精髄でもある。敗北は在り得ないが、万が一という事も在る――全員、心してかかれ」

「はっ！」

　十名の部下は揃そろって十代後半から二十代前半――即すなわち彩花達と同じ世代の若者である。

　御杖代の分家筋から選よりすぐられた彼等らは、彩花や龍樹と同様、使命感に燃えている。

　世間の凡俗共が惰眠を貪むさぼる中、自分達が、選ばれたこのミカヅチの精鋭達が、人間社会を、世界を守る――その使命を自らに課す事で、呪術的改造も、その後の訓練にも耐えてきた者達である。意い気き軒けん昂こうで事前の打ち合わせも充分だ。

「全員、着装！」

「はっ！」

　班員達は装備一式を組み込んだベストを身に着ける。

　装備一式といっても実は大したものは無い。通信機と拳けん銃じゆうとナイフ、それにカード大の呪じゆ符ふを詰めたケースのみである。ナイフは小振り、拳銃の予備弾倉も二本のみ、単純な重量でいけば制服警官のそれよりも恐らく軽い。

　修しゆ羅ら奇き兵へいとは本人が最強の兵器だからだ。

「姉さん」

　龍たつ樹きがベストの背に取り付けられたホルスターから、ＭＥＵピストルを抜いて初弾を薬室に装そう填てんしながら言った。

「万が一なんて無いぞ」

「分かっているわ」

　彩あや花かは頷うなずく。

「二人でヤドリギを倒したという御み杖つえ代しろ梨り緒おと神かん薙なぎ紅ぐ蓮れんがあの程度。ならば私達はもっと確実に使命を遂行できる。でも――同じ、では駄目」

「……ああ」

「私達は確実に優れているのだと、明確な差を付けての実績が必要。その為には全力で掛からないとね」

「そうだな」

　彩花と龍樹は頷き合うと――彼等らもベストを身に着けた。



　　　



「じゃあ――また」

「はい」

　いつもの別れの挨あい拶さつを交わして、道の右と左へ別れる。

　既に時刻は夕刻、冬は日の入りが早い為に辺りはもう夜の色に染まりつつあった。

　数分ばかりのんびりと歩いてから……明あか月つきはふと脚を止めるとポケットからスマートフォンを取り出して時刻を確認、その有機ＥＬ画面に指先を滑らせた。

「そろそろ……かな」

　ネットワークに接続の後、海外サーバー、自宅のパソコンを経由して送り込まれてくる情報が画面の上に表示される。自宅のパソコンに確実に映像ファイルが蓄積されている事を確認すると、明月は薄く笑った。

「さて……結果はどう出るかな、御み杖つえ代しろ式しき修しゆ羅ら奇き兵へい」

　見ようと思えば記録された映像をスマートフォンで見る事も出来るが、さすがに高精度の映像を連続して見るとなると、電話回線やスマートフォンの処理能力では辛い。ここは家に戻ってからじっくりと確認した方が良いだろう。

「場合によってはこちらも考え方を変えねばならないけれど」

　恐らくその可能性は低い。

　明あか月つきは薄く笑いながら家に向かって歩き始めた。



　　　



　御杖代家は〈ミカヅチ〉六家の中でも呪じゆ術じゆつ開発に特化した家系だ。

　元々平安時代の陰おん陽みよう寮りようから派生したと言われる〈ミカヅチ〉は、呪術戦闘部隊としての側面が強い。当然に呪術に対する比重が組織内でも大きく――だからこそ、諜ちよう報ほう・渉外担当の伽が藍らん堂どう家や、武術担当の惑わく羅ら葉ば家等らと異なり、十六夜いざよい、神かん薙なぎといった呪術に特化した家が複数存在する――したのである。

　当然、御杖代家の中でも、呪術に能よく通じるか否かが立場の高低に影響する。

　では完全な実力本意の集団なのかと問われれば――さにあらず。

　組織にしても家にしても永く続くと、内部でのしがらみが無視出来ない。いわゆる政治力の様なものの影響が出てくるのは必然、本家と分家とならば、基本的に本家が格上で、それ故に分家の者は常に本家の者にへりくだって接さねばならない。

　旧態依然とした価値観だが――俗世間とは一線を引いて、連綿と続いてきた旧ふるい家系なのだから、これは当然とも言える。

　彩あや花かと龍たつ樹きは、その御杖代の分家に産まれた。

　御杖代本家・現当主の弟が二人の父親である。

　呪術の才は現当主と比べて遜そん色しよくが無かったという父は、事在る毎ごとに『私が本家の当主になるべきだった』と家族に漏らし続けて来た。先代からの当主選定と引継の際に何が在ったのかは余人の知る処ところではないが、父はそれを『不正行為』と言い続けてきた。

　御杖代本家の現当主が病に伏せってからは尚なお更さらにそうした発言が目立ってきた。『私ならば病に倒れる様な無様を晒さらす事無く、御杖代本家の隆盛に役立つ事が出来た筈はずだ』と。

　当然……そうした価値観は彩花と龍樹にも擦り込まれていった。

　幼い頃ころから仕込まれた呪術の技能。決してそれは本家の者達にも劣るものではないと二人は確信していた。むしろ今後は自分達の力で、実権を本家から自分達へと奪い取り、事実上の本家として御杖代全体の頂点に立つとさえ考えていたのだ。

　だが……

『なんだ――どうしてなんだ、あの化け物！』

　かつて龍たつ樹きは御み杖つえ代しろ雪ゆき緒おをそう評して――泣いた。

　御杖代の各家が、次世代を担う若者の技量を示す為に設けた『披露会』での事である。

『どうしてあんな事が……俺おれ達だって、血を吐く様な努力をして、辛い修行に耐えてきたのに！　どうしてあいつは、あいつが、涼しい顔で――』

　それは端的に言えば才能の差、資質の差であった。

　現当主代行、御杖代本家の長女、雪緒は天才だった。

　御杖代家の長い歴史の中でも、彼女程の力量を持った呪じゆ術じゆつ師しは数える程しか居ない。それどころか現代物理学や現代医学といった外部の知識まで積極的に取り入れ、複合的に御杖代家の呪術水準を引き上げる様な離れ業まで、彼女は二十歳の若さでしてみせたのだ。

　確かに雪緒は一種の怪物だ。

　彩あや花かと龍樹は敗北感どころか、恐怖すら覚えた。

　秀才は天才に勝てないのだという事を二人は思い知らされたのである。

　その一方で……雪緒の下に居る梨り緒おという本家の娘は、全く呪術的な才能が無かった。

　雪緒に対する劣等感から、彼等らは激しく梨緒を侮ぶ蔑べつしたが――しかし梨緒もまた本家の娘であり、現当主の娘、優遇されている様に二人は感じた。

　本来、呪術技能に見切りを付けられた御杖代の娘は、十六で嫁ぐ決まりだ。

　だが梨緒はその決まりに従わず、〈破は組ぐみ〉で戦士としての道を歩く事となった。

　これを彩花と龍樹は不公平――と受け止めた。どうして梨緒は例外なのか。どうしてそんな自分勝手が許されるのか。ただ御杖代の本家に産まれたというだけの無能者が、そんな好き放題を許されるなど、受け入れ難い。

『なんなんだよあいつ。なんなんだよ!!　何様だよ!?』

『本家の御お嬢じよう様さま――だから、なんでしょうね』

　本家への、そして雪緒への敗北感と劣等感は、彩花と龍樹に必要以上に尊大な態度を纏まとわせる事となった。弱い犬はよく吠ほえる。弱者ほどによく暴れる。本当に強いのならば他者を見下ろす必要も、いちいち他者に突っかかる必要も無い。

　しかし、この力関係を一気に覆せる可能性が急に出てきた。

　御杖代式修しゆ羅ら奇き兵へい構想。

　かつて御杖代本家が完成させる事無く放棄してしまった計画。これが神かん薙なぎ式しき修羅奇兵の出現によって再び注目される事となり、雪緒を筆頭にした研究班が、御杖代式修羅奇兵の計画を再検討し始めた。

　龍樹と彩花はこの研究班に志願、更には初期の実験体にも志願した。

　この修羅奇兵が実用化されれば間違いなくミカヅチの在り方が変わる。当然、御杖代家の地位も上がり――最も御杖代式修羅奇兵の開発に貢献した者は、御杖代家隆盛の功労者として、内外から高く評価される事だろう。

　呪じゆ術じゆつ研究の能力で雪ゆき緒おに劣っても、志願して修しゆ羅ら奇き兵へいになれば、より高い貢献度を主張できる――彩あや花かと龍たつ樹きはそう考えた。

『身を捧げる』という一言は、とても耳障りが良く感動を呼び易やすい。

　周囲の人間にも――そして本人にもだ。

　故に……



　　　



　猟場は廃工場の中だった。

　不景気で閉鎖された食品加工場である。元々旧ふるい建物で据え付けられた機材も旧く、未いまだに不動産物件としても、動産物件――機械類と使い残しの薬品類だ――としても買い手がついていない。元の持ち主は首をくくって死亡、現在は破産管財人の管理下に在る。

　衛生管理の為か、建物の規模の割には、あちらこちらに密閉出来る区画が存在し、中に入ってしまえばあまり広い印象は無い。生産ラインだけが壁を貫つらぬいて工場全体に通っており――これが何か、巨大な生物の骨格の様にも思えた。

　そんな中で……

「――破ッ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に白い掌底が繰り出された。

　御み杖つえ代しろ式しき修羅奇兵――その攻撃である。

　絶妙の連携で以もつて左右同時に突き出された打撃技は、機械を蹴けって逃げようとしていたヤドリギの胴体に命中する。鈍い破壊音と共にヤドリギの体内に浸透した衝撃は、逃げ場を失い、ヤドリギの肉体そのものを破壊していた。

　血潮と肉片がばらまかれる。

　ヤドリギは――全身のあちらこちらに蠢うごめく瘤こぶを備えた、緑色の異い形ぎようは、絶叫を放ちながら床に転がった。

「ははっ!!」

　龍樹は高揚し笑い声を放ちながらヤドリギの側そばに着地。

　ヤドリギを挟んで反対側には彩花と、もう一人の御杖代式修羅奇兵が着地する。

　三人は間髪容いれずに一斉にＭＥＵピストルを抜き放つと、それぞれ一弾倉分の45ＡＣＰ弾を一瞬で叩たたき込こんだ。修羅奇兵の膂りよ力りよくは大口径拳けん銃じゆうの反動を易やす々やすと抑え込み、銃弾は全すべて同じ箇所に集中して激しく肉を抉えぐった。

「げはっ!?」

　ヤドリギが痙けい攣れんする。

　銃器でヤドリギを殺しきる事は出来ないが、呪じゆ術じゆつ仕込みの弾頭はこの動きを――そして肉体再生を阻害する。二一発分の銃弾は拳こぶし大だいの孔あなをヤドリギの身体からだに造り出していた。

「再生の隙すきを与えるな！」

　彩あや花かの叫びと同時に三人はヤドリギの身体に――その銃創部分に五指を揃そろえた貫ぬき手てを突き入れる。ただの貫手では勿もち論ろん、無い。人間に数倍する修しゆ羅ら奇き兵へいの力と、対ヤドリギ用呪じゆ文もんを込められた指だ。暴れるヤドリギに脚を掛け、三人はこの身体を強引に引き裂いた。

「げああああああああ!?」

「手を緩めるなッ！」

　龍たつ樹きともう一人が腕を掴つかんでヤドリギの身体を引き揚げると、そのまま手近に在った、大型機械に叩たたき付つける。既に身体に大穴を開けられ、これを無む理り矢や理り押し広げられていたヤドリギは、怒号とも悲鳴ともつかぬ声を上げながら胴体部分から二つに千切れ飛ぶ。

　更に――

「――破ッ！」

　哀れな死刑囚の如ごとく、龍樹ともう一人に左右から保持されたままのヤドリギに向けて、彩花が跳ちよう躍やくする。御み杖つえ代しろ式しき修羅奇兵の全身は、全すべて対ヤドリギ用の呪文が皮下に刻み込まれており、充分な膂りよ力りよくさえあれば、対ヤドリギ弾頭と同等の効果を、指先だろうと、掌てのひらだろうと、足裏だろうと発揮する。



    

  
    
      



    

  
    
      　彩あや花かが選んだのは蹴けりだった。

　充分な勢いを載せた蹴撃は、ヤドリギの残った上半身に真まっ直すぐ炸さく裂れつした。

　砲弾の直撃を受けた様なものだ。ヤドリギは蹴りを食らった場所からばらばらに破断し、十を超える肉片となって工場内に飛び散っていた。後始末をする〈繕ぜん組ぐみ〉は大変だろう。

「みたか!!」

　彩花はヤドリギをぶち抜いた後、壁を蹴って反転――笑いながら降り立つ。

　途方も無い運動能力は修しゆ羅ら奇き兵へいの能力として擦り込まれているものだ。身体からだに仕込んだ呪じゆ術じゆつ式を確実にヤドリギに叩たたき込こむ為に、技そのものが改造術式の中に組み込まれているのだった。

　足下に転がってきたヤドリギの頭部を、強引に踏み潰つぶす彩花。

　一瞬の抵抗感の後、ぐしゃりと生々しい音と共に頭ず蓋がい骨こつが砕け、骨片と脳のう漿しようが床に毒々しい花を描き出す。ここまで徹底的に破壊されれば、さすがに再生するにも、その核となる部分が無い。

　これで恐らくヤドリギは依より代しろの肉体から遊離せざるを得まい。

「出るぞ――気を抜くな！」

　彩花の叫びと同時に、後方に控えていた三人も身構える。

　六人一組、二つの班で〈銀しろがね〉は行動する。残りの六人は更に工場の周囲で万一に備えて待機中である。

　呪術強化された彩花達の視界に、踏み潰された頭部からゆらりと立ち上る白い煙が見えた。報告によれは神かん薙なぎ式しき修羅奇兵はヤドリギの本体を黒い蛇として観みるというが、彩花達にはそれは、煙の様な、染みの様な、やや曖あい昧まいなものとして映る。

「封滅陣、展開!!」

　六人が揃そろって印を切り、悲鳴の様な、怒号の様な、鋭い声を迸ほとばしらせる。

　圧縮型詠えい唱しよう。御み杖つえ代しろ式しき修羅奇兵は、本来、〈滅めつ組ぐみ〉の術者十人以上が展開する封滅陣を五人で展開出来る。極言を覚悟で言えば、修羅奇兵の強化された肉体を利用して、倍速で――二人分の呪じゆ文もんを圧縮詠唱する様なものだった。

　御杖代式修羅奇兵達の白い身体が薄紅色に染まる。

　高速で圧縮詠唱する代償として、急激に血圧が高まり、全身の――特に頭部の毛細血管が破裂、血の霧を噴いているのだ。だが治療用の呪術式と、痛覚麻ま痺ひの呪術式が無意識下で常時機能している為、彩花達は途切れる事無く封滅陣を展開出来る。

　霊視せねば見えぬ白い光の線が六人の修羅奇兵から放たれ、これらが絡み合い、予あらかじめ定められていた術式の陣を形成してゆく。

　そして――

「――滅せ、ヤドリギッ!!」

　死刑宣告の如ごとく高らかに叫ぶ彩あや花か。

　次の瞬間――封滅陣が閉じる。

　急速に終息する呪じゆ術じゆつ式の円陣が、回転しながら白い煙を巻き込んでゆく。

　音は無く。光も無い。

　だが修しゆ羅ら奇き兵へい達の霊視眼は、確実にヤドリギの本体が消滅するのを確認していた。

　後に残るのは……ただの肉と血と骨の残骸だけだ。

「やった……」

　龍たつ樹きが唸うなる様な声で言う。

「ははっ、やった、殺した！」

「ヤドリギを、殺した！」

「我等らの実力だ!!」

　彩花や他の班員達が嬉き々きとして声を上げる。

　本来、〈破は組ぐみ〉〈滅めつ組ぐみ〉を含めて三十名以上で成されるヤドリギ狩りを、たった六人で成し遂げた事になる。

「凄すごい、凄いぞ――」

「さすがは我等、御み杖つえ代しろの技術！」

「さすがは雪ゆき緒お様――」

　実の処ところ――それはさして特殊な方法ではなかった。

　雪緒と御杖代の呪じゆ術じゆつ者しや達によって改良された御杖代式修羅奇兵は、元々の人間の能力を強制的に増幅するものでしかない。反応速度、膂りよ力りよく、最大放出呪じゆ力りよく、その他諸もろ々もろを一時的に数倍に引き揚げるだけのものだ。

　元々御杖代の者達は武術に明るくない。

　だが、これも予あらかじめ呪術式によって意識化に強制入力インストールされた技を選択するだけで、ヤドリギと対等に渡り合える。勿もち論ろん、汗を流し血を吐きならが身に付けた技ではない為に、無理が出る訳だが――これをも肉体に埋め込まれた呪術式で押さえ込み、機能させる事になる。言うなれば、無理をして身体からだにガタが出る端から治癒の呪術でコレを締め直している様な状態だ。

　そして封滅陣の形勢は前述の通り――単に認識加速による高速詠えい唱しよう、多重起動、これで一人二役をしているに過ぎない。

　これだけの無む茶ちやを強いられた御杖代式修羅奇兵達が、果たしてどれだけ第一線で闘えるのかは疑問だ。あるいはヤドリギに敗北せずとも、肉体や霊力の酷使によって、著しく寿命を縮める可能性も在った。

　だがそれがどうだというのか。

　彩花達はその事を知っても尚なお、達成感の方が大きい。

〈ミカヅチ〉の――そして御み杖つえ代しろ家に貢献し名を残す。それが彼等らにとっては何よりも重要だった。多少の対価を払っても、それは成し遂げられるべき事と彼等は考えているのだ。

「第一班、彩あや花かだ」

　ベストの通信機に手を添えて彩花は言った。

「標的を完全に殲せん滅めつした。これより〈繕ぜん組ぐみ〉に任せて撤収する。第二班も撤収せよ。合流は第六――」

　ふと……彩花は言葉を切った。

「どうした、姉さん？」

「おかしい」

　彩花は眉まゆを顰ひそめて通信機のスイッチに触れる。

「返事が――いやそもそも双方向通話の反応が無い」

　彩花達が使っているデジタル通信機は、傍受されないようにデジタルで圧縮を掛け、暗号通信する方式だ。解凍用の暗号鍵かぎは数秒毎ごとに変わる為、通信の際には最初に同期をとるのだが……この同期完了のサインが出ない。

　相手が通信機の電源を切っているのか。

　それとも――通信機が故障しているのか。

　まさか第二班の隊員達が全員、隊長たる彩花に断りも無く、勝手に通信範囲外に移動した訳ではあるまい。

「まさか――」

　彩花が身を強こわ張ばらせたその瞬間。

　ごろんと何かが彼かの女じよ等らの足下に投げ込まれた。

「…………!?」

　それは生首だった。

　それも彩花達には見覚えが在る顔だ。

　第二班の――

「ど――どういう」

「何を驚いているのかな？」

　飄ひよう々ひようとした声が響き渡った。

　彩花達は身構えながら辺りを見回す。

「君達もした事だろう？」

　いつの間にか、彩花達を取り囲む様にして異い形ぎようの存在が立っていた。

　それも……五体。

「えげつねえなあ」

「未まだ特殊能力も使いこなせてないひよっこを寄よって集たかって嬲なぶり殺ごろしですか」

「まあ群れで敵に抗するのは弱い生き物の常だ、それを非難はすまいよ」

　異い形ぎようの一体が肩を竦すくめて言った。

「だがそれならば自分達も寄よって集たかって嬲なぶり殺ごろしにされても文句は言えまいよ」

「貴様等ら……！」

　彩あや花かはのしかかる絶望感に思わず呻うめいた。

　ヤドリギが――五体。

　しかもその口ぶりからすればこいつらは、特殊能力を充分に使いこなせるだけの経験を積んだ連中だ。あるいは連携も可能かもしれない。そうなれば戦闘能力は何倍にも高まる計算だ――彩花達がそうである様に。

　六人で一体を倒した彩花達が勝てる可能性は万に一つも無い。

　事実――連絡を寄よ越こす間も許されずに、第二班は全滅したのだから。

「御み杖つえ代しろ式しき修しゆ羅ら奇き兵へい、か」

「急場凌しのぎのつまらんものを造ったものだよ」

　異形達が声を上げて笑う。

「所しよ詮せん、徒党を組まねばヤドリギに抗する術すべも無い生き物。多少智ち恵えを絞った処ところで、お前達が個体レベルでは我々の足下にも及ばないのは歴然たる事実――」

「――姉さん」

　龍たつ樹きが囁ささやく様な声で言ってきた。

「こいつらは……」

　最悪の事態だった。

　やはりヤドリギは組織化されていた。ミカヅチが討ち漏らした――存在にすら気付かなかった個体が一定数居て、それらが集団と化していたのだ。しかもこちらの情報を入手する術までどうやってか得ているらしい。

　ミカヅチがヤドリギに抗し得るのは、それが多対一――組織対個体だからだ。

　だがもしヤドリギが組織化し、しかも、ミカヅチの情報が筒抜けになっているとすれば、それはもう……

「ああ。念の為に言っておきますが。外部との通信は遮断させてもらいました。最近は便利な機械が色々在りますからね。外貨を稼ぎたいせいか、軍事政権が崩壊した後には、軍用規格の品も色々市場に出回ってくれて助かります」

　異形の一体が愉たのしげに言う。

　恐らく電波妨害用の装置を使っているのだろう。軍用と言わずとも、最近は民生品でも携帯電話の電波位ならば妨害して使えなくする装置が出回っている。

　これで〈破は組ぐみ〉の支援は無くなった。

　いや……異常を察知したとしても、元より狙そ撃げき主体の〈槍やり〉番号しか居ない以上、この工場内の戦闘では役に立つまい。今回に限って言えば、あくまで〈槍やり〉番号達は彩あや花か達の包囲から漏れた個体を足止めする為の存在でしかないからだ。

「さて。それでは」

「狩る者と狩られる者と。攻守逆転ですね」

「皆殺しの時間だよぉ」

　異い形ぎよう達は悠然とその包囲の輪を狭めてきた。



　　　



　一通りの訓練を終えて帰り支度をしていた紅ぐ蓮れん達は――何やら施設内が騒然としている事に気付いた。

「なんだ？」

　普段ならば、紅蓮と梨り緒おの二人組は、ミカヅチの施設内ではそれなりに注目を浴びる存在だ。良くも悪くも二人は今のミカヅチにおいては異物に近い。紅蓮に関しては言うまでもないが……梨緒ですら、〈破は組ぐみ〉所属でありながらも紅蓮の監視役という立場に在る上、御み杖つえ代しろの直系という事で、周囲の者達は扱いあぐねている部分があるのだ。

　ともあれ――

「――逆さか木きさん」

　慌ただしく行き来するミカヅチ関係者の中に、よく見知った顔を見つけて――とにかく逆木はよく目立つ――紅蓮は声を掛けた。

「おお。梨緒と神かん薙なぎか」

　逆木は脚を止めて二人を振り返ってきた。

　だがその手はスマートフォンを握り締めたまま、何やら操作を繰り返している。余程に切迫した状況になっているのだろう。

「何か在ったのですか？」

　尋ねたのは梨緒だ。

　逆木は一瞬、顔をしかめて躊ちゆう躇ちよする様な素振りを見せたが――

「御杖代式修しゆ羅ら奇き兵へいの話は聞いとるか？　今回、実戦投入された連中」

「はい。聞き及んでいます」

「それが――」

　苦々しげに逆木は言った。

「全滅した」

「…………!?」

　紅蓮と梨緒は顔を見合わせる。

「現場は未まだ混乱中や。全滅とは言うたが、未だ生き残りがおるかもしれんのでな、〈索さく組ぐみ〉と〈繕ぜん組ぐみ〉は全員出動や」

「我々は？」

「いや。とりあえず戦闘そのものは終わったっぽい。お前さんらは家に戻ってええで」

　そう言って逆さか木きは足早に立ち去っていく。

　その姿を見送りながら――

「マジかよ」

　呟つぶやく紅ぐ蓮れん。

　彩あや花かと龍たつ樹きの態度は決して許せるものではなかったが――彼等らの戦闘能力の高さは、間違い無く本物だった。十二名が出動したそうだが、杉すぎ崎さき由ゆ奈なや、工く藤どう浩こう介すけといったヤドリギと戦った経験からすれば、彼等は問題無くヤドリギを駆逐できるだけの実力を持っていた様に紅蓮は想おもう。

　それが――全滅。

「一体何が在ったんだ？」

「分かりません」

　梨り緒おの答えは至極当然のものだった。



    

  
    
      
第三章　終幕の開始





　そこを『病室』と呼ぶ事には紅蓮は抵抗を覚えた。

　基本的な造りは確かに病室のそれだ。白い床と壁と天井。中央に置かれた医療用ベッド。その回りには幾つもの医療機材が置かれていて、栄養点滴用のチューブ、排はい泄せつ物ぶつ処理用のチューブがベッドから伸びている。

　だが……よく観みれば、部屋のあちらこちらにテレビカメラや、集音マイク、各種計測器が取り付けられており、プライベートという概念は皆無だ。しかも壁や機材の要所要所には何やら複雑な文字と模様を書き込んだカード――護符や呪じゆ符ふの類たぐいが貼はり付けられており、更には注し連め縄なわの様なものがベッドを取り囲む様に設置されている。

　彼も似た様な部屋に連れ込まれた経験が在るのでよく分かる。

　これは――実験室だ。

　勿もち論ろん、治療目的に用いられてもいるのだろうが……

「容態は？」

　淡々とした声が問うのが聞こえた。

　紅ぐ蓮れんは硝子がらすの向こうの風景から視線を逸そらし、背後を振り返った。

　素っ気ない程に白い廊下に、梨り緒おと――そして逆さか木きの姿が在る。

　尋ねたのは梨緒、尋ねられたのは逆木だ。相変わらず胡う散さん臭くさいサングラスの調査担当者は、資料らしきものを片手に顔をしかめていた。

「レントゲン、ＣＴスキャン、ＰＥＴ、血液検査、及び呪じゆ術じゆつ検査では異常なしやな。ただ意識が戻らへん。極度の疲労によるもんやとは思うが」

「そうですか」

　ミカヅチ本部ビルの五階――此こ処こは医療施設と呪術系研究・実験施設が置かれている階層フロアである。十六夜いざよいや御み杖つえ代しろの各家も専門の施設を所有しているが、それとは別にミカヅチ全体で情報を共有すべき案件の場合は、この本部施設で調査や治療が行われる決まりになっているそうだ。

　紅蓮が観みていたのは廊下と、大きな強化硝子を隔てて存在する、治療室の一つ。

　そこに――一人の娘が寝かされていた。

　御杖代彩あや花か。

　先の、特務班〈銀しろがね〉壊滅事件の唯一の生き残りである。

　彼女以外の御杖代式修しゆ羅ら奇き兵へいは全員が工場内で死体になって発見された。彼女は一人逃げ延びる事が出来た様で――殆ほとんど無傷で出てきた様だが、待機していた〈破は組ぐみ〉〈滅めつ組ぐみ〉の側そばまでやってくると、失神して倒れ、以後、意識が戻っていない。

「あれから二日間眠りっぱなしや。〈銀〉の連中に持たされとった小型の記録機レコーダは皆壊れとったし、工場内部の状況は、通信記録と遺留物から想像するしかないけどな……弟が殺される場面も目の前で観てた可能性が在る」

「ヤドリギに？」

「わからへんのや。それが」

　逆木は肩を竦すくめた。

「ぶっちゃけ、御杖代式修羅奇兵は、『試作』やからな」

　ちらりと紅蓮の方を一いち瞥べつして逆木は続けた。

「神かん薙なぎ式しき修羅奇兵の登場で焦った御杖代家が強引に組み上げたもんやからな。間際まで色々改良を加えてたみたいやけど――勿もち論ろん、長期の稼働試験はしとらへん訳でな。ぶっちゃけ、山程搭載した呪術式が変な具合に暴走した可能性は捨てられへん」

「……というと？」

「同士討ちの可能性やな」

　逆木は言って溜ため息いきをついた。

「同士討ちって……どういう事ですか」

　とりあえずは聞き役に徹していた紅ぐ蓮れんも聞き捨てならなかった。

「呪じゆ術じゆつってのは結局、精神に作用する技術体系やからな。パソコンのバグと一緒で、幾つもの術式を一つの媒体――この場合は人体やが、とにかく一箇所に集めて同時起動させると、変な風にコンフリクト起こす可能性があるねん」

「……バグ……」

　嫌な言葉の響きだった。

　それが人間の身体からだの出来事であるならば尚なお更さらに。

「最悪、ヤクをキめた様な状態になって仲間内で殺し合った可能性が在るねん。元々追ってたヤドリギ自体は倒した形跡が残っとったからな。屋内に設置された中継機の通信記録でもそれらしい事を言うてるみたいやし」

「…………」

「まあとりあえず調べて分かる範囲では問題はないみたいやしな。その内、起きるやろ。医療関係は門外漢の俺おれ等らが気を揉もんでもしゃあない」

　あっさりそう言うと逆さか木きはポケットから鍵かぎを取り出して見せた。

「明日も学校やろ。とりあえず送ってくわ」

「すみません」

「ありがとうございます」

　紅蓮と梨り緒おは揃そろって頭を下げた。



　　　



　その頃ころ――紅蓮達の居る階層より五つ上。

　警備の人間と、そして〈ミカヅチ〉の上層部の人間のみが立ち入りを許されるその階層の一室で、御み杖つえ代しろ雪ゆき緒おと惑わく羅ら葉ば兵ひよう衛えが顔を合わせていた。

　現代設備満載のビルの中の一室とは信じられない位の――和風の茶室を再現した内装になっている。床は畳、壁は土壁、扉の手前には障子が設けられていて、小さな窓には外部から光ファイバーで導いてきた陽光があたる仕様であった。

　広さは茶室としては広めの六畳余り。

　卓は無く……二人は座布団の上に正座して座っている。

「明日の会議だが」

　公式の会見では勿もち論ろん――ない。

　湯飲みの茶を一口啜すすってから兵衛は言った。

「十六夜いざよい家はここぞとばかりに責任追及をする積もりの様だが」

「でしょうね」

　苦笑して頷うなずく雪ゆき緒お。

「他の三家も殊更に御み杖つえ代しろ家を庇かばう積もりは無かろう。建前としては〈破は組ぐみ〉の失態という形にもなっているから、それなりに惑わく羅ら葉ば家としても釈明はさせてもらうが、正直言って、御杖代家の方までは手が回らん」

「仕方在りませんね」

　あまり気にした様子も無く雪緒は言った。

「十六夜いざよいと伽が藍らん堂どうは、御杖代と惑羅葉の癒着を問とい質ただす構えの様だ」

「癒着？」

「端的に言えば、私と貴女あなたが不義密通をしているのではないか、という事らしい」

「ああ。なるほど――そう見えますか」

「男と女だからな」

　と兵ひよう衛えは言った。

　兵衛は妻帯者で子供も二人居る。対して雪緒は未婚である。御杖代の家を切り盛りするのに忙しく、婿養子を迎える余裕も無いというのが実際だが――これを兵衛の存在に紐ひも付けて邪推する人間が居るらしい。

〈ミカヅチ〉の者と言ってもやはり人間。

　男女間のどろどろした話もそれなりにある。何ど処こまで行っても金銭と情交は権力者と切り離せない。それは〈ミカヅチ〉の様な特殊な閉鎖社会でも同じ事である。

「くだらんとは思うが、身の潔白を証明する手段が無ければ、吼ほえても意味はない」

「放ほうっておけば良いかと思いますが――今回の事に上乗せして責め立ててくると？」

「恐らくはな。正直、こうして会っているのもあまりよろしくない」

「でしょうね」

　雪緒は苦笑を深めて見せた。

「未まだ一介の兵であった頃ころが――技の錬磨にのみ明け暮れていた日々が懐なつかしい」

　武人・惑羅葉兵衛ならではの台詞せりふである。

　権力者としての立場に就いてしまえば、力の強さや技の鋭さだけでは解決できない問題も山積みとなる。それでも兵衛は、よくこれらを捌さばいてきた方ではあるのだが。

「〈ミカヅチ〉もあるいはそろそろ終わりか」

「剣けん呑のんな事をおっしゃいますね」

　と言いつつ雪緒の表情にも同意の色がある。

「鬼おに猟かりの為に――その為だけに造り上げられた組織の筈はずが、いつの間にか内輪での権力闘争に邁まい進しんする輩が蔓延はびこりすぎた。外部から批判を受ける事の無い、秘密組織の宿命ではあるのだろうが……な。かといって大改革をしている余裕も無い」

　ヤドリギ事件はミカヅチの状態にかかわらず発生するだろう。

「千年……ですものね」

「黄金時代の終わり、か」

　兵ひよう衛えは溜ため息いきをつくと、改めて茶を啜すすった。



　　　



　ミカヅチ本部を出た時間が遅かったので、食事は逆さか木きと共に外で済ませ――紅ぐ蓮れんと梨り緒おは何とか日付が変わる前にマンションへと戻ってくる事が出来た。

　予あらかじめ予約炊きしておいた風ふ呂ろに、先まず紅蓮が入り、次に梨緒が入る。これはいつも通りである。今は梨緒が風呂に入っている。

「…………」

　電気ケトルで沸かした湯を使い烏龍茶ウーロンチヤを淹いれながら、ふと紅蓮は部屋の片隅を見た。

　そこには樹脂製のコンテナが今も幾つか積み上げられている。その殆ほとんどはミカヅチから貸与されている装備品一式だが、三つばかりは、梨緒の私物が入っている。言うなれば彼女の箪笥たんすの様なものだ。

　彼女がこのマンションに押しかけてきた時はもっと私物は少なかった。

　それがいつの間にか増えている。いや――いつの間にかではなく、これは紅蓮の要請によるものだ。当初はろくに私服も持っていなかった梨緒だが、流石さすがに常に――二四時間三六五日、学生服か戦闘服かスウェットか、では不自然である。『普通の女っぽい格好も持っとけよ』と紅蓮が何度か忠告した結果、通販で買いそろえたらしかった。

『これで不自然ではないですか？』

　とワンピースを着て首を傾かしげる梨緒の姿に、思わず見とれてしまった事も在る。

　他の同級生の様な、いわゆる、小こ洒落じやれた雰囲気は梨緒には無い。

　どんな格好が似合うかと問われれば、出来るだけ余計な装飾を落とした、簡素な衣装と紅蓮は答えるだろう。梨緒が美人なのは紅蓮も認めざるを得ないが、彼女の美しさは強きよう靱じんさを内に呑のんだ獣の様な――牝め鹿じかの様な自然の美しさで、いちいち飾り立てる様なものではないと思う。いわば機能美だ。

　だからこそ、シンプルなワンピース姿は……やたら似合っていた記憶が在る。

「……あいつ」

　改めて思うのは御み杖つえ代しろ式しき修しゆ羅ら奇き兵へいの事だ。

　もし梨緒が御杖代式修羅奇兵の実験体に志願していたとしたら、彼女は今回の事件で殺されていた可能性が在る。逆木は詳しい現場の状況については教えてくれなかったが……もしヤドリギに殺されたのなら、あるいは御杖代式修羅奇兵が同士討ちをしたのだとしても、恐らく、実の親でも見分けがつかない程に遺体は破壊されていた事だろう。

　梨り緒おがそんな風に死なずに済んで、ほっとしている自分が居るのを紅ぐ蓮れんは自覚していた。

　最初はひどく鬱うつ陶とうしかった。

　憎いとさえ思った事も在る。

　だが――数ヶか月げつ一緒に暮らしてみて、やはり見えてきたものは数多い。

　梨緒もまた少女である事に違いは無いのだと。

　改めて彩あや花か達と会った事も影響しているのかもしれない。御み杖つえ代しろ家の為に役立つ事、御杖代家にどれだけ奉仕するか、そんな事が価値観の根本に擦り込まれ、これを疑いもしない思考停止状態の者達――価値観の奴隷とも言うべき彼等らと比べると、やはり梨緒は真っ当に見える。彼女は彼女なりに考え、悩み、頑張っているのが分かるからだ。

「――御お兄にい様さま」

　ふと声が掛かる。

　ふわりと体重が無いかの様に――いや実際に体重など無いのだろうが――黒い和装の少女が紅蓮の脇から回り込んで、顔を覗のぞき込こんできた。

　深しん紅くである。

「ひょっとして……絆ほだされたの？」

　存在しない筈はずの妹はからかう様にそう尋ねてくる。

「絆されるって……」

「惚ほれたの？　って事」

「…………」

　紅蓮は苛いら立だたしげに息を吐いた。

　この紅蓮にしか見えない少女は、呪じゆ術じゆつ絡みの知識を口にする他にも、時折、想おもい出だした様に出てきては何やらこちらの胸の裡うちを見透かした様な事を言う。

　今までは琴こと音ねとのすれ違いじみた関係に苛立つ紅蓮の前に出てきては、揶や揄ゆする様な事を言っていたものだが――

「御兄様は浮気者ね」

　ころころと愉たのしげに深紅が笑う。

「そもそも琴音と付き合ってた訳でもねえよ」

　気持ちが噛かみ合わない。

　琴音は罪悪感から紅蓮の側そばに居るだけで。

　紅蓮は過酷な環境の中で出会った彼女の存在に慰めを得ていただけで。

　ごく普通の少年と少女として出会っていたら――あるいは互いに興味すら持たなかったのかもしれない。分からない。紅蓮にとって琴音は大事な存在だが、しかしそれが恋愛感情そのものなのかと問われれば……もう分からなくなっていた。

「所しよ詮せん、御兄様は普通の人間じゃないもの」

　深しん紅くはきゅっと口の端を吊つり上あげながら言う。

「琴こと音ねにこだわっている間は、御お兄にい様さまは『完成』しない」

「…………なに？」

　それは一体どういう意味か。

「彼女は予定外だから」

「訳が分からねえよ。何が言いたい？」

「どうせ抱くなら御み杖つえ代しろの女の方が御兄様にとってはいいと思うの」

「…………なんなんだ、お前は。俺おれは」

　別に梨り緒おの事など――

「ほっとしたのでしょう？　彼女が自分みたいな化け物にならなくて」

「…………」

「彼女の身を案じたのでしょう？」

「…………それは」

　そうかもしれないが。

　しかし――

「あいつは、あいつのままでいい。それだけだ」

　紅ぐ蓮れんは言った。

　もし梨緒が御杖代式修しゆ羅ら奇き兵へいになっていたら。

　もし梨緒が死んだら。

　やはり自分は悲しむのだろう――と紅蓮は思う。

　それが異性に対する恋愛感情と同じかどうかは分からない。

　それが琴音に抱いている気持ちと同種かどうかも分からない。

「俺は……」

「――どうかしましたか？」

「えっ……!?」

　唐突に掛けられた声に紅蓮は思わず硬直する。

　深紅の姿は幻の様に――いや幻そのものとして一瞬で消滅していた。

「い、いや！」

　慌てて振り返ると、湯上がりの梨緒が、脱衣所から顔だけだしてこちらを見ている。

　何かとても恥ずかしい処ところを覗のぞき見みされた様な気がして――そんな訳はないのだが――紅蓮は首が捻ねじれて一回転しそうな勢いで首を振った。

「なんでもない！」

「……そうですか」

　不思議そうに瞬まばたきをしてから再び脱衣所に引っ込む梨緒。

　溜ため息いきをついて紅ぐ蓮れんはカップの烏龍茶ウーロンチヤを一気に飲み干し――その熱さに思わず、むせた。



　　　



　紅蓮のマンションで彼と梨り緒おの不在を確認した後の『暇ひま潰つぶし』について……琴こと音ねは特に気を遣っていた訳ではない。

　実を言えば気を遣うだけの余裕も無かった、と言った方が正しいだろう。

　考えてみれば学内でも女子人気の高い明あか月つきと一緒に歩いている、それもほぼ毎週……となると、同じ学校の生徒に目撃されれば何かと妙な噂うわさが立ちかねないのは分かっていた。

　だが実際に二ヶか月げつ以上もこうした『暇潰し』を繰り返していても、特に噂の類たぐいは生じていなかったし、明月とはいつも次週の約束をするでもなし、琴音もその事については多少、無頓着になっていた。

　だから……だろうか。

　明月と歩いている処ところを、思いも寄らない相手から目撃された際には――琴音は一瞬、相手が何を言っているのか理解出来なかった。

「この間の土曜日――何だか格好良い人と歩いてたね」

　夕食の後、部屋に戻って明日の予習をしていると……妹の鈴すず音ねが部屋にやってきてそんな事を言い出したのである。

「…………え？」

　琴音は手を止めて妹を振り返る。

　鈴音は――両手を腰に当てて琴音の方を眺めている。何というか『さあ吐け』と言わんばかりの態度であった。『鬼の首をとったかの様な』というのはこういう表情を言うのだろうなあ、とぼんやり琴音は考える。琴音はあまり流行言葉の類に詳しくないのだが――今風に言えば『ドヤ顔』というやつか。

　そんな妹の様子を見る事数秒――ようやく琴音は、紅蓮のマンションにもう通っていないのがバレたのだという事、更には明月にほぼ毎週『暇潰し』に付き合って貰もらっているのがバレたのだという事を、理解した。

「あ……ああ。そうだね」

　琴音は曖あい昧まいに頷うなずいた。

　言われてみれば確かに明月は『格好良い』――前述の通り同じ学校内でも女子人気はかなり高い。盆栽が趣味というちょっと年寄り臭い処は在るが、容姿は端麗、態度は紳士的、世間一般的な女子高校生の評価基準で言えば『理想的な彼氏』になるのかもしれない。

「てっきり紅蓮の奴やつの処ところに未まだ通ってるんだと思ってたよ」

「…………」

　琴こと音ねは淡い笑顔を取り繕う。

　妹の前ではあまり暗い表情を見せたくなかった。

「太た刀ち花ばは明あか月つきって――なんか字面は見ると凄すごい名前だね」

「……鈴すず音ね？」

　さすがに琴音は驚いて妹の顔をまじまじと見つめる。

　明月と歩いている処ところを見られたという事そのものは、そう驚く様な事でもないが――どうして妹が彼の名前まで知っているのか。少なくとも一緒に歩いている時は琴音は『先輩』としか呼んでいなかった筈はずだが。

「お姉ちゃんの学校の生徒会書記だって？」

「…………」

　琴音もさすがにこれで察しがついた。

　鈴音は姉と一緒に歩いていた明月について調べたのだ。携帯か何かで写真を撮ったのだろう。交友関係が広い鈴音の事だから、ツテを辿たどれば琴音の高校の生徒とも繋つながりは在るだろうし――明月は目立つので、大抵の生徒は写真を見せられれば誰だれか気付くだろう。

　この話題を持ち出すのが目撃した翌日ではなく、今日まで時間が開いたのも多分、この為なのだろう。妹ながら用意周到で呆あきれてしまう。

「付き合ってるの？」



    

  
    
      



    

  
    
      「付き合ってないよ」

　あっさりと琴こと音ねは否定した。

　これがどうやら鈴すず音ねには意外だった様で――彼女は慌てて言った。

「え？　でも……だったらどうして？　紅ぐ蓮れんの処ところにはもう行ってないんでしょ？」

「うん。紅蓮は最近ずっと、婚約者の梨り緒おさんと一緒に土日はスポーツジムに行ってるみたいだから、留守なの」

「梨緒って――あの無愛想な感じの、女？」

「鈴音、梨緒さんと会った事あるの？」

「――お姉ちゃんが入院したときにちょっと」

　と、一瞬バツの悪そうな表情を浮かべる鈴音。

　この様子だと多分、梨緒や紅蓮に失礼な物言いをしたのだろう。

　以前は紅蓮によく懐なついていた――紅蓮の事を『お兄ちゃん』と呼んで、ある意味で琴音以上に仲が良かった位だ――鈴音だが、紅蓮が笹ささ原はら家を出て行った辺りから、いきなり態度が変わって彼を毛嫌いする様になった。

　以来、紅蓮と、紅蓮の周囲の人間を鈴音は嫌う。

「でも、だったら、もうお姉ちゃんは紅蓮にこき使われる必要は無いんでしょ？」

「別に前からこき使われていた訳じゃないよ。何度も言ったけど」

「でも……！」

　鈴音は食い下がる。

「紅蓮が幸せになったらってお姉ちゃんいつも言ってるけど。それって具体的にどうなったらよ？　紅蓮が幸せになるって何？　幸せ度数測るメーターでもあんの？」

「…………」

　それは実の処……琴音は敢あえて考えないようにしてきた事だ。

　どうしてかは分からない。分からなかった。

　ただ――

「お姉ちゃんさ。もう本当、いい加減にしなよ。良い機会じゃん。紅蓮の事はその婚約者に任せちゃえば。お姉ちゃんはその太た刀ち花ばはって先輩と付き合えばいいよ。少なくとも紅蓮とはそれで何でもなくなるし」

「鈴音――」

　妹は恐らく明あか月つきの事を本当によく知って『付き合え』と言っているのではないのだろう。

　紅蓮と琴音の関係がすっぱりと切れてしまうなら――そしてその上で体裁の良い『彼氏』ならば誰だれでも良いのだ。周囲も、この相手ならば、紅蓮との関係が切れて当然だと思う様な――出来の良い少年であれば。

「嫌いじゃないんでしょ？」

「良い人だよ。それは間違い無いと思うけど」

　言いながら……琴こと音ねは急に脳裏で、今まで曖あい昧まいだった何かが形を採り始めるのを感じる。

　その切っ掛けが今交わしていた会話だと知ったら、妹はどんな顔をするだろうか。以前から漠然と感じていた事ではあるが、それを敢あえて先送りにしてきた。結論を出さずに曖昧なままに留めてきた。

「嫌いじゃないんでしょ？」

　鈴すず音ねは繰り返してくる。

「嫌いじゃないよ。でも多分、好きでもない」

　恋愛の対象ではない。

　彼と一緒に居たい訳ではない。彼とキスしたい訳でも、彼に抱かれたい訳でもなく、だからそれは多分――恋愛感情ではない。

「でも、じゃあどうして」

「私が好きなのは――愛しているのは、紅ぐ蓮れんだもの」

「……っ！」

　鈴音は言葉に詰まる。

　当然だろう、何度も何度も問われて、琴音は今まで否定してきた。

　紅蓮との関係は恋愛のそれではないのだと。

　しかし――

「多分、今までずっと誤ご魔ま化かしてきたんだと思う。罪滅ぼしなんだって」

「お姉ちゃん、それは」

「でも違うんだよ。だって私、私の為に、紅蓮が好きだもの。紅蓮が欲しいもの。今も、梨り緒おさんと紅蓮が一緒に居るんだと思うと――私……」

　手の中でみしりと音がする。

　琴音が右手に持っていたシャープペンシルを、へし折らんばかりの強さで握り締めているからだ。だがその事を琴音本人は自覚していない。

「でも……紅蓮が好きなのは……多分、私じゃ、ない」

　琴音は呟つぶやく様に言った。

「お姉ちゃん――」

「ごめんね。鈴音。今はちょっと――一人にして」

　途方に暮れた様な表情の妹に、ぎこちない笑みを向けて琴音はそう言った。



　　　



　彩あや花かが意識を取り戻したとの報しらせを受けて――ミカヅチの上層部は急きゆう遽きよ、査問会を開く事を決定した。

　ミカヅチ六家の家長や家長代行を含めた六名に加え、その腹心や護衛を含めた二十名余りがミカヅチの本部ビルに集まるのには、一時間も掛からなかった。それだけミカヅチ全体で〈銀しろがね〉の――御み杖つえ代しろ式しき修しゆ羅ら奇き兵へいの投入は重要視されていると同時に、その初戦での壊滅は問題視されているという事だ。

　ミカヅチの本部ビル最上階。

　現在――その会議室に三十名余りの人間が詰めていた。

　広い部屋の真ん中には六名分の席を備えた円卓が在り、更にそれを取り囲む様にして二十名強の座席が壁際に設けられている。その中には――〈破は組ぐみ〉の長である迫さこ水みずや、逆さか木き、それに〈銀〉班の装備を選定した〈装そう組ぐみ〉の責任者、野の神がみの姿も在った。

「〈破組〉特務班〈銀〉――班長・御杖代彩あや花かです」

　雪ゆき緒おの言葉と同時に会議室の扉が開き、病人着を纏まとった娘が入ってきた。

　三日目にしてようやく意識を取り戻した彩花である。

　戦闘の際の消耗か、あるいは単に三日間の無意識状態を栄養点滴で乗り切った結果か、全体的に彩花はやつれた様な印象が在る。元より痩そう躯くではあったが、今は病的な印象が強い。切れ長の細い双そう眸ぼうは、異様な――炯けい々けいとした光を灯ともしている。

　一体この娘はあの現場で何を見たのか。

　御杖代家が自信満々に送り出した修羅奇兵達は、どうしてこの娘を残して全滅したのか。

　事実を明らかにする為に、彼女は此こ処こに引きずり出されているのである。

「御杖代彩花」

　伽が藍らん堂どう家の家長である老婆――伽藍堂紫し乃のが声を掛ける。

　今回、御杖代家、惑わく羅ら葉ば家は、彩花と共に糾弾される側に在る為、情報収集と分析を専門とする伽藍堂家が場を仕切る事になっている。

「通信記録を見る限り、貴女あなた達が工場内に突入、記録番号二○八九九番のヤドリギを追い詰め、これを殲せん滅めつする処ところまでは問題がなかった。異常事態はこの直後に起きた、そう考えて良いのかしらね？」

「……はい」

　彩花は頷うなずいた。

　自分の立場が嫌という程に分かっているのだろう――彼女はやや俯うつむいたままで視線を誰だれとも合わせようとしない。

「詳しく聞かせてくれるかしら？」

「はい」

　もう一度頷いてから彩花はぽつりぽつりといった口調で話し始めた。

「我々は問題無く、状況開始から十三分三十秒、想定時間よりも六分三十秒も早くに件くだんのヤドリギを殲せん滅めつしました。これは物理的破壊の後、依より代しろから遊離した本体に対する呪じゆ術じゆつ的破壊も含めた数字です。この後、我々は別働隊として工場の封鎖に動いていた第二班に連絡をとっています」

「しかし返事は来なかった？」

「はい。その時点で既に第二班は壊滅していたと思われます」

「どうして？」

「ヤドリギが――」

　一瞬、彩あや花かは言葉を途切れさせる。

　慚ざん愧きの念か。あるいは恐怖からか。彼女はしばし躊ちゆう躇ちよするかの様に沈黙していたが――

「御み杖つえ代しろ彩花」

　責める様に十六夜いざよいの家長が先を促す。

「はい。申し訳ありません。ヤドリギが、第二班を既に殲滅していたと思われます」

「待ちなさい。ヤドリギは貴女あなた達が殲滅したのでしょう？」

「ですから」

　彩花は言った。

「それとは別のヤドリギです」

「……！」

　会議室にざわめきが広がる。

　一つの現場にヤドリギが――複数。

　確かにこれは想定外だ。

「でも記録によれば貴女達は六名でヤドリギ一体を斃たおしている。第二班も事実上同じだけの戦力だったとすれば、一方的に壊滅させられるのは少しおかしいのでは？」

「ヤドリギは、我々が斃した個体の他に、五体いました」

「……なに!?」

　驚きの声が上がる。

「馬鹿な。徒党を組んで……？」

「いや。以前から可能性は指摘されて――」

「何よりも問題なのは情報が漏れて――」

　ヤドリギが複数同じ現場に居るなどという事はいままで無かった。

　少なくともミカヅチの記録には残っていない。しかも六体同時となると、今までの記録や事実から推測するに――偶然とは考えられない。明らかにヤドリギ達は徒党を組んで狩場に集まってきたのだ。

　しかもその場合……ミカヅチ側の情報がヤドリギ側に筒抜けになっていた事を意味する。

　以前から、ミカヅチの封滅陣の効果範囲や、幾つかの重要情報が外部に流出しているのではないかという懸念は在ったが、これが完全に裏付けられた形になる。

「さすがに私達も一人一体を相手にしては勝てません。しかもその五体は第三段階に達しており、特殊能力を自由自在に使いこなしていました」

「何と……」

　呻うめく様な声が会議室のあちこちで上がる。

「結果――我々の部隊は全滅しました」

「成る程」

　紫し乃のは頷うなずく。

　他の者達はそれぞれ顔を見合わせ、あるいは手元の資料をめくりながらこの由ゆ々ゆしき事態に対してどう応じるべきか思案している。彩あや花かの報告は、ミカヅチの在り方そのものを根本的に揺るがすものだったからだ。

　しかし――

「だが一つ不思議というか不可解な事が在るの」

　紫乃は言った。

「答えてくれるかしらね、御み杖つえ代しろ彩花」

「私にお答えできる事ならば――」

「当初は、他の十一人が呪じゆ術じゆつ式を暴走させて、殺し合いを始めたのではないか、と疑われていたのだけれど。そしてたまたま貴女あなただけが暴走を免れていたのではないか、とね。だから貴女はほぼ無傷で生き残れたのではないかと。けれど――実際には違っていた」

「……はい」

「五体もヤドリギが居て。他の十一人は残らず全滅して。なのに貴女だけがほぼ無傷で現場から逃げてこられたのは何な故ぜ？」

「…………」

　彩花は答えない。

　会議室の空気が急速に冷えた様に――居合わせた者達は感じた。

「無傷でなければならなかった……とか？」

　紫乃は眼めを細めて尋ねる。

「…………ば」

　俯うつむいたまま彩花が何事かを呟つぶやく様に言った。

「なに？」

「トロイの……木馬」

　ゆっくりと顔を上げながら彩花は言った。

　その唇の両端がきゅっと吊つり上あがって――裂け目の様な笑みを形作る。

「……って、御存知？」

　次の瞬間――会議室に轟ごう音おんが響き渡った。

　ほぼ同時、三方から放たれた45口径弾が彩あや花かに命中していたからである。

　迫さこ水みず。逆さか木き。そして野の神がみだ。

　彩花はその場で一回転……その後、崩れる様にして床に倒れた。

「まさかの予感的中――かね」

　野神は腰の後ろからコルト・ガバメントの予備弾倉を引っ張り出しながら言った。

　慌てて六家の護衛達も懐から銃を抜き、全員が席を立った。

　迫水達の反応の早さ、躊ちゆう躇ちよの無さは、逆木が――というよりも彼の上司である紫し乃のが『彩花がヤドリギに汚染されている可能性』について考慮していたという事だろう。

「どうやら俺おれ達は勘違いで仲間を殺した阿あ呆ほうにならずに済んだみてーだな」

　迫水がうんざりした様子で言う。

　彼の――いや、全員の視線の先で、悠然と起き上がる彩花。

　確かに三発の45口径弾が命中していた筈はずなのに……その姿の何ど処こにも傷が無い。

「酷ひどいですね。最初から信じてくれてなかったのね」

　彩花は笑いながら言う。

　だが次の瞬間、二十発を越える対ヤドリギ用呪じゆ化か弾頭が、その身体からだに食い込んでいた。

「お下がり下さい！」



    

  
    
      



    

  
    
      　護衛達も、迫さこ水みず、逆さか木き、野の神がみ達と共に銃を撃つ。

　総計十五挺ちようの銃から送り出された銃弾が、再び床に倒れた彩あや花かの身体からだを破壊する。

「トロイの木馬ね。此こ処こまで潜り込んできたまでは良かったがな」

　引き金を引きながら迫水は言った。

「おめえさんはもうおしまいだ。この部屋の外にゃ、万一に備えて〈滅めつ組ぐみ〉の呪じゆ術じゆつ師しも居る。封滅陣も張れるぜ」

「……そう？」

　銃声の合間からその声は聞こえた。

　嘲あざけりを含んだ――声が。

「――ッ!?」

　轟ごう音おんと共に壁の一部が吹き飛んだ。

　壁際に居た者達が衝撃と爆風に揃そろって薙なぎ倒たおされ、粉々に砕けたコンクリートその他の建材と共に、赤黒いものが床にぶちまけられる。それが何なのか分からない者はこの場には居なかった。引き裂かれ叩たたき潰つぶされた人体だ。それも恐らくは――会議室の外に待機していた〈滅組〉呪術師の。

「なんだ!?」

「警備室の人間を殺すのは簡単だったわよ？」

　彩花が笑いながら言い――その姿が急速に変化してゆく。

　異様に肩幅が広がり、頭部が、まるで粘土人形を引き延ばすかの様に、ぐにゃりと前後に伸びてゆく。髪は自ら舞い上がり、空中でよじれて角となる。まるでゴリラの頭部をそっくりそのまま、ウナギか何かとすげ替えたかの様な姿になっていた。無論、ウナギに角は無いが。

「私の能力は〈時限爆弾〉だから」

　そう言って彩花は――彩花だったものは、右手を振った。

　壁に、あるいは身構えるミカヅチの人間に、べちゃりとへばりつくのは――血だ。

「ばぁん」

　彩花がふざけた様な口調で言ったその瞬間、壁は、そして血が付着した人間の身体は、その部分がいきなり消滅した。

「がっ……？」

　右脇腹を大きく抉えぐられた状態で護衛の一人が倒れる。

「実際には爆縮、なんだけどね」

　と彩花だったヤドリギは笑う。

　即すなわち――彩花の能力は、己の血が付着した周囲、一定範囲の空間を、爆縮させる能力だという事だ。そしてそれは任意の時間に発動させる事が出来る。彩花は予あらかじめこっそりと警備室の人間に血を付着させ、時が来れば爆縮が発動する様にしておいたのだろう。

　恐らく警備の者達は、いきなり身体からだの一部を大きく抉えぐり取とられ、警戒を促す暇も無く、同時に死んだのだ。

　そして――

「やあ、御苦労」

　吹き飛んだ壁から悠然と二体の異い形ぎようが踏み込んでくる。

　大柄な異形と小柄な異形。

　片方はまるで阿あ修しゆ羅らの如ごとく――六本の腕を持ち、眼めの代わりにそこからねじくれた角を生やしている個体。

　もう片方はひどく身長は低いが、その代わりに二本の脚に加えて、腰から十数本の触手を腰こし簑みのの様に生やしており、頭部には王冠の様にぐるりと後頭部から一周する細い角を生やしている個体だった。

　言うまでも無くヤドリギだ。

　彩あや花かの〈時限爆弾〉――時が来れば発動する必殺の能力に合わせて、このミカヅチの本部に踏み込んできたのだろう。

「三体……！」

　逆さか木きが青ざめて叫ぶ。

「さすがにあかん――」

「いやいや」

　大柄な異形が言った。

「ここに上がってきたのが私達というだけですよ。他にも二名居ますがね」

「ああ面倒臭ぇ面倒臭ぇ」

　小柄な異形が言った。

「とりあえずお前、死んどけや」

　台詞せりふを吹き飛ばす様に銃弾が小柄な異形に殺到する。

　だが――

「――!?」

　次の瞬間、銃弾は全すべて空中で消えていた。

　否いや。それは消きえ失うせたのではなく――

「――え？」

　きょとんとした表情で逆木は己の腹部を見下ろした。

　まるで十発近い銃弾を一度に喰くらったかの様に、ぐずぐずになった自分の腹部を。

「な……なんやこれ……」

　少し間の抜けたその一言が逆木の最期の言葉となった。

　驚きよう愕がくの表情のまま彼は床に倒れる。

「逆さか木きッ!?」

　迫さこ水みずが叫ぶ。

　だが――彼は同僚に駆け寄っている暇は無かった。

「さあて。そろそろ死んどきましょうか。ミカヅチの皆さん？」

　大柄な異い形ぎようがそう言うと同時に、眼めの代わりに備わっている角が蒼あお白じろい光を発する。

　次の瞬間、空中を横に走った電光が、数名のミカヅチ関係者を捕らえた。

　絶叫と共に痙けい攣れんするミカヅチ関係者達。

　それは――電撃だった。

　光の蛇に巻き付かれた者達は、身体からだのあちこちを破裂させながら床に転がる。とんでもない高圧電流を人体が喰くらうと、灼やける以前にこうして破砕する事になるのだ。

「はは。どうですか私の〈飛ひ雷らい震しん〉」

　大柄な異形は朗らかに笑いながら言った。

「ちょっと他の方の能力に比べると、地味というか、ありきたりなんですがねえ」

　確かに……他のヤドリギの能力に比べればそれは、むしろ単純な異能とも言える。

　しかし純然たる殺傷能力という意味では強力無比だ。

「ちぃっ――」

　野の神がみがガバメントを連射。

　だがこの銃弾も小柄な異形に届く前に空中で消え――次の瞬間、野神の頭上から、彼の脳天へと雨の如ごとくに降り注いでいた。

「がっ!?」

　頭を、自らが撃った銃弾に貫つらぬかれて倒れる野神。

「銃は無駄なんだよ」

　小柄な異形が嘲あざける様に言った。

「俺おれァ空間と空間を繋つなぐ事が出来るからなあ？」

　それはつまり自分に撃ち込まれた銃弾を、好きな処ところに、好きな角度で転移させる事が出来るという事か。

「名付けて――げがっ!?」

　自信たっぷりにその能力の名を語ろうとしたその瞬間、小柄な異形は背後から頭部を刃物で貫かれていた。しかも貫いた瞬間に、電流によって発動した呪じゆ術じゆつが炸さく裂れつ、小柄な異形は頭部から煙を放ちながら痙攣する。

「この化け物――」

　兵ひよう衛えである。

　同時に他の生き残り数名も呪術刀を使って小柄な異形に斬きり付ける。

　だが――

「一人なら良かったんだけどねえ」

　という彩あや花かの言葉と同時に、兵ひよう衛えの頭部が消滅した。

　爆縮によって首から上を削り取られた兵衛の胴体がどさりと床に倒れる。

「――！」

　次の瞬間、飛んできた稲妻が他の者達も薙なぎ倒たおしていた。

「ああ。でもあんまり灼やかないでよ」

　彩花が笑いながら言った。

「後で食べるんだから。生の方が美お味いしいわ」

「まったくだ」

　呪じゆ術じゆつ刀を自ら抜きながら小柄な異い形ぎようが言った。

　小柄な異形はそのまま、片手で呪術刀を振って――投げる。

　弾丸にも等しい勢いで飛んだそれは、壁際で対抗呪術を練り上げていた雪ゆき緒おの左胸を貫つらぬいていた。

「がひっ――」

　胸を刀に貫かれ、さらに壁に縫い止められた雪緒は、異様な吐息を漏らす。

「そろそろ面倒臭くなってきたわね」

　彩花が言った。

「とりあえずまとめてぶち殺しましょうか」

「そうだね。任せるよ」

　大柄な異形が頷うなずく。

　彩花は――両手を広げてその場で一回転。

　指先から迸ほとばしった血が、辺りにびしゃりと飛び散る。

「ばぁん」

　気の抜けた擬音と共に――ミカヅチ本拠ビルの会議室に、壁といわず人体といわず、大量の『穴』が開いた。



　　　



　何ヶか月げつも一緒に暮らしていれば――特に意識して覚えていなくとも、相手の些さ細さいな仕草や物腰について区別がつくようになる。それが梨り緒おの様な、基本的に無表情で今一つ何を考えているか分かりにくい様な少女でもだ。

　即すなわち――

「……なんだ？」

　今日の夕食――豚肉のショウガ焼きとサラダと冷ひや奴やつこだ――の皿をテーブルに並べながら、紅ぐ蓮れんは梨り緒おの横顔を見て眉まゆを顰ひそめた。

　恐らく見慣れていない人間には、いつもと変わらぬ鉄面皮に見えるだろう。

　だが紅蓮はそろそろ、微妙な首の角度や眉の寄せ方の違いから、彼女が少し当惑しているのだという事に気付いた。

　携帯電話を片手に持っていて、どうやらいつもの定時連絡を本部にしている様なのだが。

「どうかしたのか？」

「…………」

　梨緒は――答えない。

　これもまた珍しい事だ。

　愛想はとことん無いが、相手の言葉を無視する事は少ない少女である。恐らくは無視しているのではなくて聞こえていないのだろう。

「梨緒！　飯出来たぞ」

　やや声を大きくして紅蓮は言う。

　ちなみに夕食は一日交替でそれぞれが担当すると当初に決めていたのだが……梨緒の造る料理はどうにも極端というか、辛すぎる、甘すぎる、酸すっぱすぎる、と何かの味が突出して食べにくい代物になる事が多く、ついつい紅蓮が自分から先に台所に立つ事も多い。

「…………」

　梨緒は瞬まばたきをしながら紅蓮の方を振り返る。

「どうしたんだよ？」

「いや……それが」

　梨緒は――本当に珍しい事だが――途方に暮れている様に見えた。

「連絡がつかなくて」

「連絡がつかない？　電波の不都合とかか？」

「いえ。呼び出し音は鳴るのですが」

「…………」

　それは単に相手が留守なだけじゃないのか？　と言いかけて、紅蓮はその意味に気付いた。〈ミカヅチ〉本部が電話の相手だ。二四時間、年中無休――留守などという状態が在る筈はずも無い。

「どういう事だ？」

「分かりません」

　分からないから困っているのだ――と言わんばかりに、梨緒の口調は少しだけ尖とがっている。

　次の瞬間、彼女は自分の口調がやや八つ当たり気味になっていたと気付いたのか、少し眼めを伏せて『すみません』と言ってきた。

「いやまあ。いいけどな」

　頬ほおを掻かきながら言う紅ぐ蓮れん。

　そして――

「嫌な予感がします」

　改めて携帯電話を操作しながら梨り緒おは呟つぶやく様に言った。



　　　



　優秀な兵士の条件は、数多くの敵を殺せる事――ではない。

　単純に殺傷力の大小を問うならば、兵士は航空機から投下される爆弾一発にも劣る。兵士見習い一人を一人前の軍人に育てる為に要する費用を思えば、対費用効果コストパフオーマンスはあまりにも悪すぎるという事になってしまう。

　だから本当の意味で優秀な兵士の条件とは、掛けられた費用を償却せぬままに死なない事――つまり確実に生きて還かえってくるという事だ。

　また……戦闘より生き残った兵士によってもたらされる諸もろ々もろの情報は、次の戦闘の趨すう勢せいを大きく変える可能性がある。敵の能力。性質。装備。戦術。志気。これらを知っているのと知らないとでは勝算が劇的に変わってくる。現代の戦争は情報戦の段階でほぼ勝敗が決まると言われる所以ゆえんだ。

　だからこそ、生存能力サバイバビリテイの高い兵士は、それだけで価値があると言える。

　そして……迫さこ水みず純じゆん一いちは優秀な兵士だった。

「……くっそ……」

　助手席のシートにぐったりと身体からだをあずけながら迫水は呻うめいた。いかにも応急処置と言わんばかりに、ぞんざいに包帯を巻かれた左腕が重い。

　運転席では〈破は組ぐみ〉の部下が険しい表情でハンドルを握っている。

　迫水と、この部下と、そして後部の貨物室に乗っている数名――これが恐らく〈ミカヅチ〉本部から脱出出来た生き残りの全すべてだった。

　百名以上の人間が詰めていた〈ミカヅチ〉本部は、わずか半時間で壊滅した。実の処ところ――あの会議室に居た迫水が生き残れたのも奇跡に近い。〈ミカヅチ〉六家の長が全て殺された時点で、迫水は戦闘そのものに見切りをつけ、生き残りを集めて脱出する事に専念したのだが――それでも、この結果だ。

　すぐに他の施設にも連絡を取ろうとしたが、どうやら通信妨害が掛けられていたらしく、本部周辺ではまったく不通……このトラックで本部から離れてようやく各所に連絡を付ける事が出来た。

　厳重警戒、場合によっては施設を放棄して逃げる様にと促したが……さて、これもどれだけ意味があったろうか。

　施設の中には〈ミカヅチ〉六家が直轄している処ところも多く、家長かそれに準ずる立場の者の指示が無ければ動かない可能性も高い。

「もっと早くに……考えるべきだったな……逆さか木き」

　唸うなる様な声で迫さこ水みずは呟つぶやいた。

　ヤドリギが組織化されている可能性が高い――そう判断した時点で、〈ミカヅチ〉は、ヤドリギからの逆襲の可能性を考慮すべきだった。それも組織的な襲撃を。

　今まで、〈ミカヅチ〉は千年近く一方的に『狩る』側にしか立った事が無かったのだ。勿もち論ろん、現場では少なからず死傷者が出ていたが――組織としてのミカヅチが個人としてのヤドリギと、対等の立場で戦っていた訳ではない。

　この千年に及ぶ慣れと、そこから来る油断が今回の事を引き起こしたと言える。ミカヅチという組織の旧態然とした内部での対立構造も、これを助長する事になってしまった。

「祇ぎ園おん精しよう舎じやの鐘かねの声こえってか。驕おごってた積もりはねーんだけどな」

　窓の外を流れる街の夜景を見ながら迫水は呟いた。

　諸行無常。

　どれだけ組織が強固で強大であろうと――それが存在の永遠を意味するものではない。未まだミカヅチが完全壊滅した訳ではないが、その権能は半減したと言えるだろう。

　しかし……

「――仇かたきは討つ」

　懐に吊つるしたＳ＆Ｗ・Ｍ３２５〈サンダーランチ〉回転弾倉式拳銃リボルバーの感触を指先で確かめながら迫水は呟いた。



　　　



　呆あきれた口調で紅ぐ蓮れんは言った。

「こんな時間からか？」

「こんな時間だからです」

　と梨り緒おは端的に答える。

　紅蓮のマンションの裏――駐車場。

　マンションの住人の自動車や、自動二輪、更には自転車等がまとめて停とめられている場所である。ただし駐車場とは名ばかりの代物で、屋根は無く、洗車用の水栓も無い、挙げ句にただの空き地にロープを張って区画を分けただけの代物なのだが。

　梨緒の愛車、ＢＭＷ・Ｆ６５０ＧＳ〈ダカール〉は普段、ここにカバーをかけて置かれている。黒い呪じゆ術じゆつ仕込みのカバー――梨り緒お以外の人物が迂う闊かつに触れると気分が悪くなるらしい――を素早く取り払うと、梨緒は背中にハードケースを背負って〈ダカール〉にまたがった。ケースの中身は武装一式、いつもの戦闘服は元々ライダースーツによく似ているのでそのままだ。

「昼間はまだしも、夜は、〈ミカヅチ〉にとって本来の活動時間です。基本的にヤドリギ狩りは夜間に行われますし、ヤドリギが活動するのも夜が多い」

「その理屈はわかるけどな……」

　紅ぐ蓮れんは腕を組んで梨緒を眺めながら言った。

「だからこそ夜に〈ミカヅチ〉に連絡がつかないというのは相当な異常事態です」

「それこそヤドリギ討伐に出掛けてるって可能性は？」

「連絡係も含めて全員ですか？　在り得ません」

「……そりゃそうか」

　頬ほおを掻かく紅蓮。

　さすがにちょっと間の抜けた意見だった様だ。

「しょうがねえな」

　言って紅蓮は当然の如ごとく梨緒の後ろにまたがった。

「……紅蓮。何の積もりです？」

「俺おれがお前の腰に触りたいが為に乗った様に見えるのか？」

「触りたいのですか？」

「んな訳あるかッ！」

　紅蓮は思わず叫びそうになって――だが既に時刻は午前零時に近い――慌てて声を抑えた。今まで左手に提げていたが、紅蓮も装備用のハードケースを背負って見せる。

「お前、俺の二四時間監視が仕事だろうが。勝手に一人で出掛けてんじゃねえよ」

「…………」

　梨緒は束つかの間ま、困惑するかの様に――それは多分、紅蓮や彼女と身近な人間にしか分からない程度の変化だったが――顔をしかめると、小さく頷うなずいた。

「感謝します。紅蓮」

「おう。恩に着ろ」

　照れ隠しに不ふ貞て不ぶ貞てしくそう言ってから、紅蓮は梨緒の腰に両手を回す。

「いいぞ」

「行きます」

　そう一言置いて――梨緒は猛然と〈ダカール〉で夜の街に飛び出していた。



    

  
    
      
第四章　生存の条件





　御み杖つえ代しろ家本邸。

　丹たん沢ざわ山さん地ちの山さん麓ろく部ぶに位置する、総面積五〇〇坪の土地に御杖代家の本拠は在る。

　木造平屋建てで純和風――武家屋敷造りの大邸宅である。重要文化財にそのまま指定されそうな佇たたずまいの建築物であるが、勿もち論ろん、この御杖代邸は見た目通りの旧ふるい建物ではない。

　地下には呪じゆ術じゆつ関連の研究施設が存在し、丹沢山中の研究所と平行して様々な実験を繰り返している。

　また呪術防壁は常つね日ひ頃ごろから幾重にも施され、住人以外は、正規の手続きを経ていなければ――つまりは屋敷の正面玄関から尋ねていかねば、方向感覚と記憶を混乱させられ、延々と周囲を迷い続ける様になっている。

　だから……

「ごめんください」

　その男は正面玄関から堂々とやってきた。

　平凡な――本当に平凡な中年男である。灰色の背広に小柄な身体からだを包み、何ど処こか背中を丸め気味にして立っている。表情に覇気は無く、何処か気け怠だるそうな感じで――これでスーツケースを右手に提げていれば、うだつのあがらない三流勤め人といった印象である。

　ただし男は何も荷物を携えてはいなかった。

　当然、木製の正面門の内側に仕込まれた、金属探知機をはじめとして各種探知装置にも一切反応が無い。唯一の例外は、男が指にしていた指輪だった。

　刀と葉を組み合わせた独特の紋章。

　これはミカヅチの身分証の様なものだ。

　これを確認したからこそ、出迎えに出た御杖代の者はその男をあっさりと屋敷の中に通していた。そもそもその身分証を――存在すら公になっていない組織の証を『誰だれかが奪って使う』という発想が無かったのだ。

「雪ゆき緒お様の使いとして本部から来ました。はい。現在、本部では御杖代式修しゆ羅ら奇き兵へい部隊全滅の一件について査問中ですが――急きゆう遽きよ、御本家の判断を仰がねばならない案件が出てきたとの事でして。はい」

　男はポケットから取り出したハンカチで額を拭きながら言った。

「御家長様は御病気療養中との事ですが、面会させていただけないかと、はい」

「さすがにそれは……」

　男を迎えに出た御み杖つえ代しろの者は困惑の表情を浮かべる。

　とりあえずミカヅチの指輪をしていた為に門から迎え入れはしたが、いきなり面識も無い人間が御杖代家の家長と会いたいと言うのはかなり無理な話だ。面会謝絶という程に酷ひどくはないが、奥座敷で寝たきりになっている家長は、もう長らく屋敷以外の人間と顔を合わせていない。

「とりあえず御館様に確認を」

「御家長様は、この奥ですか？」

「あ――ちょっと!?」

　勝手に歩き始めた男の肩を、御杖代の者は慌てて掴つかむ。

「困ります！」

「まあそうでしょうねえ。はい」

　と頷うなずく男。

　次の瞬間、男の肩を掴んだ御杖代の者は、長い廊下を数メートルも吹っ飛んでいた。

　男は殊更に大きな動きを示していた訳ではない。ただ、相手の胸を掌てのひらで少し押しただけの事である。膂りよ力りよくの桁が違うが故に可能なそれは、現象だった。

「げがっ……!?」

　板張りの廊下の上で跳ね――壁に激突して悶もん絶ぜつする御杖代の者。

「ですが私としても、務めを果たして還かえらねば、仲間から叱しつ責せきされてしまう立場でして」

「き……貴様……まさか」

「はい。そのまさかですよ」

　男は大きく頷いた。

「貴方あなた達の大好きな、ヤドリギでございます」

　その言葉と共に男の輪郭は、崩壊した。

「皆殺しの時間です。はい」



　　　



　扉を開けて一歩中に入った瞬間に分かった。

　此こ処こは――既に何度も来た事の在るミカヅチ本部ではない。

　いや、場所としては間違い無くミカヅチの本拠地である。紅ぐ蓮れんはともかく梨り緒おが間違う筈はずが無い。それこそ彼女は何十回何百回と此処に来ている筈だった。

　だが……違う。

　例えば人は死んで『死人』ではなく『死体』になるのと同じく――生と死の境を越えると完全に『違うもの』になってしまう。生きている事と死んでいる事にはそれだけの差が在るという事だ。

　だからこそ……

「――紅ぐ蓮れん」

「分かってる」

　梨り緒おは背中のハードケースから銃床ストツクを折り畳んだＨ＆Ｋ・ＵＭＰを引っ張り出し、同じくケース内に入っているベルトを――ホルスターと弾倉ポーチとナイフが付けられたものだ――腰に巻く。この期に及んで人目を気にする必要はあるまい。紅蓮も彼女に倣ってＵＭＰとベルトをケースから取り出した。

「なんだってんだ……」

　紅蓮は呻うめく様な声で言いながら、梨緒と並んでビルの中を移動してゆく。

　正面玄関ホールは無人だ。二四時間警備で、許可なく入ろうものならば数秒で警備の者が飛んでくる筈はずだが――何ら反応が無い。それどころかひどく冷え切った空気が横たわっていて、まるで廃はい墟きよの風情だった。

「階段で？」

「いえ。エレベーターで。体力は温存しておくべきです」

　最近のエレベーターは何か異常があれば手近な階に止まって扉を開く様に安全装置がついている。少なくとも閉じ込められる可能性は低い――と梨緒は言った。勿もち論ろん、待ち伏せされる可能性があるが、それは実の処ところ、階段でも同じだった。

「……意外におちついてるな、お前」

　エレベーターのボタンを押しながら言う紅蓮。

　とりあえずエレベーターは問題無く動いている様で、すぐに扉が開いた。

「そう見えますか？」

「違うのか？」

「…………」

　梨緒は答えない。

　必要最低限の事以外、答える余裕が無いのかもしれない。

「一番上――ミカヅチ上層部の会議室がある階層から、順番に下へ降りながら調べていきます。降りる際には階段で」

「分かった」

　紅蓮は梨緒と共にエレベーターの箱に乗り込む。

　やはり問題無くエレベーターは動いて――二人を最上階へと静かに運び始めた。

「――正直言って」

　ふと想おもい出だしたかの様に梨緒は言った。

「動揺しています」

「そうは見えないけどな」

「そう……ですか」

「まあ泣なき喚わめかれたり、悲鳴上げられたりしても困るけど」

　言いながら紅ぐ蓮れんはふとエレベーターの片隅にそれを見つけた。

　血痕だ。それも未まだ乾いていない。

　紅蓮は梨り緒おの方をちらりと一いち瞥べつするが、彼女はそれに気付いていない様だった。一見そうは見えないが、確かに彼女は動揺している様だ。普段なら紅蓮よりも先に彼女がそれを見つけるだろうから。

「…………」

　紅蓮はのしかかる不安に深呼吸する。

　何かがこの〈ミカヅチ〉の本拠地で在ったのは間違いない。

　少なくとも通常の体勢で此こ処こは運営されていない。何かの理由から関係者がこの施設を放棄して出て行ったのか――それとも。

（…………まさか）

　在り得ない。

　そう思う反面――この半年間で、どれだけの『在り得ない』が起こってきたかを思えば、もう何が在っても驚くべきではないだろう。

「…………」

　短い鈴の音と共にエレベーターが最上階に着く。

　この階層にはまだ紅蓮も入った事が無い。なんでもビルの中央部、外部からは完全に隔絶された部屋にその会議室は在り、その回りに警備の詰め所や、幾つかの部屋が配置されているのだそうだ。

　そして――

「――ッ！」

　紅蓮は思わず呻うめいた。

　扉が開いた途端に――むっとする程の血臭が雪な崩だれ込こんできたからである。

　そこは殺さつ戮りく現場だった。

　会議室に行くまでもない。幾つもの死体が大量に転がっている。吐き気を堪こらえながら五人分までは認識したが、紅蓮はそれ以上を数えるのを止やめた。バラバラになっている死体も多いので、まともに数えても分からないのだ。

　壁に。床に。そして天井に。

　ありとあらゆる場所に血の赤い花が咲き乱れている。一体どうやったらこんな風に人間を殺しまくる事が出来るのか――紅蓮には分からない。まるで爆弾が破裂したかの様だが、その一方で、壁や、窓には亀き裂れつも無ければ破壊孔も無い。

　ひょっとして一人ずつ解体していったのか。

　それも――生きたまま？

　そんな事が出来るのは――

「梨り緒お……」

「…………」

　梨緒はしかし、紅ぐ蓮れんと異なり、死体には殆ほとんど眼めもくれなかった。彼女は血でぬかるむ床を踏み締め、足早に中央の会議室へと向かう。

「…………」

　会議室の扉に手を伸ばす梨緒。

　彼女も躊ちゆう躇ちよすることが在るのだと、紅蓮が何ど処こか場違いな事を考えていたその時――扉は自ら内側に開いた。

「――ッ!!」

　反射的に跳び下がりながらＵＭＰを構える梨緒。紅蓮も一瞬遅れて彼女の脇から扉の向こう側を狙ねらう様にしてＵＭＰを構える。左手を強く握り込むとレーザー照準器が作動して赤い光が会議室の中に伸びた。

　どうやら相当に会議室の中の空気は濁っている様だ。普段――レーザーの軌道は見えない。例外は煙やそれに類する微粒子が空気中に漂っていて、それにレーザーが反射して光る場合のみである。

「――あら。誰だれかと思ったら」

　ゆらりと濁った空気の奥から誰かが出てきた。

　何か――ヘルメットの様なものを小脇に抱えている。

「出来損ないじゃないの」

「……彩あや花か」

　唸うなる様に梨緒は言う。

　そう。それは彩花の声だった。

　立ちこめる薄煙を押おし退のける様にして――どうやら中で何かが燃えたらしい、焦げ臭い臭いが鼻をつく――御み杖つえ代しろ分家の娘が姿を表した。

「ああ。ひょっとして本部と連絡がつかなくなったから、何か在ると思って駆け付けてきたの？　健けな気げね。まあそれ位しか貴女あなたにはこのミカヅチって組織の中で立場を確保する方法が無かったんでしょうね」

「…………」

　梨緒は無言。

　だが――

「くだらないわ。本当にくだらない。ミカヅチ？　御杖代？　それがどうだっていうの」

　吐き捨てる様に彩あや花かは言った。

「そんなもの一瞬で無価値に堕だするわ。ほら。こんな風に」

　ひょいと影になっていた部分から小脇に抱えていたものを彩花が掲げて見せる。

　それは――

「ッ!?」

　紅ぐ蓮れんは初めて聞いた。

　梨り緒おが……沈着冷静の権ごん化げの様なこの少女が声にならない悲鳴を迸ほとばしらせるのを。

「て……てめえ……！」

　さすがに紅蓮もこみ上げてくる吐き気を堪こらえるのが精一杯だった。

　彩花が小脇に抱えているもの。

　それは――雪ゆき緒おの生首だった。

　首の断面部がぐずぐずに崩れているのがまた生々しい。漫画や映画で観みる様な、綺き麗れいな切断面などではなかった。恐らくは無む理り矢や理りにねじ切ったのだろう。首の皮膚に激しいねじれの痕跡が残っていた。

「死んでしまえば全部肉」

　言いながら彩花は、雪緒の首を顔の高さにまで持ち上げると、舌を伸ばしてその破断面を舐なめる。呆ぼう然ぜんとしている梨緒と紅蓮に見せつけるかの様に、雪緒はひとしきり雪緒の首の『傷口』をなめ回してから、おもむろにその肉にかぶりついた。



    

  
    
      



    

  
    
      「……おいし」

　にっ――と猫の様に眼めを細めて笑う彩あや花か。

「生きたままが一番いけるんだけれど。これも悪くないわね？」

「ヤドリギかっ……！」

　愕がく然ぜんと呟つぶやく紅ぐ蓮れん。

　彩花の中身は人食いの化け物に――ヤドリギに『書き替え』られたのだ。さもなくば、いくら世間の常識には必ずしも縛られぬミカヅチ関係者とはいえ、いきなり人肉を喰くらったりはすまい。

「…………」

　ぶるりと梨り緒おが身を震わせる。

　そして――

「――おいっ!?」

　がくんと姿勢を崩し、膝ひざをつきそうになる梨緒を、慌てて紅蓮が手を伸ばして支えた。

「梨緒、梨緒!?」

　今まで凄せい惨さんな現場は幾つも見てきた。

　恐らく梨緒は紅蓮よりも多いだろう。少なくとも紅蓮が知る限り、酸さん鼻び極きわまる光景を前にしても梨緒が取り乱したり、茫ぼう然ぜん自じ失しつしたりした事は無い。彼女は常にその瞬間瞬間で自分がなすべき事を選び取り、実行してきた。

　なのにその梨緒が――

「梨緒ッ!!」

「あら？」

　彩花が面白そうに笑う。

「なあに？　お姉ちゃんが死んだのがそんなにショックだった？　可哀かわい想そうにねえ。出来の悪い御み杖つえ代しろ本家の御お嬢じよう様さま、お姉ちゃんが居たから、本家の体面が保てていたのにねえ。貴女あなた一人じゃもう本家は滅んだも同然よねえ？」

「しっかりしろ、梨緒！」

　にたにたと笑う彩花を――だが実の処ところ、紅蓮は見ていなかった。梨緒がぐったりとしていて今にも倒れそうなのだ。常に怜れい悧りで強い意志の光を湛たたえていたその双そう眸ぼうは、虚うつろに緩んでいて、何ど処こにも焦点を合わせていない。

「本ッ……当にくだらないわ」

　彩花は言った。

「私達が少し本気になればこの程度」

「…………」

　紅ぐ蓮れんは梨り緒おに肩を貸す様にして無む理り矢や理り立たせながら、彩あや花かを睨にらんだ。

「元々、今回のヤドリギ事件は、私というトロイの木馬を仕込む為に、用意されたものだったの。未まだ『成り立て』で、あまり私達になびかない『跳ねっ返り』を利用してね」

　ゆっくりと彩花は紅蓮達の方へと近付きながら言った。

　その間、左手は雪ゆき緒おの生首をぶら下げたままだ。

「だから〈ミカヅチ〉が最初に認識していたヤドリギは問題無く封滅された訳だけれど。そこに私達が潜んでいた事までは、〈ミカヅチ〉は理解していなかった」

「…………」

「とりあえず御み杖つえ代しろ式しき修しゆ羅ら奇き兵へいを、私を残して全員ぶち殺した後、私が自らの能力で私を破壊して、私に乗り移ったのよ」

　彩花は一見、意味不明な事を言う。

　だがヤドリギの性質を理解していれば、おおよその事は理解出来た。

『御杖代彩花』としての『私』と『ヤドリギ本体』である『私』が混在しているのだ。ヤドリギは敢あえて自らの肉体を破壊し、その場に居た無防備な肉体――つまりは自分以外の仲間を全すべて殺され、反撃の術すべも無いままに捕らわれていた彩花に乗り移ったのだろう。

　そして敢えて彩花を帰した。

　唯一の生き残りとして。

　恐らく――査問会にかけられ、〈ミカヅチ〉の重鎮達が集まる場に彩花が引きずり出されるのを期待して、だ。恐らく何らかの方法で――あるいはヤドリギの能力か――彩花は数日間、意識を取り戻さぬ様に施され、目覚めた時には既にヤドリギに乗っ取られ終わった後という状態になっていた訳だ。

　他の者が皆殺しにあいながら、彩花が無傷だったのも同様の理由だろう。

　基本的に人間形態の時のヤドリギを判別する方法は無い。だが彩花が大おお怪け我がをしていて、それが瞬またたく間に治癒してしまえば、間違い無くヤドリギ化を疑われる。

　だから――

「まあ……そこの出来損ないはいいとして」

　彩花は紅蓮を見据えながらにいっと笑みを深めた。

「問題は貴方あなたよね、神かん薙なぎ紅蓮」

「――なに？」

　紅蓮はＵＭＰを撃つ機を測りながらも眉まゆを顰ひそめた。

　以前の彩花は紅蓮を『没落した神薙の一人』として蔑さげすんでいた筈はずだ。改めて問題視する様な価値も無いと言わんばかりに――である。

「結局の処ところ――」

　彩花は舐なめる様な視線で紅蓮の顔から爪つま先さきまでを見つめる。

　まるで――猛獣が獲物を前に舌なめずりをしているかの様な風ふ情ぜいだ。

「本当にまずいのは、〈ミカヅチ〉の本質的機能を『個人』で発揮し得る貴方あなた」

「…………」

　ヤドリギを徹底的に破壊し。

　その本体をも個人で封滅可能。

　それは――確かに今の処ところ、紅ぐ蓮れんにしか出来ない事だ。

「しかもその能力の上限は未いまだ未知数」

　これも彩あや花かの言う通りだ。

　紅蓮の修しゆ羅ら奇き兵へいとしての能力はどの程度まで伸びるのか、分からない。ただ、修羅奇兵態に変われば変わるだけ、感覚が馴な染じみ、引き出せる力が増大しているという印象は紅蓮自身にも在った。

「ならば成長しきらない今の内に殺すのが得策よね」

「――ふざけんなッ！」

　紅蓮はＵＭＰの引き金を引いた。

　轟ごう音おんが薄煙に満ちた空間を叩たたく。

　梨り緒おに肩を貸しつつの片手撃ちだったが、元々短機関銃サブマシンガンとしては重量の在るＵＭＰは、そう反動で跳ね回る事も無く、二発を彩花の身体からだに命中させた。一発は左の脇腹、一発は右の肩である。

　命中と同時に弾頭の中に仕込まれた呪じゆ術じゆつ式が内蔵電池によって励起され、ヤドリギの体内に流し込まれる。自存する呪術の塊とも言うべきヤドリギがこれを『雑音ノイズ』として無効化・排出するまでの数秒間が、紅蓮達に与えられた隙すきだった。

「梨緒、逃げるぞ梨緒！」

「…………」

　梨緒からの反応は無い。

　紅蓮は強引に彼女を引っ張りながら更に散発的な銃撃を繰り返して後退。

　壁際まで下がりきった処で、エレベーターのボタンを押す。

　すぐ開くかと思ったが――エレベーターの扉は動かない。焦る紅蓮が一瞬、階層表示を振り返ると、エレベーターは現在、何ど処こからか上昇中だった。

（上昇中？）

　先程、紅蓮達がこの階層に来た際に使ってから、そう時間が経過していない。

　なのにエレベーターは別の階層に行っていた様だ。最初から人間を運んだ後は、一階で待機する様に設定されているのか――それとも。

　紅蓮がその意味に気付いた瞬間、エレベーターの扉が開く。

　そして――

「おお。これはこれは」

　中には大柄な男と小柄な男の二人が居た。

　見覚えのない顔だ。だがこの血臭渦巻く現場に来て、顔色一つ変えず、むしろ紅ぐ蓮れん達を面白そうに見ている事からして――二人の正体は明白だった。

「ぬあっ!!」

　紅蓮は自分でもよく分からない声で吼ほえながら、ＵＭＰをそちらに振り向ける。

　だが、次の瞬間、小柄な男がこれを片手で掴つかみ――次の瞬間、ぐしゃりと銃身をフレームごと握り潰つぶしてしまっていた。

「――！」

「おやおや」

　二人の男達はにやにやと笑いながら紅蓮と梨り緒おを見ている。

　一方――

「あら。戻ってきたの」

　既に傷一つない状態の彩あや花かがつまらなさそうに言う。

「一人では荷が重いかと思ったので」

　と大柄な方が言う。

「そんな事は無いわよ。でもまあ、ちょっと助かったかな？」

「…………」

　紅蓮は男達二人を見ながら、三歩、後退した。

　それ以上下がらなかったのは、後ろから彩花が近付いてきているのが分かったからだ。

　前門の虎とら後門の狼おおかみとはまさにこの事だろう。

　しかも梨緒はとても使い物にならない状態である。

　この三匹のヤドリギがどんな特殊能力を持っているのか、未まだ分からない。遠隔攻撃型、しかも致命的な威力を持っていれば、変身の間も許されずに紅蓮は殺されるだろう。

　だが――

「――御お兄にい様さま」

　ふと視界の端で一人の少女が微笑ほほえんでいた。

　紅蓮の脳内妹――と表現しまうと誤解が生じそうだが――深しん紅くである。

「こっちよ」

「…………！」

　深紅の指差す先には、紅蓮も見慣れたものが在った。

　赤い鋼鉄製の円筒――消火器である。

　紅蓮は咄とつ嗟さに腰のグロック21を抜いて撃った。

『一撃必殺などと非実戦的な事は考えないように』――散々、梨緒に言われてきたからだろう、紅ぐ蓮れんは命中するしないの確認を待たずに三発を立て続けに発射。二発は外れたが、内――一発が消火器に命中した。

　ぼぉん！　と鈍い破裂音が響く。

　中のガスと消化剤が噴きだし、急速に視界を濁らせていく。その中で紅蓮はグロック21を乱射しながら、前方の二人に突っ込んだ。

　回り込んでいる余裕など、勿もち論ろん、無い。

　二人の隙すき間まをすり抜ける事が出来るかどうか――賭かけだった。

「おっと？」

　ぬっと濁った空気を掻かき分わけて太い腕が突き出される。

「逃がしはしない――」

　しかし――

「だあああああッ！」

　紅蓮はその時点で既にグロックをホルスターに戻し、ナイフを抜いていた。

　こちらもミカヅチ謹製――刃には呪じゆ文もんが仕込んであり、相手を突き、あるいは斬きりながら『引き金』を引く事によって起動する。

　紅蓮はナイフを相手に突き刺し――そして引き金を引きつつ、これを手放した。



　――ばし！



　音を立てて呪じゆ術じゆつ式が起動。

　びくんと太い腕が震え、『うおっ!?』と持ち主が声を上げるのが聞こえた。

　その側そばを強引にすり抜ける紅蓮。エレベーターの扉が未まだ開いてくれていたのは、不運もそろそろ打ち止めであったからかもしれない。

　梨り緒おと共にエレベーターの中に転がり込む紅蓮。

「くそっ！」

　殴りつける様にしてボタンを押す。

　この際――此こ処こでないなら、階は何ど処こでも良かった。

　改めてグロックを抜くと、ゆっくりと狭まっていく扉の隙間から立て続けに銃撃。

　弾たまが切れてグロックの遊底が後退したままになった時点で――ようやくエレベーターは下に向けて動き出した。

「……はぁ……はぁ……」

　床に座り込みながら荒い息をつく紅蓮。

　だが休んでいる暇は無い。長々とエレベーターに乗っていれば、それこそ、先回りされかねない。ヤドリギの脚力ならば階段を降りる事も――いや、吹き抜けが在れば二階層、三階層分、飛び降りる事も可能だろう。

「……くそっ……」

　まずい。どうしようもなくまずい。

　紅ぐ蓮れんは――そして、〈ミカヅチ〉そのものも、ある意味で初めて『狩られる』側に回ったのだ。時間を稼げば仲間が駆け付けてくれる状態ではない。むしろ長引けば駆け付けるのはヤドリギの仲間だろう。

　紅蓮は停止階のボタンを片っ端から押していく。

　同時に――紅蓮は詠えい唱しようする。

「臨りん兵びよう闘とう者しや皆かい陣じん列れつ在ざい前ぜん……！」

　紅蓮の全身に仕込まれている呪じゆ術じゆつ式が起動。

　彼の髪が劇的に伸びてこれが身体からだに絡み付いていく。肌は闇やみ色に、腕は二対に、ヤドリギを化け物と呼べぬ異い形ぎようがそこに完成する。

　神かん薙なぎ式しき修しゆ羅ら奇き兵へい。

　紅蓮はおよそ五秒で変身を終えていた。

　やがて――鈍く軽い衝撃と共にエレベーターが停止。扉が開いた。

「…………」

　弾倉交換したグロックを右手で構えつつ、左手で梨り緒おを引っ張り上げる。修羅奇兵態と化した際の紅蓮は普段の数倍の腕力を持っている。肩を貸すよりも抱えた方が早いと判断した紅蓮は、梨緒の身体を左脇に抱え込んだ。

「……居ない、か」

　どうやらこの階には未まだヤドリギ達は来ていない様だ。エレベーターと階段が少し離れているから、はっきりと紅蓮達の降りる階を把握していなければ、行き違いになって見失う可能性が在るからだろう。

　紅蓮は梨緒を引きずって歩き出す。

　まずは変身する事も考えたが……とりあえずはそれよりも何よりも、まずは、梨緒を何とかせねばならない。初期に比べれば紅蓮の能力は前述の通り上がっているが、だからといってヤドリギ三体を同時に相手できる程のものではない。ここは是が非でも梨緒に常態に復帰して貰もらわねばならなかった。

「…………復帰しても、勝てるかどうか、わかんねえけどな」

　紅蓮は唸うなる様に呟つぶやいて――歩き出した。



　　　



　遅きに失した――そう悟って迫さこ水みずは唇を噛かんだ。

〈ミカヅチ〉の各施設と連絡が取れないのだ。各人が個人的に用意していた『隠れ家』の類たぐいには連絡がついたものの、主要施設や、ミカヅチ六家の本宅にはいずれも連絡が取れなくなっていた。

　通信妨害ではない。相手が出ないのだ。

　たまたま留守――などと考える程、迫さこ水みずは楽観的でなければ愚鈍でもない。

「やられたな……」

　本部を襲った直後、恐らくヤドリギ達は本部の中に在った資料から、即座に各施設を特定、襲撃に動いたに違いない。

　ミカヅチはその性質上――首都圏と近畿圏にのみ出現するヤドリギを殲せん滅めつするという組織だ――主要な施設は関東圏に集中している。人手さえあればその全すべてを襲撃するのはそう難しくなかっただろう。

「……どうします？」

　運転席の部下が一度車を停とめて尋ねてくる。

「とりあえず連絡がついた連中は順次拾っていく事になりますが」

「ああ。今は一人でも戦力が多い方が――」

　そこまで言って。

「おい。梨り緒おと紅ぐ蓮れんに連絡はついたのか？」

「いえ。それが――」

　部下は首を振った。

「…………」

　紅蓮のマンションは勿もち論ろん、ミカヅチの施設ではない。

　勿論、本部には住所を含め資料位は在るが、ミカヅチの施設として検索した限りでは出てこない筈はずだ。

　ならばヤドリギ達の襲撃から逃れている可能性が高い。

「紅蓮の修しゆ羅ら奇き兵へいは重要な戦力だ」

「……ええ」

「極論を言ってしまえば、奴やつ一人でミカヅチの基本機能を代用出来ると言っても過言じゃねえ。奴とは合流しておかねえとまずいな」

　紅蓮も梨緒も携帯電話が繋つながらないと部下は言う。

　電源を切っているとは考えにくい。となると何らかの形で電波が届かない場所に居るという事か。東京都内の野外は勿論、電波の繋がらない場所など無いが――屋内であれば未いまだに建物の構造や何かで、携帯が繋がりにくくなる事は在る。

「どうします？」

「一応――連中のマンションを確認に行く」

「了解」

　部下は頷うなずいて、再びエンジンを掛けた。



　　　



　御み杖つえ代しろ雪ゆき緒お。

　幼い頃ころ――梨り緒おは彼女の事が大好きだった。

　常に何ど処こか余裕の在る物腰は、梨緒にとって頼るべき母親に等しかった。特に実の母親があまりにも幼稚だったせいで――感情の起伏が激しく、普段は気弱で大人しい反面、何かの折には子供達に対してひどく暴力的になる事もあった――雪緒が母親代わりに梨緒を育ててきたと言っても過言ではない。

　常に自分が何をすべきか……誰だれに言われずとも理解している人だったと思う。

　だが梨緒と雪緒が成長し、それぞれ御杖代の娘として様々な教育を受ける様になり――やがて二人の間には溝みぞの様なものが生じ始めた。最も御杖代の直系として求められる呪じゆ術じゆつ師としての能力が、梨緒には欠けていると分かってからは、それが決定的になっていった。

　置いていかれた、と梨緒は思った。

　なまじ雪緒への信頼が大きかった分だけ、その落差は――失望は深かった。周囲から『お前と姉は違う』『姉と違って御杖代本家の人間としては出来損ない』と口々に言われ、姉もそれを否定しなかった事が、梨緒には積極的な『裏切り』の様に思えたのだ。

　だから梨緒は雪緒の側そばを離れた。

　梨緒にとって御杖代の本家を出る事は――呪術師ではなく戦士としての立ち位置を確保する事は、雪緒との決別の意味が最も大きかった。

　雪緒の事が憎かった訳ではない。

　恨み嫉ねたみも感じてはいなかった。

　ただ――この人はもう自分の大好きだった姉とは違う、御杖代雪緒という、ただそれだけの人物なのだと、己に言い聞かせねばならないと感じたのだ。さもなければ梨緒はいつまでたっても『出来損ない』のままだ。姉との比較の上にしか存在し得ない『妹』の立ち位置に留とどまり続ける事はひどく苦痛だった。

　それは梨緒にとって、ある種の『親離れ』であったのかもしれない。

　だが多くの子供にとって『親離れ』が『親に対する特別な感情が根ね刮こそぎ失われる』事ではないのと同じで――相変わらず梨緒の中に雪緒は特別な存在として残っていた。もう昔の様に依存する事も、盲目的に従う事も無いが、それでも雪緒が最も近しい家族である事には違いが無い。

　だから……

「…………」

　意識が空回りする。

　何かを考えねばと思うのだが、まとまらない――まるでザルで水をすくっているかの様に、片っ端からこぼれ流れて何も手元に残らないのだ。ただ脳裏には姉の生首が過よぎって、その度に頭がまっ白になる。これを延々と梨り緒おは繰り返していた。

　雪ゆき緒おは死んだ。

　間違い無く――これ以上無いという位に完かん璧ぺきに。

　もう話せない。もう会えない。

　なにもかもが過去の出来事として押し流される。

　改めて、自分がどれだけ雪緒の存在を意識していたのか――そして心の奥底で幼い頃ころの想おもい出でに依存していたのかを思い知らされた。自分はこんなにも脆もろいのだと、結局は雪緒の存在が在ってこその自分だという事を、理解せずにはいられなかった。

　姉離れなど出来ていなかった。

　自分はこんなにも――

「……！　…………！」

　紅ぐ蓮れんが何か叫んでいる様だが、空回りする思考に弾はじかれて梨緒の意識の中には入ってこない。そういえばいつの間にか修しゆ羅ら奇き兵へいになっていた様だ。黒い異い形ぎようの面が――表情など浮かべる筈はずの無いそれが、何な故ぜか、必死の形相を浮かべている様で、おかしい……そんなひどく場違いで間の抜けたことを、梨緒は頭の片隅で思った。

　そして……

「梨緒ッ!!」

　叫びと共に衝撃が梨緒を叩たたく。

　横面を張られたのだと理解するのには数秒を要した。だが効果はそれなりに在った様だ。同じ処ところをぐるぐると回るだけだった梨緒の意識は、この時、初めてその衝撃と痛みを取っ掛かりにして外へと向いたからである。

「…………」

　梨緒は瞬まばたきをして紅蓮の顔を見る。

　黒い異形の仮面が梨緒の眼めを覗のぞき込こんでいた。

　どうやら、いつの間にか自分は紅蓮によって、先の会議室前から別の階に連れてこられていた様だった。途中――エレベーターに乗ったり、紅蓮が扉を蹴け破やぶったりと、色々していた様に想うが、ぼんやりとしていて、記憶が曖あい昧まいだ。

　今、梨緒と紅蓮が居るのは、細長い部屋だった。

　省スペースにまとめられた流し台や食器棚が見える。恐らくは会議室から三階下の給湯室だろう。広い場所では心情的に隠れにくいと判断、此こ処こに紅蓮は一端逃げ込んだ様だった。

「しっかりしろ――って」

　反応が無い事に焦ったのか……紅ぐ蓮れんは若干、不安そうな声で言った。

「おい、大丈夫か？　手加減――手加減は、したつもりなんだが」

「大丈夫です」

　梨り緒おは言った。

「きちんと紅蓮は力の制御が出来ています」

「そ……そうか」

　安あん堵どの声を漏らす紅蓮。

　今の彼が本気で殴れば、梨緒などあっさり首の骨を折られてしまうだろう。あるいは大口径のマグナム弾でも喰くらったかの様に頭部そのものが消し飛ぶか。いずれにせよ紅蓮がきちんと手加減出来る位に修しゆ羅ら奇き兵へい態に慣れてくれていたのは幸いだったと言える。

「ともかく……しっかりしてくれよ、梨緒。今は泣いてる場合じゃねえだろ」

「――え？」

　言われてようやく梨緒は自分が涙を流している事に気付いた。

　そういえば……以前、最後に泣いたのはいつだろうか。

「私は――」

　堂々巡りの穴から出て意識を戻す事は出来た。

　だが……やはり姉の死は大きく梨緒の上にのしかかっている。

　こうなってみて初めて、自分は、雪ゆき緒おに言いたい事や言うべき事が一杯在るのだと気付いた。だがその機会はもう無い。永遠に喪うしなわれてしまった。

　気力が湧わかない。

　何もせずに、このままここに座り込んでいたい――そんな風にさえ思う。

　しかし――

「しっかりしろよ。このまま此こ処こで死ぬ積もりか？」

　紅蓮が苛いら立だたしげに言った。

「…………」

「姉さんが死んだのがそんなに衝撃シヨツクなのかよ」

　吐き捨てる様な言い方には、さすがに梨緒も不愉快になった。

「貴方あなたに――貴方に何が分かるんですか」

「分からねえよ」

　紅蓮はあっさりそう言った。

「分かる筈はずねえだろ」

「…………」

　言われて――気付いた。

　紅ぐ蓮れんは実の両親に実験台にされていたのだという事に。

　紅蓮の兄や姉は――何人居たのかすら分からないが――全すべて、その人体実験の末に死んだらしいという事も、そして引き取られた先の笹ささ原はら家でも、結局紅蓮は、本当の家族というものを得る事が出来なかった事も。

　そうだ。分かる筈はずが無い。

　紅蓮には――分かりたくとも分からないのだ。

「お前が羨うらやましいよ」

　紅蓮はぼそりと呟つぶやいた。

「そこまで腑ふ抜ぬけちまう程、雪ゆき緒おさんの事が好きだったんだろ。ぎくしゃくしてても、本当の家族や姉妹ってそういうもんだよな。俺おれはその気持ち、想像するしかねえけど」

「紅蓮……」

　梨り緒おは紅蓮の顔を――修しゆ羅ら奇き兵へい態の黒い仮面を見つめる。

　そこにはやはり何の表情も浮かんでは居ないのだが。

「でも頼む。ここは一端、その気持ちを忘れてくれ」

　紅蓮は言った。

「俺は死にたくない。あんな奴やつ等らに殺されたくもないし、今ここで死にたくもないんだよ。此こ処こから逃げるには、お前の力が要る。お前が腑抜けてると、お前だけじゃなくて俺も死ぬんだよ」

「紅蓮一人なら」

　梨緒は呟く様に言った。

「多分、私を置いていけば逃げる事位は――」

「だから」

　紅蓮は梨緒の襟首を掴つかんで言った。

「そういう自分勝手な真ま似ねだきゃ、死んでも嫌だつってんだよ！」

「…………」

「自分さえ助かればいいとか、自分だけ良ければいいとか！　俺のあのクズの両親――特に父親を見てるみたいでな！　あんなゲスと一緒になんかならねえ。なってやるかよ。いいか、俺は普通の人間じゃねえかもしれねえけど、それでも人間としての誇りプライドってもんがあんだよ！」

　紅蓮は梨緒を離す。

　よろめいた梨緒は――壁に背中を預ける様にして何とか身を支えた。

「哀かなしいんだろうさ。辛いんだろうさ。だがそれは還かえってからゆっくり噛かみ締しめてくれ。俺で良かったらいくらでもつきあってやる」

「紅ぐ蓮れん――」

　梨り緒おは束つかの間ま、言うべき言葉を捜して懊おう悩のうしていたが。

「…………ありがとう」

「それも後でいい」

　言いながらも何やら照れたのか、修しゆ羅ら奇き兵へい態のまま頬ほおを掻かく紅蓮がおかしくて、梨緒は少し――ほんの微かすかにだが、笑った。

　そして……

「そろそろお話はまとまりましたか？」

　何ど処こからか声が響いてくる。

　紅蓮と梨緒は弾はじかれた様に給湯室から飛び出していた。こんな狭い場所、しかも出入り口が一つの部屋でヤドリギと対面すれば、逃げるのも闘うのも不利だ。

　長い廊下のその奥。

　突き当たりに三つの影が在った。

　大柄な男。小柄な男。そして――彩あや花か。

　いずれも既に戦闘態勢、人間とは到底言えない異い形ぎようと化している。

　だが――それはこちらも同じだ。

　紅蓮はグロック21を片手に持って身構える。

「紅蓮――」

　梨緒は自分の腰に吊つるしていたＭＥＵピストルを予備弾倉ごと紅蓮に手渡した。

　四本腕を同時に使いこなす紅蓮は、修羅奇兵態の際、注意力や意識を多重平行して走らせる事が出来る。本来、二丁拳けん銃じゆうというのは弾薬の再装そう填てんに恐ろしく手間取る西部開拓時代か、そうでなければ映画や漫画といった世界でのみ通用する技術で、およそ現実的ではないが――紅蓮ならば使いこなせる可能性が強かった。

　身体からだにぶら下がっていたＵＭＰを梨緒は改めて点検。

「私はこれと、これで」

　と腰の後ろに吊つってあった予備のデトニクスを示した。

「頼むぜ――相棒」

「はい。任せてください」

　梨緒ははっきり言って、ＵＭＰの銃じゆう把はを握り締めた。



　　　



　黒い大型トラックが物もの凄すごい勢いで道路を走り抜けてゆく。

　その姿をマンションの屋上から優れた動体視力で確認し、明あか月つきは密ひそやかに笑った。

「本当……便利になったものだよね」

　彼の右手にはスマートフォンが握られていた。

　四インチの有機ＥＬディスプレイには、動画記録が再生されている。

　ビルの中で短機関銃サブマシンガンを撃っている少年と。

　そしてそれを喰くらいながら死なない少女と。

　もしこの映像を神かん薙なぎ紅ぐ蓮れんが見れば、『いつの間に？』と驚いた事だろう。だがこの画像そのものは元々明あか月つきの仕掛けたカメラによるものではない。ミカヅチ本拠ビルの監視映像装置のデータを、幾つかの海外サーバーを経由して引き出しているに過ぎない。

　警備システム制御用のコンピュータ・システムに『バックドア』を――データ流出用の『穴』を造る為のウイルスは、彩あや花かに持たせてあった。彼女が警備室の人間を皆殺しにした際――コンピュータに、明月特製のプログラムをＵＳＢメモリから入力させたのだ。彩花自身はそれを、単に警備システムを無効化する為だけのものと聞かされていた事であろうが。

「どうも連中はこういう技術を下に見る傾向が在るけどね……」

　ヤドリギは強い。

　確かに異常な程の筋力、そして特殊能力、何よりも文字通り殺しても死なない不死身性と――一体一で比較した場合、ありとあらゆる意味で人間ではこれに敵かなわない。

　ヤドリギは……強すぎる、とも言える。

　生存の為に努力や労力を割く必要が無い。あくまでこの人間社会に紛れて生きていく限り、その身に備わった能力だけで充分なのだ。だから細かな技術や共有知識――蓄積によって進化する科学や文化というものを甘く見る。

　しかし……コンピュータにしろ、ネットワークにしろ、それらに付随する技術にしろ、これを使いこなせるか否かで採れる選択肢は飛躍的に増える。元より弱く、なおかつ寿命という時間制限が在るが故に、技術の蓄積と錬磨と、そしてその共有や承継に力を割いてきた人間との、それが最大の違いと言えた。

「さて……これでも焼け石に水かもしれないけれど。一は零よりも確実に多い」

　薄く笑うと明月はスマートフォンを操作。

　一つ前の画面に戻る。

　そこには――メールソフトの操作面と、更には『送信済み』の文字が在った。



　　　



　暴ッ！　と――空気が鳴いた。

　急激な気圧の変動がもたらす風の音だ。

　だがここは室内である。野外で吹ふき荒すさぶ烈風の如ごとき音など、多少の気圧変動で生じる筈はずが無い。それは爆発にも近いものである必要が在った。

「――!!」

　確かに一瞬前までそこに在った筈のものが――消えている。

　具体的には下に降りる為の階段。正確にはその各部だ。まるで虫食いの穴の開いたチーズの如く、あちらこちらに直径一メートル程の球状欠落が生じていた。どう考えても残っている部分の方が、少ない。

　一気にこれを駆け下りようとしていた紅ぐ蓮れんと梨り緒おは、しかしぎりぎりの処ところで踏みとどまる事が出来た。既に階段は穴だらけで、迂う闊かつに脚を乗せようものなら、一瞬で崩壊するのは眼めに見えていた。

「これは――」

　修しゆ羅ら奇き兵へい態の紅蓮の異常な動体視力は、辛うじて今、発生した現象を捉とらえていた。

　蟻あり地じ獄ごくの如く、空間の一点に向けて周囲の物質が、捻ねじれながら『落ち込んで』いき、砂粒程度の大きさにまで圧壊――最後はその粒も落下して階下の闇やみに消えていった。

　まるでブラック・ホールだ。

　恐らく直径一メートルの空間について、あらゆるものを空間圧縮で押し潰つぶすのだろう。逆に言えば――階段丸ごとではなく、幾つもの穴が開けられていたという事は、『一度』の能力行使で圧壊させる事が可能なのは、直径一メートルの範囲内だけという事になる。

「しかし……」

　呻うめく紅蓮。

　ではその対象物を圧壊させる球状空間はどうやって特定している？

　浩こう介すけの時の様に、視線か？　それとも由ゆ奈なの時の様に自身の身体からだの一部を『目印マーカー』付着させているのか？

　次の瞬間、階段は真下の一階まで十階分以上の距離を、まとめて崩落していった。爆音の様な音が今やただの『縦穴』になってしまった階段スペースを噴きあがってくる。

「〈時限爆弾〉」

　紅蓮と梨緒を追いながら彩あや花かが愉たのしげに言った。

「私の血を付けた物体を爆縮させて消滅させる。大体、半径五〇センチまでかしらね。放ほうっておいても時間が来たら作動するし、今この瞬間に起動させたければそれも可――という感じね」

　御丁寧にも自分の能力を説明してくれる彩花。

　だが――それを愚かと笑う余裕は紅蓮にも梨緒にも無かった。

「…………」

　以前の由奈といい、浩介といい、出で鱈たら目めな能力はある程度見慣れていた筈だが……それでもいきなりこんなものを見せつけられれば、絶望という感覚が後頭部にのしかかってくるのを感じざるを得ない。

　つまり彩あや花かは『罠わな』を大量に、それもあちらこちらにばらまいているという事だ。時間が来ればこれが起動し、半径五〇センチ圏内の物質を消滅させる事が出来るし、彼女が任意にこれを起爆させる事も出来るのだろう。

　彼女が一体幾つの『罠』を仕掛けているのか、分かったものではない。勿もち論ろん、血が付着していれば見て分かるが――いちいち何ど処こに彼女の血がついているか、確認しながら逃げる余裕など、無かった。

「くそっ……」

　近付いてくる三体のヤドリギを相手に紅ぐ蓮れんは身構える。

　こうなっては腹をくくって闘うしか――接近戦に持ち込むしか無いだろう。まさか格闘している最中に『罠』を仕掛けて仲間を巻き込む様な真ま似ねはすまい。

　紅蓮はそう考えて床を蹴けった。

「――紅蓮！」

「援護頼むぜ！」

　そう梨り緒おに言い残しながら左右の主腕と副腕でがっちりと固定したグロック21とＭＥＵピストルを撃つ。狙ねらい違わず、左右の銃から放たれた銃弾一〇発は、それぞれ数発ずつ三体のヤドリギに命中していた。廊下の真ん中だ、相手も避よけようが無い。

　呪じゆ術じゆつ弾頭が効いている数秒間は恐らく特殊能力も使えまい。

　紅蓮はそのまま最も格闘戦で手て強ごわそうな相手に――大柄なヤドリギに向かって飛び掛かった。勢いに任せて相手の身体からだを押し倒し、そのまま廊下を数メートル滑る。

　紅蓮はグロック21の銃弾を二発、撃ち込んだ。

「ぐおっ!?」

　相手が低く呻うめいて痙けい攣れんする。

　だが銃弾はあくまで時間稼ぎだ。所しよ詮せん、点に対する攻撃である銃弾で人体を『解体』する事は出来ない。むしろそれは修しゆ羅ら奇き兵へいの膂りよ力りよくの方が相応ふさわしい。紅蓮は副腕に銃を持たせると、右の主腕を貫ぬき手ての形で相手の身体に叩たたき込こんだ。

　まるで刃物の様にずぶりと指先が、そして掌てのひらが、相手の肉の中に潜り込む。

　異様な感覚である。

　だが――

「――ッ!?」

　次の瞬間、紅蓮の左の副椀とＭＥＵピストル、そして床に投げ出されてた相手の右腕がごっそりと消滅していた。

　彩花の――〈時限爆弾〉。

「しまった……！」

　紅ぐ蓮れんは失敗を悟った。

　まずい。ヤドリギは不死身なのだ。その意味を紅蓮はあまり深く考えていなかった。

　連中は――仲間を巻き込もうが何だろうが、平気で特殊能力を使ってくる。紅蓮と一緒に仲間の身体からだを抉えぐるのにも何ら躊ちゆう躇ちよが無い。これならばむしろ、格闘戦に持ち込んだ紅蓮の方が不利になる。下手をすると先の紅蓮の銃撃すら、敢あえて喰くらって、紅蓮が突っ込んでくる様に隙すきを作って見せた可能性が在った。

　その隙に――それこそ罠わなだと知らず、紅蓮はまんまと填はまり込こんだのだ。

「馬鹿ね」

　彩あや花かが――彩花だった化け物が笑いながら言ってきた。

「つまらない常識に囚とらわれて」

「……ッ！」

　幸い、紅蓮の副腕は髪の毛と呪じゆ力りよくによって作られたものだ。いくらでも再生が効く。修しゆ羅ら奇き兵へい態の紅蓮の身体自身も、かすり傷位ならばすぐに治癒する。そもそも表皮も副腕と同じく髪の毛と呪力で作られたものだからだ。

　しかし、腹の半分を抉られる様な傷、あるいは頭部を丸ごと抉り取られる様な攻撃を受けても再生出来るかと問われれば、紅蓮としては自信が無い――というか恐らく無理だろう。神かん薙なぎ式しき修羅奇兵が、そこまで化け物じみているとは、さすがに紅蓮自身も考えてはいなかった。

「じゃあさよなら――」

　彩花がそう言った――瞬間。

　警報音と共に雨粒が紅蓮の視界に弾はじけた。

　いや、違う。雨ではない。此こ処こは屋内だ。

「――！」

　愕がく然ぜんと彩花が紅蓮の背後、梨り緒おの方を見み遣やる。

　そこで梨緒は――装備品の一つである、小型の溶断トーチで壁を灼やいていた。掌てのひらサイズの道具で、屋内への突入時に、万が一鍵かぎがかかっていた場合などに、鍵ごと、あるいは蝶ちよう番つがいごと焼き切る為のものだ。

　当然――そこから生じる黒煙はすぐその上に在る煙検知器へと真まっ直すぐに立ち上っていく。このビルの防災システムは未いまだ生きていて、非常消火用のスプリンクラーを作動させたらしかった。

　当然、噴き出された大量の水は、この場の壁や床、天井など、あちこちに付着していたであろう彩花の血を洗い流している筈はずだ。中には水のかかっていない場所もあるかもしれないが――これで紅蓮が『罠』に掛かる可能性は桁外れに減少した。

「この出来損ない！」

　彩あや花かが怒鳴る。

　怒りに歪ゆがむ異い形ぎようの顔に――紅ぐ蓮れんは咄とつ嗟さに右腕の副腕からグロックを戻して銃撃。

　がん、と頭部を眼めに見えぬ鉄てつ槌ついで殴られたかの様にのけぞる彩花。

「ぎいっ――」

　同時に紅蓮は彼女だけでも確実に『解体』して戦力を削そいでおこうと――

「ぐおっ!?」

　一瞬、視界を含め全すべての感覚がまっ白なる。

　そして次の瞬間――紅蓮は強烈な衝撃を受けて吹っ飛ばされていた。

　いや。違う。正確には紅蓮自身が後方に飛んでいたのだ。だがそれが意識的なものでなかった為に吹っ飛ばされたのだと一瞬、誤解したのである。

「がっ……はっ……？」

　紅蓮は濡ぬれた床を転がりながら呻うめく。

　一体何を喰くらった？

「まさか狙ねらっての事とは思えませんが」

　もぞりと身を起こすのは大柄なヤドリギである。

「コレが二重に彼を救いましたね」

　そう言って大柄なヤドリギが右の掌てのひらを上に向ける。

　水だ。つまり――

「……電気……か……！」

　紅蓮は敢あえて起き上がらず、床を転がって移動しつつ言った。

　大柄なヤドリギの能力は強烈な電撃を放つ事なのだろう。彩花の〈時限爆弾〉と異なり絶対的な一撃必殺性は無いが、破壊力と応用性という意味では、単純な能力の方が強い場合も少なくない。

　もしまともに紅蓮が喰らっていれば、血液が沸騰して即死していたかもしれない。

　だが――紅蓮達は全身びしょ濡れだった。

　濡れていると電気が通りやすい、とは言う。だからこそ濡れた手でコンセントを触ると危ないとしばしば言われるのだが……逆に言えば電気は導電性の高い方へと流れやすい性質があるという事だ。

　濡れた手でコンセントを触ればそこから電流が体内に侵入する。

　だが互いに全身が濡れていた状態でヤドリギが発した電流は、むしろ四方八方に散ってしまい、紅蓮に届いたのは半減――いや数分の一の威力のものだったに違いない。

「助かったぜ」

　梨り緒おの側そばまで転がって逃げると、紅蓮は彼女に手を引かれて何とか身を起こす。

　更に――

「紅ぐ蓮れん、こっちです」

　梨り緒おは――あろう事か、階段を上へと登り始めた。

　破壊されたのは下への階段部のみである。紅蓮達を足止めしようと彩あや花かはそちらだけを破壊したのであろう。

　しかし――

「おいっ!?」

　降りずに上がっても逃げる事は出来ない。

「単純に可能性と時間の問題です」

　と梨緒は言った。

「どうせ何ど処こに『罠わな』が在るのか分からないなら、罠の少ない場所へ、最短の移動距離で移動すべきでしょう」

　前述の通り――防災システムのスプリンクラーで血の大半は流されたとはいえ、水の掛からない物陰の『罠』は未まだ生きているかもしれない。『罠』の数が減っただけで、屋内が危険なのは変わらないのだ。

「…………頼もしいぜ、まったくよ」

　紅蓮は苦笑して言った。

　下への階段はもう使えない。非常階段も同様だろう。そして『罠』は廊下にも張られている可能性がある。ならば少しでも血の付着するべき場所が――表面積が小さい場所に移動した方が安全という事になる。

　具体的には、壁も、天井も無い、だだっ広い場所。

　即すなわち――

「屋上か」

　さすがに空間に血を浮かべる事は出来まい。

「なんか屋上でのドンパチが多いな、俺おれ等ら」

　愚痴りつつも、紅蓮は梨緒に追いつき、彼女の腰に手を回す。

　修しゆ羅ら奇き兵へいの回復力は、既に電撃の影響を排除し終えていた。

「――紅蓮？」

「捕まってろ。この方が安全だ」

　そう告げると紅蓮は彼女を抱えたまま一気に階段を跳ちよう躍やく。

　一足につき十数段余り――階層床から踊り場へ、踊り場から床へ――一階分をわずか二度の跳躍上昇し、わずか五歩で紅蓮は屋上への扉へ到達。

　紅蓮は扉の取っ手を掴つかんで鍵かぎごとねじ切ると、これを蹴けり開け、梨緒と共に開けた空間へと走り出ていた。

「紅ぐ蓮れん」

「なんだ」

「彩あや花かの――彩花だったヤドリギの能力ですが」

　梨り緒おは素早く周囲を警戒しながら――屋上に他のヤドリギが潜んでいる可能性も零ではない――言った。

「工く藤どう浩こう介すけと同じタイプの可能性があります」

「なに？」

「先の起爆の際に、彼女の眼めが紅蓮そのものではなく、『爆縮した空間』の方を向いていました、目の前で紅蓮が闘っていたというのに。時間で自動的に爆縮する場合はともかく、任意に起爆させる際には、視線を向けて視覚で認識する必要があるのかも」

「……なるほど」

　だからこそ彩花はわざわざこちらを追ってくるのだ。

「紅蓮、あちらへ」

　梨緒はＵＭＰを屋上の給水塔に向けると、射撃。押し殺された銃声と、金属のへしゃげる音と共に給水塔に穴が開き、そこから水が噴き出して屋上の床を濡ぬらしていく。屋上全すべてを洗い流せるだけの量と勢いがあるかどうかは分からないが、給水塔の近くならば、彩花の血と電撃をある程度までは防ぐ事が出来るだろう。

　だが――

「問題は三人目の能力か……」

　それが分からない事には紅蓮達は不利なままだ。

「使わせてみない事には分からんな」

「あるいは使う前に倒すか」

「……なるほど、そういう事か」

　特殊能力を半ば封じた形になっている彩花と大柄なヤドリギよりも、どんな特殊能力を隠しているか分からないヤドリギを速攻で――特殊能力を使う前に倒しておいた方がよい、と梨緒は判断しているのだ。

「やっぱすげえな、お前」

「な……なんですか」

　梨緒は面めん喰くらった様に眼を瞬しばたたかせる。

「偉そうに説教喰らわしてた自分が恥ずかしいぜ」

　まるで数分前まで茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態だったのが嘘うその様だ。

　この状況下で絶望せず、確実に、打てる手を模索して躊ちゆう躇ちよ無く打ってくる。焦る事も惑う事も梨緒とは無縁だった。

　さすがに生きつ粋すいの〈ミカヅチ〉。

　彩あや花か達は紅ぐ蓮れんを『一人で〈ミカヅチ〉の機能を代行できる』などと言っていたが、紅蓮に言わせれば梨り緒おこそ、規模は違っても、一人で〈ミカヅチ〉と同等の能力を発揮している様にも見える。

　だが――

「…………いえ」

　梨緒は首を振った。

「紅蓮。私は貴方あなたに助けてもらわなければ、あの場で絶望して死んでいたでしょう。姉の仇かたきも討てずに。だから私が貴方を支援するのも、おあいこです。戦い方が、助け方が、違うだけ――だと思います」

　どちらが偉いとか尊いとか凄すごいとかそういうものではなく。

　比較する意味もない。

　紅蓮は梨緒ではないし梨緒も紅蓮ではない。

　単に――違うというだけ。

　いつも通りの怜れい悧りな無表情だが、何か、梨緒の口調には涼しげに乾いた――諸もろ々もろの重く濁った情念を吹っ切った様な響きが在った。

「――来ました」

「ああ……」

　二人が見据える先、屋上への出口から三つの人影が歩み出てくる。

　殊更に急ぐ様子も無いのは、余裕の顕あらわれなのだろう。

「相手を分散させます。紅蓮は三人目に集中を」

「分かった」

　頷うなずき合い――梨緒が右側へと移動し始めるのを見て紅蓮はその反対側、左側へと移動する。未まだ給水塔からの水の流出は続いており、『安全圏』は屋上全体に広がる勢いで拡大しているが――その『領域内』から出ない様に紅蓮は注意する。

　彩花も、大柄なヤドリギも、その能力は遠隔攻撃に使えるが――今はその威力が半減している状態だ。恐らく無意味に乱発してきたりはしないだろう。またこの開けた屋上では投げるものも無い。武器の類たぐいを持ち合わせている様子も無い。

　ならば――格闘戦の間合いに入らない限り、相手側からの攻撃は、無い。

　紅蓮と梨緒は三体のヤドリギを挟み撃ちするかの様な位置に定位する。

　そして――

「…………ッ！」

　梨緒からの攻撃が始まった。

　ＵＭＰからの連射。

　雨の様に繰り出される大量の銃弾。弾速こそ音速以下だが、その弾頭重量故に強烈な破壊力を示す45口径弾は、ヤドリギ達の足下を狙ねらっていた。

　短い時間でも移動手段を奪えば、それだけ相手は分散する。

　紅ぐ蓮れんは三人目に向かって走り出し――

「――ッ!?」

　次の瞬間、横から強烈な打撃を喰くらってよろめいていた。

　それも一発ではない。複数だ。

「ぐあ……ッ!?」

　まるで何かで殴られたかの様な――あるいは銃撃を喰らったかの様な。

　三人は正面に居る。

　という事は――

「三人目の」

　特殊能力か。

　だが……

「くそっ……」

　走りを緩め、打撃を喰らった箇所に手を触れる。

　そこには――対弾繊維の間に対衝撃性のゲルを充じゆう填てんした戦闘服と、そして修しゆ羅ら奇き兵へい態の『表皮』によって事無きを得ていたが、それは、数発の45口径弾だった。

「これは――」

　梨り緒おの撃った弾たまか。

　という事は――

「俺おれの能力はよ」

　小柄なヤドリギが嘲あざけりの口調で言ってきた。

「空間と空間を繋つなぐ事が出来るのさ。下手に銃撃すると弾が何ど処こに飛んでくかわからねえぜ？」

　言ってげらげらと小柄なヤドリギが笑う。

　これで梨緒の攻撃は封じられた――と考えているのだろう。実際、梨緒がヤドリギ相手に格闘戦を挑むのは現実的とは言えまい。

　だが――

「梨緒！　構わず撃てッ！」

　叫びながら紅蓮は尾を引く痛みを堪こらえて走り出す。

　先程、紅蓮が三人に格闘戦を挑んだ際には、三人目はこの能力を使ってこなかった。

　これは紅蓮を間合いの中におびき寄せる為、『罠わな』の側そばに近寄らせる為、だと思われるが――紅蓮はもう一つの可能性を考えていた。

　浩こう介すけは『見えている』処ところにしか二重存在ドツペルゲンガーを生み出せなかった。

　彩あや花かは恐らく『見えている』場所に対してしか『罠わな』を任意に起爆させられない。

　ヤドリギの能力もまた呪じゆ術じゆつの一種だが、それ故に行使には能力に対する具体的な認識と意志が必要になる――これは呪術の基本だと紅ぐ蓮れんは梨り緒おから習った。

　ならばやはり何らかの形で『見て』いない場所に対しては能力を行使できないのではないか？

　つまり……

「おおおおおおおおおッ！」

　紅蓮は叫びながら自らもグロック21を抜いて撃つ。

　ほぼ同時に梨緒のＵＭＰの銃撃も行われ――

「おおおおおあああッ!!」

　吼ほえながら紅蓮は跳ちよう躍やく。

　一瞬前まで彼が占めていた空間をＵＭＰからの銃弾が貫つらぬいて過ぎた。

　だが――

「ぐおっ!?」

　小柄なヤドリギは呻うめいて己の左肩を押さえた。

　紅蓮が――グロック21で狙ねらって撃った場所である。

「貴様っ――」



    

  
    
      



    

  
    
      「やっぱりそうか！」

　怒りの声を上げるヤドリギを見て紅ぐ蓮れんは小さく頷うなずいた。

　当たりだ。あのヤドリギは――同時に二方向からの銃弾を『転移』させられない。恐らく空間を繋つなぐのは『面』で可能で、だからこそ盾の様に使う事が出来るのだが、それをぐるりと自分の周囲全すべてに展開する事は出来ないのだ。

　見えていない場所に対して能力は使えない。

　少なくともそれを任意の形では制御出来ないのだ。

　しかも――

「くそ、ちょこまかと！」

　苛いら立だたしげに声を荒げる小柄なヤドリギ。

　紅蓮の動きが速い上に、右に左にとステップを繰り返しているので、空間を繋ぎ直すのが、間に合わないのだ。梨り緒おの送り込んだＵＭＰの銃弾は、紅蓮に命中する事無く、濡ぬれた地面に飛沫しぶきを飛ばすばかりだった。

「あああああッ!!」

　空中から飛び掛かりながら紅蓮はグロックを撃つ。

　さすがに左右からの銃撃に晒さらされていては特殊能力が使えないと判断したのか、三体のヤドリギは紅蓮達の目もく論ろ見み通りに散開した。

　紅蓮は小柄なヤドリギに掴つかみ掛かかる。

「ぐ――離せッ！」

「離すかよ！」

　ちょっとやそっとの殴ったり蹴けったりでは埒らちが明かないのは分かっていた。紅蓮は相手が小柄な事をそのまま利用して、屋上の床へと投げ技で叩たたき付つける積もりだ。修しゆ羅ら奇き兵へいの膂りよ力りよくで背負い投げしてやれば――ただ投げるだけではなく、空中で更に加速して叩き付けてやれば、それこそ、全身の粉砕骨折、場合によっては五体はばらばらになる。

　そうなればヤドリギ本体が遊離するだろう。

　これを『喰くえ』ば一体始末完了だ。

　だが――

「離せ………………なんてな」

　次の瞬間、ヤドリギはむしろ両手両脚を紅蓮に向けて絡めてきた。

「なっ――？」

　同時に紅蓮は気付いた。

　彩あや花かだ。彼女がこちらを振り返っている。

「…………！」

　気付いたがもう遅い。

　先程と同じだ――いや、先程よりももっとえげつない。

　彩あや花かは、床や壁ではなく、この小柄なヤドリギ本人の身体からだに、血を付けていたのだ。恐らくは服の下か、あるいは、何か持ち物になのか――ともあれ、これならばいくら屋上だろうと、床が水浸しだろうと関係が無い。

　そしてヤドリギは半身が削られようが死なない。

　あくまで本体が遊離して次の宿主を捜すだけだ。

　恐らくは――梨り緒おを次の宿主と考えているのだろう。

「さあ、一緒に逝こうぜ？　なんつってなあ!!」

　げらげらと笑いながらしがみついてくるヤドリギ。

　焦燥感と絶望感が紅ぐ蓮れんの意識から溢あふれ――



　彩花が真横に吹っ飛んだ。



「――え？」

　紅蓮は思わず驚きの声を漏らす。

　梨緒の銃撃ではない。彼女は、今、近付いてくる大柄なヤドリギの相手で精一杯だ。

　では――誰だれが？

「なんだ!?」

　小柄なヤドリギもまた驚いた様子で声を上げる。

　拘束する力が緩んだ隙すきに紅蓮はこれを蹴けり離して距離をとった。

　確か直径一メートル。腕が届かない距離にさえ居れば、巻き込まれる心配は無い。

　だが――

「ぐっ……がっ……!?」

　彩花はとても能力を使える様な状態ではなかった。

　次から次へと身体のあちこちから血が噴きあがる。

　これは――

「狙そ撃げき!?」

　驚きの声を上げる小柄なヤドリギの身体もまた、次の瞬間、全身から血を噴いた。

　一発や二発ではない。一〇発以上の銃弾が一瞬にして叩たたき込こまれたのだ。それもＵＭＰやグロックの様な拳けん銃じゆう用弾の威力ではない。明らかに一回り上、ライフルのそれだ。腕を撃たれれば、そこから半ば千切れて垂れ下がり、腹を打たれれば握り拳こぶし大だいの血と肉が抉えぐり取とられていく。五〇発も喰くらえば人体など、文字通りの挽ひき肉にくである。

　だが――

（何ど処こから？）

　射線を逆さまに辿たどる様に視線を滑らせる紅ぐ蓮れん。

　そこに――

「――！」

　数十メートル離れた場所にある一棟のビル。

　そこに、膝ひざ撃うちの体勢でＨＫ・ＳＧ１狙そ撃げき銃じゆうを構えた数名の射手が見えた。

　そしてその背後に腕を組んで仁王立つ――

「迫さこ水みずさん」

　こちらの視線に気付いたのかどうか、迫水は握り拳こぶしから親指を一本立てて頷うなずいた。

　やっちまえ。

　そんな言葉が聞こえたかの様である。

　紅蓮は銃撃が途絶えた一瞬を狙ねらい、小柄なヤドリギに改めて――跳ちよう躍やく。

　殆ほとんどただの肉塊と化していたそいつに向けて紅蓮は落下の勢いを加えた蹴けりを叩たたき込こんでいた。衝撃で五体が――文字通り五つばかりの数に破裂して吹っ飛ぶ。

　こうなればもうヤドリギは肉体再生出来ない。

「深しん紅く！」

「はいはい」

　紅蓮の叫びに呼応して出てくる深紅は――ゆらりと熱帯魚の様に、空中を泳ぎ、丁度、破壊された肉体より遊離中のヤドリギ本体、黒い蛇を捕まえた。

「いただきます」

　白く揃そろった歯がこれに、つぷりと噛かみ付つく。

　暴れ回る黒い呪じゆ術じゆつ情報の蛇は、一瞬にして少女の唇の奥へと消えていった。

　更に――

「――うっ!?」

　次に狙われたのは大柄なヤドリギである。

　集中する銃弾が異い形ぎようを叩きのめす。更に梨り緒おのＵＭＰの連射も加わり、瞬またたく間にヤドリギはぼろぼろになっていった。反撃しようと、右腕を掲げる――恐らく雷撃を飛ばす積もりだったのだろうが――が、その右腕がライフル弾の直撃を喰くらって縦に裂け、更には『的が大きい』のが禍わざわいしたか、二〇発近い銃弾を喰らって巨体が倒れ伏す。

　薄紅色の、血と水の混じり合った飛沫しぶきが跳ねる。

　こちらは既に、紅蓮がとどめをさす必要も無かった。

　紅蓮は倒れた大柄なヤドリギに駆け寄り、これから遊離した本体を――深紅と共に封滅。

　そして――

「があああああああああああああああああああああああああッ!!」

　残る一人、彩あや花かが、吼ほえる。

　彼女は両腕を振り回し――己の身体からだから出る血を空気中に大量にばらまいた。

「あああああッ！」

　次の瞬間、同時発動する〈時限爆弾〉。

　恐らく――視線による任意発動ではなく、一秒か二秒後に時限設定したのだろう。

　轟ごう々ごうと空気が唸うなり、空中の銃弾がこれに巻き込まれて弾道を歪ゆがめる。あるいは直接、爆縮に巻き込まれて消えた銃弾も多かっただろう。

「うっ――」

　滅茶苦茶に吹き荒れる暴風に思わず身を伏せる紅ぐ蓮れん。

　空気の密度すらもが激しく変化するため、光が真まっ直すぐに飛ばず――風景が激しく歪んで見える。原理的には蜃しん気き楼ろうと同じだ。迂う闊かつに立っても視界が歪んでその場で転びかねない。梨り緒おもどうやら一時的に――飛んでくる血の飛沫しぶきを避ける意味もあってか――給水塔の陰に隠れているのが、歪みまくった視界の中で、辛うじて見えた。

　そして――数秒後。

　風と共に景色の歪みは迅速に修正され、世界が正常な姿を取り戻す。

　だが……

「――どこにいった!?」

　愕がく然ぜんと怒鳴る紅蓮。

　だがさすがの迫さこ水みず達も見失ったか、ライフルの銃撃は止やんでいる。

　代わりに――

「紅蓮！」

　梨緒が屋上への出入り口を指し示した。

　恐らくは逃げる際に手をついたのだろう――べったりと赤い手形のついた扉が、所在無げに揺れていた。



　　　



　廊下を走りながら彩あや花かは――彩花だったヤドリギは呻うめいた。

「何な故ぜだ、何故あいつらが戻ってきた!?」

　ミカヅチの生き残りが居る事は想定していたが、まさか、この本部に戻ってくるとは考えていなかった。徹底的に叩たたいた直後なのだ。普通ならば何ど処こかに身を隠して態勢を立て直そうと考える筈はずである。

　ましてやこの本拠周辺は通信妨害をかけてある。

　携帯を含め電話の類たぐいは一切使えない筈だ。

　ではどうして――

「……？」

　はっとして彩あや花かは自分の身体からだをまさぐった。

　小さな震動を起こしているそれ――奇跡的に落としもせず、壊れてもいない、折りたたみ式の携帯電話を取り出すと、これを開く。

「……明あか月つき？」

『駄目ですよ』

　いきなり電話の相手はそう言ってきた。

『紅ぐ蓮れん君は殺しちゃ駄目です』

「……貴様ッ!?」

　思わず叫び返してから――彩花は気付いた。

「まさか、貴様が……？」

『ええまあ。貴女あなたが警備システムに「バックドア」を作ってくれたお陰で、最新の警備データと、各個人の連絡先は簡単に手に入りましたし。とりあえず貴女達が闘ってる場面をそのまま動画でミカヅチ〈破は組ぐみ〉の隊長に送りつけました』

「…………！」

『ちょっとやり過ぎましたね。やはり、生き物はバランスが大事、分をわきまえるのが大事ですよ。そういう訳で』

　くすりと電波の向こうで笑う声が聞こえた。

『貴女はそこで死んでください』

「貴様っ……！」

　彩花の手の中で携帯電話が乾いた音と共に握り潰つぶされた。



　　　



　携帯電話が鳴った。

　夕食の後、自分の部屋に引き籠こもり、机に突っ伏していた琴こと音ねは――ふと顔を上げてすぐ横で震えているそれを手に採る。

　二つ折りの筐きよう体たいを開いて見ると『メール着信』の表示が出ていた。

「……誰だれ？」

　メールの送り主は全く琴音の知らないアドレスになっている。

　何かの宣伝メールだろうか。一瞬そう思ったが――

「でもこれ――」

　琴音は戸惑った。

　よくある宣伝メールとは違う。それどころかそれは、不特定多数に一斉送信する宣伝メールの類たぐいでは絶対に在り得ない文字列が含まれていた。



『神かん薙なぎ紅ぐ蓮れんと御み杖つえ代しろ梨り緒おの秘密について』



　メールの題名にはそう在った。

「…………」

　琴こと音ねは胸を押さえて短く喘あえいだ。

　誰だれからのメールかは分からない。ひどく怪しいメールだった。信用に足る要素など何一つ無い。だが同時にその題名はひどく琴音の興味を惹ひいた。見ているだけで心臓の鼓動が早まるのが分かった。

『神薙紅蓮と御杖代梨緒の秘密について』

　そう書かれている以上――二人が何か周囲に秘密にしている事が在るのだ。

　このメールを読めばそれを知る事が出来るのだろうか。

　それを知れば……二人の弱味を握れば、それをどうにかして使えば、この行き場の無い憂ゆう鬱うつな気持ちを晴らす事が出来るのだろうか。

「……あ」

　本文は無かった。

　いや。正しくは日本語の本文は一行も無い。代わりに何ど処こかのサイトのものであるらしいネット・アドレスＵＲＬが青字で長々と書き連ねられている。

　躊ちゆう躇ちよは数秒。

　やがて琴音は――震える手で携帯電話を操作した。



　　　



　水浸しの廃はい墟きよの中で怪物は待ち構えていた。

　恐らくは半ば諦あきらめていたのだろう。

　外には〈ミカヅチ〉〈破は組ぐみ〉残存部隊。

　内には紅蓮と梨緒。

　未まだ身体からだを『乗り換え』て一週間も経過していないヤドリギでは勝てる相手ではない。

　結局の処ところ……ヤドリギと〈ミカヅチ〉は闘ってなどいないのだ。

　互いに互いを狩っているだけで、それはいわば奇襲に奇襲で応じる様なものである。お膳立てして、反抗の余地も殆ほとんど許さず一方的に責め立てる。対等に正面から向き合って実力をぶつけ合っている訳ではない。だからこそ……一端、状況や状態が変化するとお互いに脆もろい。あっさり優勢劣勢が裏返ったりもする。

　その事を――攻守共に経験した事によって身に染みているのだろう。

　そして最も早はや、彩あや花かに事態をひっくり返すだけの勢いは無い。

　今は完全にミカヅチ側の仕切りの内だ。

　故に……

「――ふ。ふ。ふは。あは。は。は。は」

　ボロボロと切れ端の様な笑い声をあげながら身構える彩花。

　だが……

「じっとしてろ」

　紅ぐ蓮れんは眼めを細めて言った。

「いけすかねー奴やつだとは思ったけどな。だからって嬲なぶり殺ごろしにする積もりはねーよ。一撃で終わらせてやるから、抵抗するな」

　自分でも無む茶ちやを言っているとは思う。

　だが正直な気持ちでもあった。

　相手はヤドリギだ。

　その本体はともかく……彩花自身は被害者だろう。ヤドリギに影響されてヤドリギたる自分を全面肯定する思考になっているが、それでも、彼女は望んでヤドリギになった訳ではない。

　いや――

（……違うか）

　自覚はしていなかっただろう。

　だがわずか三日で早急にヤドリギへの転化を済ませ、特殊能力まで使いこなしていた以上、自らを――彩花自身が自分を否定し、『違う自分』になりたいと心の何ど処こかで思っていたに違いない。

　あの由ゆ奈なの様に。

　考えて見れば『本家の娘』である梨り緒おへの必要以上の侮ぶ蔑べつも、自分達が分家に産まれた事への不満の表れであったのかもしれない。そんな事実に縛られる必要など無いと紅蓮は思うが、梨緒や他の〈ミカヅチ〉の者達を見ていれば分かる通り、そんな自由な発想は許されぬ環境で育ったに違いない。

〈ミカヅチ〉の為。鬼おに猟かりの為。

　その為なら――大義名分の為ならば何をしてもいい。何を犠牲にしてもいい。

　その発想には紅蓮も覚えが在った。

　彼の両親である。

　だから……

「ひは。は。は…………はああああああッ!!」

　叫びながら彩あや花かは床を蹴けって駆け出す。

　そして――

「ぎいいいいいああああああッ！」

　自らの身体からだの肉を掴つかんで、引きちぎる。

　それを次の瞬間、彼女は投げ付けてきた。

「――！」

　爆縮する肉片。

　それは言ってみれば〈時限爆弾〉を投擲爆弾グレネードとして使う様なものだ。

　紅ぐ蓮れんの脇から梨り緒おのＵＭＰが吼ほえ、大量の呪じゆ化か弾頭が送り込まれる。だがこれの殆ほとんどは肉片と共に飛散する血の飛沫しぶきが、爆縮圏内に捕らえて消滅させていく。

「ああああああああッ！」

　だが彼女が〈時限爆弾〉を使えば使う程に、その爆縮に巻き込まれて、壁が、床が、天井が円く抉えぐり取とられて消えていく。当然、廊下の壁は穴だらけ――夜気が大量に流れ込んでくる。

　そして――銃弾も。

「ぎがっ!?」

　右脚を吹っ飛ばされた。

　がくんと姿勢を崩してその場に転倒する彩花。

　その身体に更に数発のライフル弾が食い込んでいく。

　恐らくは混乱していたのだろう――あるいは一度仕掛ければ自分でも解除出来ないのか、彼女の〈時限爆弾〉が出で鱈たら目めに発動し、周囲の床と、壁ごと、彼女は自分の身体を爆縮させてしまっていた。

　見えない怪物が食らいついているかの様に、彩花の身体が次々と削れ、抉れ、消えて、どんどん彼女は小さくなっていく。それと共にまるで断末魔の咆ほう哮こうの如ごとく、轟ごう々ごうと空気が鳴いて渦を巻いた。

　やがて彼女は――既にそれはばらばらの、掌てのひらに載る程度の肉片しか残っていなかったが――崩れた床と共に階下へと落下してゆく。

　紅蓮は、数秒をおいて――彩花の『暴発』が収まるのを待って、床にあいた穴から階下へと飛び降りた。

　既にもうそこに死体は無い。

　代わりに――

「…………」

　黒い蛇がゆらりと蠢うごめいている。

「――深しん紅く」

「はいはい」

　ひょいと蜃しん気き楼ろうの様に異い形ぎようの妹が姿を顕あらわす。

　彼女は両手を黒い蛇に伸ばして――掴つかむ。

　ヤドリギの本体は、まるで陸に打ち上げられた魚の様に激しく身をくねらせた。

　そして――

「臨りん兵びよう闘とう者しや皆かい陣じん列れつ在ざい前ぜん――破」

　呟つぶやく様な呪じゆ文もん詠えい唱しようと共に、紅ぐ蓮れんの中の封滅術式が起動。

　四本の腕がこれを捕らえて――引き裂き、深しん紅くがそれを『喰くった』。

「いただきます」

　白い喉のどが幻とは思えない様な生々しさで動いて、呪じゆ術じゆつ情報の塊を嚥えん下かした。

　これで――終わりだ。

　耳の痛くなる様な静けさが、ミカヅチ本部の建物に満ちていく。

「…………」

　溜ため息いきをつきながら修しゆ羅ら奇き兵へい態を解除する紅蓮。

　疲労と共にやりきれない気持ちだけが――残った。

「紅蓮！」

　頭上の穴から梨り緒おが顔を出して呼んでくる。

　そちらを振り返りながら――

「――終わった」

　呟く様に紅蓮は言った。

　勝利の達成感も、生き残った喜びも無い。

　そんな内心を見抜いたか――

「紅蓮？　どうしました？」

　怪け訝げんそうに梨緒が声をかけながら、紅蓮の脇に飛び降りてくる。

　紅蓮は――

「こいつさ」

　床の上に散らばった薄赤い――水と混じり合った液体を見て言った。

「何のタメに、生まれてきたんだろうな」

「……紅蓮」

　それがヤドリギではなく――御み杖つえ代しろの一人、彩あや花かを悼いたむ台詞せりふだと気付いたのだろう。

　梨緒はしばらく何事か考えるように視線を脇に伏せていたが……

「優しいですね……紅蓮は」

「そうか？」

　自覚は微み塵じんも無い。

　紅ぐ蓮れんはもう一度大きく溜ため息いきをつくと、手にしたグロック21をホルスターに戻した。



    

  
    
      
終章





　人間とは何か――と問われれば恐らく答えは回答者の数だけ存在する事だろう。

　詩的なものから、哲学的、あるいは科学的なものまで多種多様だ。

　逆に言えば『人間』と『非人間』の境界線もまた曖あい昧まいである。

　生物学的な定義を厳密にしてしまえば、あるいは医学的な定義を厳密にしてしまえば、脳死して植物状態に陥おちいっている者は既に人間ではないとか、あるいは修しゆ羅ら奇き兵へいの様に人間の平均値から大きく逸脱する機能強化を施された存在は人間ではないとか、そんな結論にもなりかねない。

　ヤドリギも同様だ。

　結局の処ところ――それは改めて『名前を付ける』事で存在を定義して縛っているに過ぎない。

　だがその実態は必ずしも、名前の通りとは限らない。

「――組織の完全壊滅と、神かん薙なぎ式しき修羅奇兵を倒す事には失敗したが」

　朝日の差し込む広間。

　その中央に置かれた長卓の左右に何名かの人影がついている。

　彼等らは一見すると普通の人間に見えた。老若男女様々ではあるが――少なくとも『人間ではない』と否定出来る根拠を外面に認める事は出来ない。

　しかし……

「六家は潰つぶしたし、人員としても八割を除いた」

「ミカヅチはもう組織の態をなしていない」

「作戦は一応の成功を見たと言っても過言では無かろう」

　彼等は低い笑い声を交えながら言った。

「後はじっくり残り滓かすを追い詰めて潰していけば良い」

「完全殲せん滅めつした暁あかつきには、我等はより自由に生きていける」

「例の計画の方は？」

「問題無く進んでいる。恐らく二年以内に試験的な運用が可能だろう」

「よろしい」

　ヤドリギ達は頷うなずき合う。

　闇やみに潜む怪物。

　人を喰くう鬼。

　だが――その定義が永えい劫ごう不変であるとは、限らなかった。





（つづく）



    

  
    
      
あとがき



　どうも、軽小説屋の榊さかきです。



　ミカヅチ四巻をお届け致しまする。



　そういう訳で三巻に引き続き、二巻で予告しておりました『マジに変身ヒーローものやるならこれはやっときたい』的なネタ第二弾でございます。

　偽物とか、量産型とか、新型とかそういう。



　しかしこの手のネタは定番とはいえ、『試作機が量産機より高性能』って定番ネタは何ど処こから来たもんなんですかね。

　やっぱガンダムなのかなあ。

　確かガンダムの『００８３』で某キャラが「ウラキ（主人公）の乗ってるのはガンダムだ！　俺おれ達より性能が高いから生き残る可能性も高い」的な事を言ってるシーンがありましたが。試作機はむしろトラブってなんぼなんだから（そこで洗い出した問題点を量産機に活かすのが基本）、どう考えても耐久性は低いだろうし、部品も量産して均質化している量産機の方が兵器の総合性能としては高い筈はずなんですが。

　まあデータ採るために限界値に近いピーキーな調整（チューン）が施されている、という理屈は分かるんですけどね。

　ガンダム（あの世界観では本来、試作機の別名の筈）自体が主役機の位置づけから動かせないからしょうがないんだろうなあ。後で陸戦型（量産型？）ガンダムなんて出てきたしなあ。

　……って既にヒーローものとは関係無い話ですな。



　さて、本編の方ですが。

　ネタバレを含みますので未読の方は以降読まれない方が吉。



　とりあえず琴こと音ねは順調にヤンデレ化しつつある訳ですが、これは当初からの予定通り。



　本作のコンセプトの一つとして、「互いに噛かみ合わない三角関係」が在りました。

　本当の事を言いたいけど言えない主人公、自分の気持ちに間違ったレッテルを貼はっているヒロインＡ、そこに使命感で割り込まざるを得ないヒロインＢ、という構造ですね。

　真面目まじめに考えれば、ハーレムものって、現代日本の価値観をベースに考えれば（つまり一夫一妻制が正義であり道徳的に正しいという認識／複数異性と恋愛関係を維持するのは不誠実と断じる価値観）最後には必ず修羅場が待ってる訳ですが。シリアスに三角関係をするとこうなるよなあ――と。



　もう一つ、「恋愛感情とはそもそもどういう形であるべきか」みたいなものもちょっと考えて見たいテーマだったりもしました。

　例えば同情から始まる恋愛感情を「是」としない風潮が在るし、また「顔や身体からだを理由に誰だれかを好きになる」「相手の経済力を理由に好きになる」のを否定的に見る意見も多い訳ですが――じゃあ、「正しい」人の好きになり方は性格からなのか、価値観からなのか、とか。よく使われる「優しい」のは本当に恋愛の始まりに足る理由なのか、とか。

　まあこれを徹底的に突き詰めるとそれだけで一本書けたりしそうなので、『ミカヅチ』では本筋を阻害しない位で抑えていますが。



　まあいずれにせよ。

　本作は『一人の少年がヒーローになるまで』の話です。

　現時点では紅ぐ蓮れんはヒーローではない、というのが作者の認識。

　さて、彼は本当に『ヒーロー』の定義に相応ふさわしい存在になれるのかどうか、というのが一つの落としどころだったり。毎度の如ごとく、オチはおおよそ決まっておりますがそこに至る経路は未まだ曖あい昧まいで作者にも見えていません。



　読者の皆様には、よろしければ次巻もお付き合いいただけると幸いです。

　ではでは。



２０１１／８／31　榊さかき一いち郎ろう
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